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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　──今から十六、七年前のこと。




　青年は、とある山奥深くにひっそりと建てられた小屋の中で、一人の女性を見下ろしていた。

　彼女は床に身を横たえ、眠るように死を待っていた。

　その手首から流れる鮮血は、今なおジワジワと室内に広がり続け、その中心にいる彼女を赤い花に留とまった一匹の蝶ちようのように引き立てていた。

「あ～あ、これはもう助からないね」

　そんな彼女を眺ながめ、青年は小さく肩をすくめる。指先で床の血ち溜だまりに触れ、舌でペロリと舐なめてみると、まだ微かすかに温かかった。

「別に死ぬことはないんじゃない？　こんな寂さびしい場所で、たった一人でさ」

　ここは大陸中央部にある、イリオスタという地方。麓ふもとには人間たちの隠れ村があり、今でも同胞の目を逃れて虫ケラのようにコソコソと暮らしている。

　きっと彼女は、そこに行ってきたのだろう。

　その後、青年と二年ほど過ごしたこの小屋へと舞い戻り──自害したのだろう。

「レイオーネ。剣けんはどうしたんだい？　まさか心の拠より所どころだったあの家宝まで、『あの子』と一緒に捨ててきちゃったのかい？」

　……このレイオーネという名の女性は、かつて大陸に存在した人間国家の一つの、王族の末まつ裔えいであったらしい。

　その証あかしたる剣を、彼女は故こ国こくがとうに滅んだ今でも、肌はだ身み離さず持ち続けてきた。もはや人間社会の身分など何の意味もなさない大陸で、それでも高貴な魂たましいを失わずにいた。

　思えば、だからこそ青年は──彼女を選んだのかもしれない。

　身も心も屈くつ服ぷくさせ、その誇りを引ひき裂さいてやりたかったのかもしれない。

「そういう意味では、君は結局……僕に勝ったのかな？　君は最後まで、ただの一度も、その瞳ひとみに僕を映したことはなかったからね」

　と、レイオーネが微かに動いた。

　虚うつろな双そう眸ぼうを宙にさまよわせ、何やら吐息のごとく呟つぶやいている。

　すでに意識もないだろう彼女が、この期に及んで何を言おうとしているのか……少し興味が湧わいた。

「是非とも聞かせて欲しいな。君がこの世に残す、最後の言葉を」

　口くち端はを吊つり上あげ、青年はじっと耳を澄ます。

　間もなく狭い室内に、彼女の弱々しい声が隙すき間ま風のように流れた。

「メル……オ……ネ」

「うん？」

「どうか……幸せ、に……」

「…………」

　そんな囁ささやきが耳をかすめたときには、彼女はすでに事切れていた。

　拍ひよう子し抜ぬけしたように片かた眉まゆを下げ、青年は軽く嘆たん息そくする。死に際くらい、己の運命への呪い事を聞かせてくれるかと期待したのに……つくづく強情な女だ。

「どうか幸せに、ねぇ。残念だけど無理じゃないかな」

　絹きぬのように艶つややかな銀髪を搔かき揚あげ、青年は苦笑した。

「人間たちの中に放り込まれて、【竜落子ドラグリーズ】が幸せに生きていけるわけがないだろう？　この大陸に、彼らの居場所なんてないよ」

　それはレイオーネ自身もよく理解していたはず。彼女だって人間として、その存在を忌き避ひしてきたはず。

【竜落子ドラグリーズ】──竜人レドルグを父親としながら、竜体を持たずに生まれた出来損ない。竜人族レドルグの象しよう徴ちようである魔法能力を受け継ぎながら、「人間」として生まれた忌いみ子ご。

　人間からも竜人族レドルグからも受け入れられない彼らに、どうして幸せになれる方法があろう？　異い端たんとは、認められないからこそ異端なのだ。

「でもまあ、安心したまえレイオーネ。僕は『あの子』のことを同胞に教えるつもりはないから」

　きっといつかは、麓ふもとにある村も見付かるだろう。

　この地域を支配している【竜公アポステル】に。

　それは数十年後かもしれないし、明日かもしれない。いずれにせよ、『あの子』の命が摘つまれそうになるなら──阻止せねばならない。

（何たって、貴重な【竜落子ドラグリーズ】だからね）

　まだ『あの子』には利用価値がある。青年のために果はたして欲しい役目がある。

　出来損ないだからといって殺されては堪たまらない。何とか無事に成長して、たくさんの子を生んでもらいたいのだ。

（娼しよう婦ふにでもなってくれれば好都合かな？　どのみち真っ当な人生を歩むことなんて、絶対にできないだろうからね）

　この大陸で虐しいたげられ続ける人間。

　そんな人間たちに、さらに虐げられる存在……それが【竜落子ドラグリーズ】。

　きっと幸せとは正反対の辛い日々が、長い長い孤独の毎日が、『あの子』を待っていることだろう。

　赤子のそんな将来に思いを馳はせ、青年・クロムクラッハは低く含み笑った。

「……と、ぼんやりしてる場合じゃない。早く食わないと、肉が固くなる」

　ちょうどいいタイミングで小腹が空すいていたのだ。

　腐ふ乱らんしたレイオーネなど見たくない。この姿のまま消してやることが、彼女への最後の愛情というものだろう。

「それじゃあ──さようならレイオーネ」

　血ち溜だまりの中を悠然と歩き。その亡なき骸がらの前に立ち。

　青年は、「竜の本性」を表した。




　──それは今から十六、七年前のことだった。
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「サビト、ちょっと待って下さいよぉ」

　数メートル後ろから聞こえたその声に、サビトは足を止めた。

　振り返ると、銀髪少女が必死に雑ぞう木き林ばやしを縫ぬって、こちらを追ってきている。……またやってしまった。連れがいることを忘れ、一人のときと同じ歩みになっていた。

　とはいえ、少しくらい離れたところで大した問題はない。

　この森には竜人レドルグも、彼らの尖せん兵ぺいたる亜人もいないことは確認した。今はその周辺調査を終え、夜営場所に戻っているだけなのだ。

「もう、約束したじゃないですか。歩調を合わせてくれるって」

　甲かつ冑ちゆうをカチャカチャと揺らして側まで来た少女が、恨うらめしげな目で見上げてくる。

　まだあどけなさが残るが、非の打ち所なく整ととのった顔立ち。年齢に不相応な、胸当てからこぼれそうな巨乳。短いスカートから伸びる、程よく肉付きのよい太ふと股もも──清せい楚そな雰囲気とは裏腹にヘソまで露ろ出しゆつさせたこの女剣士は、まぎれもなくサビトの妻である。

　まだ夫婦となって日が浅く、数回の接せつ吻ぷんをしただけの間柄だが、その命めい運うんを共にする正真正銘の伴侶だった。

「妻を置いていくなんて言ごん語ご道どう断だんですよ。私が少しだけ速く歩いて、サビトが少しだけゆっくり歩く……それでちょうど並ぶはずなんです」

「生まれつき足が長くてな」

「私の知る限り、サビトは明らかに標準以下の長さですっ」

　失礼極まりない発言をよこし、少女・メルシオーネが頰ほおをプッと膨らませる。

　その瞳ひとみは、翡ひ翠すいのように美しい深緑色。銀髪もそうだが、彼女のような人間をヒノモトでは見たことがない。いつか連れ帰ったら、きっと里は大騒ぎになるだろう。

「私がどうして見回りについてきたか、分かっていますか？　夜の静かな森を二人で歩いていれば、何かロマンチックな会話ができるのではと……」

「またそれか。任務に私情を挟はさむな」

「だ、だって、こんなに星も綺き麗れいだし……」

「星よりも、お前の方が小こ綺ぎ麗れいだ。これでいいか」

「もっと心を込めて下さい！　あと小綺麗って言わないの！」

　細い眉まゆ毛げを精一杯に吊つり上あげ、少女が怒る。相変わらず面倒臭い奴やつだ。

「いいですよ、もう。その代わり手を繫つなぎますから」

　言うなり、メルシオーネが手を握ってきた。

　スベスベとした、それでいて剣士特有の固さが同どう居きよした掌てのひらだ。これは膨大な修しゆう練れん、そして実戦を経てきたことの証あかし……甲かつ冑ちゆう姿は決して見かけ倒しではなく、彼女は時としてサビトをも唸うならせる剣腕を持った手練てだれなのだ。

「これでもう、はぐれる心配もありません」

「子供じゃあるまいし……」

「子供じゃなくても、夫婦や恋人なら別に変なことじゃないでしょう？　サビトはもう少し、旦だん那な様である自覚を持って下さい」

　そういうことは、せめて片かた乳ちちだけでも揉もませてから言えと返したかったが、やめておいた。どうせ喧けん嘩かになったら、謝るのはこちらなのだ。

　──シノビの頭領になるための試験として、竜人族レドルグを狩るべく大陸へと渡ってきて、すでに三ヵ月。

　サビトはこのメルシオーネ、通称メルを相棒に、各地を旅し続けている。

　三週間ほど滞在していたナトゥアの町を発たち、北へと進路を取ること十日。人間が暮らす集落のようなものは未いまだ見付かっていない。歩きやすかった平原はいつしか丘陵地から森林へと変わり、行程に予想以上の遅れが出てしまっていた。

　サビト一人なら速度は落ちないのだが、連れがいる以上は足並みを揃そろえるしかない。この分では、次の【竜公アポステル】に出会えるのはいつになることやら……

「メル。この一帯は、すでに新たな【竜公アポステル】の領地で間違いないのだな？」

「ナトゥアの町長さんからは、そう聞いています。ゴルニシチの支配地は、平原が途絶える辺りまでだと……この森に亜人がいないのは、領地が隣接する境界近くだからなのかもしれません」

　サビトと手を繫つないだまま、メルが真面目まじめな顔で答える。

「大陸の最東端である樹じゆ海かいより出発して、ようやく三つ目の領地か。このまま北端まで行こうとすれば、どれくらいかかる？」

「山脈や峡きよう谷こくがあるので、優に数ヵ月はかかるかと……ただ、それでも西を目指すよりはマシだと思います。大陸の東西は、南北の倍以上の距離がありますから」

　聞くだけでゲンナリする話だ。

　竜狩りの試験期間は一年。そして現時点で、もう四分の一が経過している。

　全ての【竜公アポステル】を倒すことが無理なのは分かっていたが、思ったよりも『ぺーす』が遅い。残りの日数で狩れる竜は、よくてあと五、六体といったところか。

（これ以上北に進むのは得策じゃねえな……この領地にいる【竜公アポステル】を討うったら、一旦ナトゥアに戻るか）

　旅たび支じ度たくを整ととのえ直し、今度はナトゥア西方の【竜公アポステル】を狩る。あの豊かな町を拠きよ点てんに、なるべく均等に「竜人族レドルグから解放された地域」を広げていく。

（試験の効率としては悪いが、メルの事情も考こう慮りよするなら……是非もねえ）

　そんなことを思いつつ、やけに引っついてくる隣の銀髪少女にチラリと目をやる。

　頭上を覆おおう枝葉の隙すき間まからは、彼女の言う通り、満天の星が瞬またたいていた。

　……竜人レドルグ討伐の旅は、サビトにとっては頭領となるための「手段」に過ぎない。

　しかし、メルは違う。彼女にとっては、まさに「目的」そのものなのだ。

　大陸に君臨する竜人族レドルグを全て倒し、人間が幸せに暮らせる世界を取り戻す──それがメルの悲願。剣けんを取った理由。

　ならばサビトは、それに付き合うしかない。

　きっとメルは、たとえ一人でも竜人族レドルグと戦い続けるだろう。そこでメルが命を落とすことがあれば……同じ運命がサビトにも降りかかることになる。

　伴侶が死ねば、その伴侶も死ぬ──それが『結魂メナージ』の誓約。

　彼女が有する「治ち癒ゆ魔法」を受けるための代償。

　サビトとメルの関係は、一般的な夫婦のそれではない。互いの命を背負い合う、まさしく一いち蓮れん托たく生しようの運命共同体なのだ。

　故にサビトは、離れるわけにはいかない。口うるさく微天然な、この少女から。

（こいつが死んじまったら、どのみち俺も終わりだからな。そうなりゃ次期頭領も何もあったモンじゃねえ。まあ、それは俺だけじゃなくて、アイツもなんだけど……）

　と、その時。いきなりメルが「キャッ」と小さく悲ひ鳴めいを上げた。

　繫つないだ手を放したかと思うと、今度は腕にしがみついてくる。明らかに白々しい「キャッ」だった。

「サビト、蜘く蛛もですっ。そこに凄すごく大きいのが……」












「か弱い振りはやめろ。お前が蜘く蛛もごときを怖がるタマか」

　ピシャリと指摘してやると、たちまちメルが唇くちびるを尖とがらせた。さっきより輪をかけて恨うらめしげな視線が、サビトの横っ面に突き刺さる。

「サビト。セリフが違いませんか」

「何？」

「こういうときは男らしく、『大丈夫だよ、気にせず行こう』とかだと思います」

「じゃあそれを」

「適当過ぎます！　ちゃんと恋人ごっこに乗って下さい！」

「恋人ごっこって……」

「さあ、もう一度！　ああっ、足を挫くじいてしまいましたっ。歩けないかもっ」

「大丈夫だよ、気にせず行こう」

「セリフが違いませんか！」

　肩の装甲をゲシゲシぶつけてくる妻に構わず、サビトはさっさと足を早めた。




「お帰りなさいませ、メル様」

　程なくしてサビトたちが夜営場所へ戻ってくると、留守番をしていたクノイチが恭うやうやしく出迎えてきた。

　焚たき火びには串打ちされた魚が六匹もくべられ、香ばしい匂いを周囲に漂わせている。二人を待っている間に、すぐそこに流れる小川から獲とってきたのだろう。

「ただ今戻りました、アトリ」

「お疲れになったでしょう。見回りなどサビトだけで充分でしたのに……」

　労いたわるような微笑を浮かべ、クノイチが銀髪少女を切り株に座らせる。続いて焚き火にせっせと小枝を放り込み、魚たちを手際よくクルクルと裏返していく。

　……いささか胸元や太ふと股ももに露ろ出しゆつが見られる、艶なまめかしいシノビ装束。後頭部で束ねた長い黒髪に、スラリとした長身瘦そう軀く。そしてメルとは対照的な、女性として完成された息を吞のむほどの美貌。

　まるで従者のごとくメルの世話を焼くこの女は、アトリという名のシノビである。サビトの幼おさな馴な染じみであり、そして次期頭領の座を争う宿敵でもある。

　本来なら竜狩り試験じゃなく、直接対決によって決着をつけるべき存在。幾度となく刃を交え、その首を狙ねらい合ってきた、積年の因縁を持つ相手。

　そんな彼女が、何な故ぜこうして一緒にいるのか。そこには一つの事情がある。

　──アトリもまた、メルと『結魂メナージの儀』を結び、伴侶となったからだ。

　その経緯を今さらどうこう言う気はない。しかし甚はなはだしく問題なのは、火花を散らす宿敵同士が……メルを通じて運命共同体となってしまったことだった。

　もはやサビトは、アトリを斬きることができない。彼女が死ねば、伴侶たるメルも死んでしまうのだから。

　そしてメルが死ねば、サビトもまた死ぬことになる……それでは結局、ただの回りくどい自殺になってしまうのだ。

「やっぱりこの辺りは安全みたいですね。今夜は明日に備そなえ、早めに休みましょう」

　メルの言葉に、アトリが「御意」と頷うなずく。

　ちなみに宿敵は、先ほどから一度もサビトを見ていない。完全なるガン無視だった。

「それではメル様、遅くなりましたが食事にしましょう。マスを獲とって参りました」

　こんがりと焼けた魚を手に取り、アトリがメルに差し出す。途端にメルが子供のようにパッと顔を輝かせた。

「わあ、ありがとうございます。実はずいぶん前から空腹でして……」

「フフッ、そうだと思っていたのです。どうぞ好きなだけお食べ下さい。ちゃんと内ワ臓タも抜いておきました」

「俺の分はないのか」

「ない。さあメル様、どうぞ」

　サビトの言葉を一蹴し、アトリがメルと共に魚を食べ始める。

「六匹あるぞ」

「それがどうした。あ、メル様、熱いので気をつけて下さい」

　……この態度の差はどうだろう。

　メルの伴侶となって以降、アトリは彼女を「主しゆ君くん」と崇あがめるようになった。命の恩人たるメルを丁重に扱うのはいいが、その一方でサビトをこれでもかと邪じや険けんに扱うのが気に入らなかった。

　確かにアトリとは、現在進行形のライバル同士だ。が、こいつは今やメルの嫁よめ（？）である。つまりサビトの嫁でもあることになる。

　妻の物は、夫の物……その魚を食う権利は自分にもあるはずだ。そもそも彼女は、かつてサビトに「婿になれ」と言った。なってやったのだから、くれてもいいだろう。

「凄すごく美お味いしいです、アトリ」

「お気に召して頂き恐きよう悦えつです」

「あの、サビトにもあげませんか？」

「ご心配なく。シノビは何も食べずとも、五年は生きられます」

「生きられるか！」

　ここ数日の鬱積もまとめて噴ふん出しゆつし、サビトはクノイチに嚙かみついた。

　しかしアトリは意に介さず、平然と魚に嚙みついていた。

「俺も見回りしてきたろうが！　一匹よこせ！」

「ならば少し待っていろ。残った骨をやる」

「俺はイヌか！」

「イヌだろう」

「狼おおかみだ！」

「似たようなものだ」

「くれねえと自害するぞ！　お前とメルも死ぬぞ！」

「たかが魚に、何と意地汚い……お里が知れるぞ」

「お前の同郷だよ！」

　言い合う二人に、メルがハフハフと食べながら「喧けん嘩かは駄目ですよ」と注意してくる。何だか無性に憎たらしかった。

「いいかアトリ、お前は一番の新入りだってことを忘れんな。昔みたいに黙って使いっパシリやってりゃいいんだ」

「いつの話をしている。それに、伴侶になった順番など無意味だ。大切なのは、愛の深さ──そうだろう？」

　そう言ってアトリが手を伸ばし、メルの口くち許もとについた食べカスを摘つまみ取る。それを自分で食べた彼女は、勝ち誇ったようにフフンと笑った。

「それにサビトよ。お前こそ立場をわきまえるべきではないか？」

「あ？」

「お前が狩った【竜公アポステル】は、セルサーレの一体のみ。対する私は、すでにペルダとゴルニシチの二体を狩った。現時点において、シノビとしての力量差は明白だと思うがな」

「な……待て待て！　ゴル公を倒したのは俺だろうが！」

　サビトたちはナトゥアの町で、序列九位の【竜公アポステル】ゴルニシチと相対し、勝利した。

　だがそれは、決してアトリの手柄ではない。ゴルニシチの首を落としたのはサビトだ。こいつは少しその手伝いをしただけなのだ。

「百歩譲って両方の手柄だとしても、何でテメェが倒したことになってんだ！」

「お前はとどめを刺しただけだろう。実際にゴルニシチを殺したのは、私の《霊りよう仙せん》だ」

「致命傷を負わされた奴やつが何言ってんだ！　おいメル、お前もそう思うだろっ？」

　二人のシノビの視線が、意見を求めるように銀髪少女へと向く。

　いつしか魚をすっかり完食していた彼女は、しかしムッツリと口をヘの字にして、何やらむくれていた。切り株の上で膝ひざを抱え、分かりやすく不機嫌を主張している。

「……二人とも、酷ひどいです」

「酷い？」

「いつまでも私を仲間外れにして、二人だけで盛り上がって」

　その言葉に、二人のシノビは同時に「えっ？」と声を裏返した。

「やっぱりサビトとアトリって、とても仲良しだと思います。私がいなくても、結局いつかは夫婦になっていたんじゃ……」

「な、何を言われますかメル様」

　アトリが慌てて向き直り、メルの手をひしと取った。

　この冷れい徹てつなクノイチが動揺を見せるのは、極めて珍しい。彼女がこれほど一いち途ずな世話女房（？）だったとは、思いもしなかった。

「メル様、それは誤解です。我々はただ、罵ののしり合っていただけなのです」

「でも、喧けん嘩かするほど仲がいいと言いますし……」

「そんな笑えぬことを言った者は、喉のどを裂いてやります。おいサビト、何か芸をやれ。メル様のご機嫌を直すのだ」

「お、俺？」

「そうだ、お前だ。シノビならば芸の一つくらい持っているだろう」

「やってもいいが、その前に魚をよこせ」

「好きにするがいい。よし、亜人のマネをしろ。なるべく醜しゆう悪あくに魚をむさぼれ」

「どんな無む茶ちや振りだ！」

「メル様、いずれの亜人に致しましょうか」

「……翼人ハーピーが見たいです」

「聞いたかサビト。飛べ」

「だから無茶振りはやめろ！」

　──竜人族レドルグが君臨する、その配下たる百万の亜人が跋ばつ扈こする、全ての人間国家が滅ぼされた大陸。

　人間が百年以上にわたり虐しいたげられ続けるその大陸で、三人は竜狩りの旅を続ける。

　一人でも果はてれば全滅という、大きな弱み。

　メルの魔キ法スで負傷を治ち癒ゆできるという、大きな強み。

　それらを持ったまま【竜公アポステル】を探すサビトらの日々は……しかし平時は結構まったりとしたものだった。
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　その深夜。メルが眠りについてから、三十分ほど経たったのち。

　彼女の伴侶たる二人のシノビは、いつものように揃そろって夜営場所を抜け出し、刃を交わし合っていた。

　ナトゥアを発たって以降、サビトとアトリがこうして密ひそかに勝負するのは、暗黙の決まり事であった。二人の斬きり合いをメルが嫌がる以上、その目が届かないときにやるしかないのだ。

「おりゃ！　せい！　ふんっ！」

「うるさいぞサビト。あまり喚わめくとメル様が起きるだろう」

　サビトの怒ど濤とうの猛もう攻こうを、アトリは最小限の動きでスルスルとかわしていく。時おり隙すきを突いて放ってくる反撃の一いつ閃せんは、小生意気にも背筋が凍るほど鋭するどく正確だった。

　そんな展開が数分続くと、今度は攻守が入れ替わる。

「ハッ！　タッ！　フンッ！」

「お前もうるせぇよ。メルが起きるから黙れ」

　勝負には特異忍法はもちろん、忍具も極力使わない。あまり派手な音を出したら、いくら寝付きのいいメルでも気がつくだろうから。

　そして若じやつ干かんの消化不良はあるが、攻撃も寸止めだ。もし深刻な負傷をすれば、メルに治ち癒ゆしてもらう必要がある。こんな勝負をしていたのがバレたら、あの銀髪少女はまたヘソを曲げてしまうに違いない。

　……一時間ばかり鎬しのぎを削けずり合うと、二人は本日の勝負を切り上げることにした。

　今日も決着がつかなかったが、急ぐことはない。三人旅をしている以上、手合わせの機会はいくらでもあるのだ。

「やっぱ寸止めで打ち合ってるだけじゃ、大した修しゆう練れんにならねえな……」

「仕方ないだろう。本気で殺し合ってどちらかが死ねば、メル様にも累が及ぶ」

　そんな会話を交わしつつ、二人して小川へと足を向ける。畔ほとりに並んでしゃがみ込むと、同時に水をすくって喉のどを潤うるおす。

　森林の奥深くをひっそりと流れる川は、驚くほど水が清せい澄ちようだ。長らく人間に放置されているためか、魚もワンサカと泳いでいる。口に含んだ水は冷たく、熱を持った体内にひんやりと沁しみ渡っていった。

「以前と違って、どうも張り合いがねえんだよなあ。多分アレだ。お前の剣けんに、殺気がちっとも籠こもってねえからだ」

「それはお互い様だ。だが、私はさほど不満でもない」

「あん？」

「メル様には申し訳ないが……お前と毎晩こうして手合わせできるのは、やはり楽しい。じゃれ合いも意外と悪くないものだ」

「俺の喉笛、聞きたかったんじゃねえのかよ」

「この期に及んでは、もう諦あきらめるしかあるまい。それに、お前を殺すことには──ちょっとした矛む盾じゆんがあることに気付いてしまった」

　意味不明の言葉と共に、いきなりアトリが服を脱ぎ出す。瞬またたく間に一糸まとわぬ裸体となったクノイチに、サビトは口に含んだ水を吹き出した。

「お、おい！　なに脱いでんだ！」

「少し水に浸つかる。汗をかいたのでな」

「ヨソ行ってやれ！」

「今さら憚はばかることもあるまい？　私の裸など、子供の頃から散々見ているだろう」

「毛も生えてねえ頃だろ！」

　サビトの抗議を無視して、アトリが小川に足を踏み入れる。彼女がそのまま前屈で顔を洗い始めたので、白い尻しりがプリンとこちらに突き出される形となった。

（違う……あれは明らかに、俺が知ってるアトリのケツじゃねえ）

　彼女が顔を洗うたびに、お尻が小さく左右に揺れる。その向こうでは、形のよい乳ち房ぶさもまたプルプルと揺れていた。

　こいつが俺に無防備な背中を晒さらすのは、一体いつ以来だろうか……

（怯ひるむなっ。もっとでけぇ乳と尻しりを、ここ最近ずっと見てるだろうが！　それとなく盗み見てるだろうが！）

　何だか目を逸そらしたら負けのような気がして、サビトは意地になってその美び尻じりを睨にらみ続けた。

「……時にサビト。お前に改めて訊きいておきたい」

　サビトの眼光を知ってか知らずか、アトリが水浴びをしながら声を投げてくる。

「あ？　何だよ」

「お前は──里を幸せにするつもりはあるか」

　唐突な問いかけに、サビトは思わず「へ？」と声の音階を上げた。

　クノイチは相変わらずあちらを向いたまま、やけに真剣な口調で続ける。

「シノビの頭領になるということは、里の未来を背負うということ……自分本位の者が頭領になれば、我らの行く末は暗いものとなる。お前はそれを分かっているのか」

「分かってらあ。俺だってガキじゃねえんだ」

「ならば言ってみろ。頭領になったとして、お前はシノビをどうする？」

「もっと『好かれる』ようにする」

　即そく答とうしてやると、アトリが困惑に満ちた表情で振り返ってきた。

「それは……どういう意味だ」

「この大陸に来て分かったが、シノビの嫌われ方は【竜落子ドラグリーズ】と同じだ。妙な術を使う得体の知れない奴やつらだから、みんな不気味に思ってんだよ」

「何を今さら。シノビとはそういうものだ」

「それじゃシノビの未来は暗いって言ってんだよ。忍法でできることは、殺し以外にもあるだろ。もっと人助けになる依頼とかを受けりゃいいんだ」

　シノビに寄せられる依頼は、その全てが「戦闘」に関するものだ。

　ヒノモトにおける、死と恐怖の象しよう徴ちよう……個の力によって戦いくさの勝敗をも覆くつがえす、一騎当千の超人たち。それがシノビだ。

　シノビこそが最強──もちろんそれは譲れない。でも、だからといって孤高であることはない。異い端たんである必要はない。

　自分たちはもっと世間に歩み寄り、「血も涙もないバケモノ」という偏見をなくすべきなのでは？　その努力をするべきなのでは？

　大陸で一人の銀髪少女と出会って、最近サビトはそう思うようになっていた。

「里の人間だけでやってくのは、もう限界だ。ただでさえ近親婚が増えてるのに、いつまでも閉へい鎖さ的に暮らしてる場合じゃねえ。外から嫁よめや婿むこを取るべきなんだ」

「…………」

「そのためには『里興おこし』しかねえ。もっと気軽に立ち寄れる里にして、『あれ、シノビって割とイイ奴らじゃん？』と思ってもらうんだ」

「里興おこし……」

「そうだ。里の銘めい菓かとして、『シノビ饅まん頭じゆう』も売り出す。シノビを死と恐怖と、饅頭の象しよう徴ちようにするんだ」

「誰が食いたいのだ、そんな毒饅頭。だが……お前の言うこと、一理あるかもしれぬ」

　サビトの熱弁に呆あきれながらも、アトリがそんな感想を漏もらす。

　これが年老いた現頭領おじじなら激怒していたかもしれないが、若いアトリはそれだけ思考も柔じゆう軟なんだ。里が裕福になるなら、少しくらいの革新は辞じさない……彼女もそう考えていたからこそ、サビトを否定しなかったのだろう。

　アトリという少女は、里への愛着がサビト以上に強い。シノビとして冷れい徹てつである反動なのか、身内贔びい屓きがやたら強いのだ。メルに過か剰じように甘いのも、そのせいかもしれない。

「里のあり方を変える、か……それが私にできるだろうか」

「お前じゃねえ。俺がやるんだよ」

「その意見、次期頭領として大いに参考にさせてもらおう」

「次期頭領は俺だ！　さらっと厚かましいこと言ってんじゃねえ！」

「お前が頭領？　笑えぬ冗談はよせ」

「大体カラスのくせして、いつまで行ぎよう水ずいしてんだコラ！」

「黙れ。お前こそ、いつまでお尻しりを見ている」

　と、やにわにアトリがこちらにクルリと向き直った。尻が隠れた代わりに、今度は乳と下腹部が目に飛び込んでくる。

　その不意討うちに思わず叫びそうになったが、すんでのところで何とか耐えた。何でこっちが悲ひ鳴めいを上げなきゃいけないのだ。

「思えば今まで、お前とこんな話をしたことはなかったな。これもメル様のお陰だ」

「い、いいから前を隠せっての！」

「お前はお前なりに、頭領としての指針を持っていたというわけか。少し見直した……大人になったではないか」

「テメェこそ、すっかりボーボーになってんぞ！」

「まあ、今やお前は、私の夫でもあるわけだからな。そこら辺の関係を、一度ここで明確にしておくべきなのかもしれぬ……というわけで、どうだサビト」

「な、何がだよ」

「今この場で──私を抱いてみるか」

「！」

　さらなる不意討ちの一言に、とうとうサビトは飛び上がってしまった。脳内の処理が追いつかず、とりあえず刀に手をかける。

「な！　な！　テメェ！　何を！」

「冗談だ。笑え」

「んな冗談笑えるか！」

「無駄話はもういいだろう。そろそろ戻るぞ。あまりメル様を一人にはしておけぬ」

　平然と言ってのけ、アトリが川から上がり、手拭いで全身を拭いていく。たちまちシノビ装束に戻った彼女は、そのままサビトを置いて歩き出してしまった。

　と、にわかに彼女が足を止め、僅わずかに振り向いてくる。その顔には、悪戯いたずらっぽい微笑が浮かんでいた。

「まさか本気にしたのか？　私はメル様を出し抜くような真ま似ねはしない。繰り返すが、今のはほんの冗談だ」

「う、うるせえ！　分かってんだよ！」

「鼻血が出てるぞ」

「分かってんだよ！」

　口に手を添そえてクスリと笑ったクノイチが、不覚にもちょっと可愛かわいく見えた。
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　それからさらに二日が経たち、今日もまた陽ひが傾いてきた頃。

　北へと進み続けるサビトたちに、二つの大きな出来事が訪れた。

　一つ目は、ようやく森の終わりが見えたこと。

　うんざりするほど長かった密林の向こうに、広大な平地が現れたのだ。あと一キロも行けば、森を抜けられる。視界が開けるので哨しよう戒かいも楽になるだろう。












　そして二つ目は──行く手に一人の男が待ち受けていたこと。

　鬱うつ蒼そうたる森の中にポツリと置かれた、場違い極まりない椅い子すとテーブル。そこで優ゆう雅がにカップをすすりながら、その男は足を組んでくつろいでいた。

　灰色の髪と口くち髭ひげをした、五十代半ばの男だ。それなりに恰かつ幅ぷくがよく、いかにも高価そうな衣装できっちりと上下を揃そろえている。……そういえば、本に描かれていた大陸の貴族たちが、こんな服を着ていた気がする。

「──ようこそ、我が領地へ」

　数メートル前で足を止めたサビトたちに、男が開口一番そんな挨あい拶さつをよこしてきた。

　我が領地……その一言を聞くまでもなく、こいつが何者かなど明々白々だ。前方に竜の気配があることは、すでに二十分以上も前からメルに教えられていた。

「歓迎するぞ、次世代の【竜落子ドラグリーズ】たち。お前たちが今日、この時間、ここに来ることは分かっていた」

「貴方あなたは……この地域を支配する【竜公アポステル】ですね？」

　油断なく剣けんを構えて問うたメルに、男は鷹おう揚ように頷うなずく。見るとテーブルの上には皿が一つあり、そこに「何か」の肉が載のっていた痕こん跡せきが見て取れた。

「名乗らせてもらおう。私はバークナー、序列五位の【竜公アポステル】だ」

「序列、五位……」

「まあ、そこはあまり気にする必要はない。序列というのは、同胞の一人が独断でつけたもの……順位に不満を持っている者も少なくない」

　口髭ごと唇くちびるを歪ゆがめ、バークナーなる【竜公アポステル】が椅子を立つ。

　たちまちサビトの全身に、強烈な悪お寒かんが駆かけ巡めぐった。ゾワゾワと身の毛が逆立ち、ピリピリと舌した先さきが痺しびれるような感覚に襲われる。

「そんなことより、早速始めようではないか。私は今日という日をずっと楽しみにしていたのだ。かつて叶かなわなかった……『禁足地』より来た【竜落子ドラグリーズ】と戦える日を」

　むせ返るほど濃厚な瘴しよう気きが、染みのごとく周囲を侵食していく。

　今やサビトにも、はっきりと分かる。これこそまさしく竜の気配──その者から煙えん霞かのごとく滲にじみ出でる、内に宿した魔力の片へん鱗りんだ。

（殺る気満々ってわけかよ……にしても、『禁足地』より来た【竜落子ドラグリーズ】だと？　多分それって現頭領おじじのことだよな）

　頭領のドウセツは数十年前、大陸に渡り二体の【竜公アポステル】を狩ったという。詳細までは聞いていないが、彼はその証拠たる角つのを二本、確かに所持していた。

　現在サビトたちが持つ角は、三本。数だけではドウセツよりも多いが、それはサビトとアトリの合計である。

　自分たちはまだ、あの老人を超えていない。「記録を塗り替えてやる」と啖たん呵かを切った以上、しかも共同で竜を狩っている以上、もっと多くの角を持ち帰らねばならない。

「──メル様、お下がり下さい」

　抑揚のない口調で主しゆ君くんを制し、長身瘦そう軀くのクノイチが音もなく前に出る。

　敵を睨にらむその両眼は、底冷えがするほど鋭するどく無機質だ。相手に負けず、こいつもすっかり殺る気満々らしい。

「ここは私に……いえ、私とサビトにお任せを」

「でも、アトリ」

「あの男、確かにこれまでの【竜公アポステル】とは強さが一段違うようです。おそらく我らも負傷は必ひつ至し……ですがメル様がいる限り、私たちは何度でも立ち上がれます」

　その具申に同調するように、サビトもアトリの横に並び立った。

「二人がかりってのが少し不本意だが、まあ敵さんには納得してもらうとするか。シノビは任務遂すい行こうに手段を選ばねえ」

　二人のシノビが、揃そろって刀を抜く。

　突きつけられた殺気を意に介さず、【竜公アポステル】は相変わらず後ろで手を組み、無防備に佇ちよ立りつしていた。ふてぶてしい敵へ、さらに刀の切っ先を突きつけてやる。

「亜人の手勢も率いず、まさか単身でノコノコ現れるとはな。あまりシノビを舐なめていると、あの世で後悔することになるぞ」

「舐める？　とんでもない。私は全力で相手をするつもりでいる。セルサーレ、ペルダ、ゴルニシチ……三人もの竜人レドルグを倒したお前たちには、充分にその資格が」

　その言葉を待たずに、アトリの手首が翻ひるがえった。

　一直線に飛んだ超速の苦く無ないを、バークナーが片手を払って叩たたき落おとす。キン！　と硬い衝撃音が上がったのは、敵がフォークを握っていたからだ。

「不意討うちとは無ぶ粋すいだぞ、【竜落子ドラグリーズ】」

　その言葉を、しかしクノイチはまたしても待たなかった。一瞬でバークナーの眼前まで迫せまり、すでにその喉のどを裂くべく刀を閃ひらめかせている。

　が、バークナーは僅わずかに顎あごを引いただけで、その白はく刃じんをかわした。

　サビトでも肝を冷やされる彼女の一撃を、最小限の動きで難なく受け流してみせた。

（初見でアトリの刀を見切りやがったか……さすがは五位だ）

　横に飛び退のいたアトリと入れ替わるように、今度はサビトが敵へと躍おどりかかる。

　首を狙ねらって放った斬ざん撃げきを、やはり【竜公アポステル】はギリギリのところで回かい避ひする。構わず連撃を叩たたき込こむも、結果は全て同じ……紙一重でありながら、あと数ミリのところで刃はことごとく空を切った。

（何だ？　こいつの動き……）

　サビトの胸に、ふと違和感が湧わく。

　こいつの避よけ方かたはどこか変だ。攻撃が当たらないのは、敵の反射神経や動体視力がズバ抜けているからだけじゃない。試しに『ふぇいんと』を入れてみると、それには一切反応しなかった。

（見切られてるのは間違いねえ。というより、あらかじめ太た刀ち筋すじを知ってるかのような動きだ。一体どうやって──俺の攻撃を読んでやがる？）

　その時、バークナーが手にしたフォークを振り上げた。

　反撃を警けい戒かいし、後方に跳ねて一旦距離を取る。が、【竜公アポステル】はそれをサビトに投とう擲てきすることはなく、頭上へと放り投げただけだった。

　クルクルと弧を描いて、銀製のナイフが宙に舞う。次の瞬間──

　夕空を裂いて飛来した螺ら旋せん状じようの紫し電でんが、フォークを撃ち抜いた。

　……それはアトリが放った特異忍法、《雷らい仙せん・旋せん戟げき》だった。本来ならバークナーを狙ねらったはずの雷撃は、投じられた金属にその標的を変えられてしまったのだ。

「無駄だ。分かるのだよ、私には」

　襟えり元もとを正し、バークナーが事も無げに告つげてくる。

　正面のサビト、右方のアトリを順に見やりつつ、自身の灰色髪をトンと人差し指で突いてみせる。

「お前たちが何をするか……私はそれを全て把握している。そして、それを自分がどう避けるのかも」

「把握、している？」

「そうだ。私はこの戦いを──もう知っているのだ」

　そのセリフに、サビトは違和感の正体が腑ふに落ちた気がした。

　……そういえばこの男は、最初からサビトたちの到来を知っていた口振りだった。この広大な森の中で、こちらの進路を『ぴんぽいんと』で予測し、ご丁寧にテーブルで茶を飲んで待っていた。

　監視されていたという可能性は、まずあり得ない。サビトとアトリに気取られず、それを実行し続けるのは絶対に不可能だ。ならば。

（まさか、こいつの魔法能力は）

　バークナーの視線が、真っ直ぐにサビトを射抜く。

　体温を感じさせない、爬は虫ちゆう類るいのような目……これまでの【竜公アポステル】と同じものだった。

「【竜落子ドラグリーズ】の肉とは、果はたしてどのような味がするものか」

「…………」

「知っているか？　実は人間とは、女より男の方が美う味まいことを。女は乳ち房ぶさや尻しりなど、全体的に脂肪が多い。手足の赤身などはまだマシだが、完食したあとには決まって胸焼けがする。そちらの娘などは、特に脂肪分が多そうだ」

　無遠慮に指を差され、メルが「な……！」と顔を強こわ張ばらせた。

　怒りと羞恥でみるみる頰ほおを赤くした彼女を、なおも【竜公アポステル】は興味深げに眺ながめる。

「銀髪に緑りよく瞳どうか……どうやらその娘だけは、『禁足地』の出身ではないようだな。あちらにはそんな色をした者はいまい」

「いかにも。なので里興おこしに役立ってくれよう」

　一息つき直し、サビトは再び刀を構えた。

　……ともあれ、こいつの能力に関しては、おおよその見当がついた。

　信じ難がたいことだが、敵は「未来が読める」のだ。サビトたちの行動を、サビトたち自身より先に知ることができるのだ。

（となると、問題は二つだ。一つは、どこまで先の未来を読めるかだが……『今日という日をずっと楽しみにしていた』とか言ってやがったな）

　その言葉を真に受けるなら、少なくとも数日単位で把握しているんだろう。

　ならばバークナーは、この戦いの結末も知っていることになる。まあ、奴やつの態度を見る限り、あまりそれを訊ききたくはないが……

（そして二つ目。こいつの言う未来は、必ず現実となるのか否か）

　すなわち予知の絶対性。おそらくこれが、勝負の鍵かぎとなる。

　もし予知が暫ざん定てい的なものなら、些さ細さいな行動一つで未来が変わる可能性もある。要はこいつの知らない別の未来に……こいつが敗北する未来に書き換えてやればいいのだ。

　そのために必要なのは、不慮の行動。敵の意表を突き続けること。

　それこそが、事態を打だ破はする一手と見た。

「……サビト。私の言いたいこと、分かっているな？」

　こちらの思考を読んだように、クノイチが声をよこしてくる。

「サビト。きっと私も同じことを考えています」

　続いて、後方からメルの声。

　どうやら彼女たちも同じ結論に至っていたらしい。ここでピッタリ心算が合うとは、なかなかの『ちーむわーく』と言える。

「ああ、分かってるよ。つまり予想外の行動をすりゃいいんだろ？　ならばまず、撹かく乱らんに向いた通常忍法で──」

「意外性が足たらぬ。いっそチンチンでも出せ」

「お、お願いします！」

「ふざけんな！」

　敵を目の前にしながら、サビトは思いきり嫁よめたちをどやしつけてしまった。

「お前ら状況分かってんのか！　フリチンで命の取り合いができるか！」

「だが、間違いなく意表は突ける」

「突けねえよ！　何な故ぜなら、もうバッチリ聞かれたからだ！　チンチン出すって！」

「拍ひよう子し抜ぬけさせることはできるだろう。え、やだ、小さい……と」

「なに失礼なこと言ってんだコラ！」

　五メートルほど向こうのアトリへ怒声を飛ばすサビトに、今度は後ろのメルが真面目まじめに諭さとしてくる。

「でも、それくらいの奇行が必要なんです。出し惜おしんでいる場合では……」

「だったらお前が乳でも放り出せ！」

「サ、サビト！　貴方あなたは妻の胸が、他の男性の目に晒さらされてもいいと!?」

「旦だん那なのチンチンはいいのか！」

　そんな三みつ巴どもえの夫婦喧げん嘩かに、バークナーが肩を揺らしてクックッと笑う。

「【竜公アポステル】を前にしての口論か。すでに奇行を試こころみているつもりなのだろうが、残念ながら無意味だ」

「…………」

「お前たちが何やら言い争うビジョンなら、とっくに見ていた。そんなことで未来は変わらぬ」

　アトリが小さく舌打ちしたのが聞こえた。……この程度のことは、まだ予知の範囲内ということか。

（だが今のバカ話、全く無駄だったわけじゃねえ）

　バークナーは今、「何やら言い争うビジョン」と言った。聞き逃せない重要な情報だ。

　つまり、口論の内容までは知らなかったということだ。起こる出来事を視覚的に捉とらえる……きっと奴やつの予知は、そういった類のものに違いない。

「ちなみに【竜公アポステル】よ。お前が見た未来で、俺はチンチンを出しているのか」

「答えたとして、お前はそれを信じるのか？　抜け目のない【竜落子ドラグリーズ】よ」

　言うと同時に、バークナーが後ろに数歩下がった。

　直後、先ほどまで彼が立っていた地面が、盛大に爆発して火柱を上げる。紅ぐ蓮れんの火炎が渦を巻き、舞い上がった落ち葉や小枝を灰にしていく。

　術者の意思によって爆発、発火する特異忍法、《火か仙せん・爆ばく符ふ》……攻撃の最中、サビトは密ひそかにその呪符を土に伏ふせておいたのだ。

（何もかもお見通しかよ。つくづく厄介なオッサンだぜ）

　消失していく炎の向こうで、バークナーが笑っている。

　双そう眸ぼうをギラつかせ、三匹の獲物を獰どう猛もうに見み据すえている。

「落雷に、爆破……次は何を見せてくれる？」

「…………」

「好きなだけあがくがいい。だが、お前たちの未来が変わることはない。何な故ぜなら私の予知は──書き換えることなどできない『絶対』のものだからだ」

　滔とう々とうと語るバークナーの声が、次第に低く、重くなっていく。

　見ると、【竜公アポステル】の体が膨張を始めていた。

　バキバキと音を立てて骨格が変化し、その体たい軀くがみるみる人の形を失っていく。肥ひ大だいは留とどまることを知らず、付近の木々を薙なぎ倒たおしながらなおも隆りゆう起きを続けた。

「意外性など存在しない。別の未来など存在しない」

　再びバークナーの声がする。重低音の唸うなりが、上方より降ってくる。

「私はただ、そこにある現実を覗のぞいているだけなのだから」





　　　　４






　サビトら三人が見守る中、瞬またたく間にバークナーは完全なる竜体となった。

　灰色の鱗うろこに覆おおわれた、小高い丘のごとき巨体。蝙こう蝠もりに似た双翼に、鼻先から突き出した長大な一本角づの。大口には矢や尻じりのような歯し列れつがひしめき、極太の尻尾しつぽはそれだけでも十メートル近い長さがあった。

　まるでトカゲの怪物のごとき、巨大な四つ足の幻げん獣じゆう……かつて相対した【竜公アポステル】セルサーレと同じく、『おーそどっくす』な真竜型というやつか。

「サビト。メル様を逃がすべきではないか」

　と、すぐ真横でアトリの囁ささやきが聞こえた。

　いつの間にか側まで来ていたクノイチは、前方の敵を注視したまま苦々しく二の句を継いでくる。

「彼女を守りながら戦う余裕はない。治ち癒ゆを受けられぬのは痛いが、ここはメル様の身の安全を最優先に……」

「言いたいことは分かるが、多分それもバレてるだろうよ。俺らのやることは、全部あちらに筒つつ抜ぬけだ」

「未来予知の能力とは……全く笑えぬ」

「ああ。こんな面倒臭ぇ相手だと分かってたら、後回しにしたんだけどな」

　そんな愚ぐ痴ちめいた会話を交わしていたところ。

　不意に背後から銀髪少女がツカツカと歩み寄ってきた。

「サビト、アトリ。やりましょう」

　二人のシノビに向けて、メルが決けつ然ぜんと告つげる。いつもはどこかホンワカしている顔が、これでもかと凛り々りしく引き締まっていた。

「かつてない強敵ですが、三人一緒なら恐れるものはありません。私は『逃げろ』という指示には従したがいませんよ」

「メル様……」

　心配そうなクノイチを尻しり目めに、続きメルの緑眼が真っ向からサビトを見詰めてくる。

「サビト。この戦いの指揮権を、貴方あなたに委ゆだねます」

「な、何？」

「私とアトリ……サビトはその双方とアイコンタクトによる連携が図れます。三人の中核となれるのは、貴方しかいません」

　確かにメルとアトリは、まだ共闘の経験に乏しい。が、サビトはそれなりに両者と組んで戦ったことがある。

　どちらとも呼吸を合わせられる自分なら、嫁よめたちを上う手まく動かせるかもしれない。

「迷っている暇はありません。バークナーが来ます」

「……承知した」

　メルのさらなる一押しに、サビトはすぐさま首しゆ肯こうした。

　こうなれば、やるしかない。もはや意外性に頼るような小細工もやめだ。

　予知された未来が絶対だというなら、正面から打ち砕いてやる。自分たちの未来は、この手で、この刀で、がむしゃらに切り開くのみ。

「よしお前ら、俺についてこい」

「フフッ、頼もしいですねサビト」

「メル様が言うなら仕方ない。今回だけは大黒柱を任せてやろう」

　地響きと共に、竜の巨きよ影えいが迫せまる。

　それに呼応するように、サビトらは直ちに三方へ散った。

　固まっているのは愚策だ。まずは敵に狙ねらいを定さだめさせぬよう、それぞれバラけて隙すきを窺うかがう。そして息を合わせて挟きよう撃げきする。

（狙うは三人による同時攻撃……名付けて『分かったところで対処不可能』作戦だ）

　──暮れなずむ森の中。夫婦三人による決死の竜狩りが始まった。




　樹じゆ木もくを縫ぬって駆けながら、メルは持ち場と決めたバークナーの後こう背はいを目指した。

　正面では、アトリが周辺の木々を蹴けって跳躍を繰り返し、敵の注意を引きつけてくれている。サビトは左方に回り、前後の伴侶たちが確認できる位置から、飛び道具による攻撃を試こころみている。

　それらを相手取りながらも、時おり【竜公アポステル】がこちらを狙って凶きよう爪そうを振り落としてくるのは……やはり全てが見抜かれているからだろう。

（確かに恐ろしい能力です。でも、未来に『絶対』なんてあり得ないはず……あがくしかありません。そのためには、数の利を活いかした連携こそが最善の手段です！）

　それが三人の出した答。しかしそれを為なすには、当とう意い即そく妙みようのコンビネーションが不可欠となる。

　サビトの僅わずかな挙動も見逃してはならない。大丈夫、彼とは樹じゆ海かいの村での「亜人襲撃作戦」で培つちかったアイコンタクトがある。

　そしてサビトとアトリなら、それ以上に緊きん密みつな意思疎そ通つうが図れるはずだ。

（必ず勝てる。二人を信じて戦えば、絶対に未来は開けます！）

　彼らがいてくれれば、破は滅めつの未来なんて打ち破れる……メルはそう確信している。今夜も三人で笑いながら語らう光景を、勝手に予知している。

　……孤独に生き、死んでいくはずだった自分。それでいいのだと諦あきらめていた自分。

　そんな自分にも、今では大切な伴侶ができた。共に生き、歩んでくれる存在が二人もできた。辛いことばかりだった戦いの旅が、「楽しい」とさえ思えるようになった。

（幸せ者ですね、私は）

　この幸せを抱いたまま、願わくば当初の悲願も果はたしたい。大陸に君臨する【竜公アポステル】を全て打倒し、人々に安あん寧ねいの世界をもたらしたい──

　いつか夫に言われた通り、やっぱり自分は理想主義者なのかもしれなかった。

（後ろを……取りました！）

　程なくバークナーの背後に回り込み、サビトへ視線を送ろうとした瞬間。

　竜の尻尾しつぽが、木々を粉砕しつつ横殴りに飛んできた。

（気付かれていたのは承知です。でも、ここから離れるわけにはいきません！）

　先端の細い部分なら両断できるかも──そう判断して迎げい撃げき態勢を取る。骨折くらいは覚悟の上だ。

　すると尻尾がいきなり軌道を変え、頭上高くへと伸び上がった。

（読まれた!?）

　しなるように落ちてきたその一撃を、身を投げ出して間一髪でかわす。直後に尻尾が地面を叩たたき、轟ごう音おんと衝撃で一帯がズズンと震動した。

　こちらを見もしないで……まるで背中に目がついているような対応だ。

（こ、これくらいではヘコたれません！）

　すぐさま飛び起き、再び剣けんを構える。柄つかを握る手に力を込める。

（大体、誰が『脂肪分が多い』のですか！　何でそれを私にだけ言ったんですか！）

　気にしていることをズバリと指摘され、『剣聖女エペリーゼ』は怒っていた。




　唸うなりを上げて襲いくるバークナーの爪そう撃げきをかわし、アトリは木から木へと縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回った。

　時には特異忍法の《風ふう仙せん・瞬しゆん嵐らん》で突風を呼び起こし、加速と上昇に緩かん急きゆうをつける。つかず離れず間合いを出入りし、【竜公アポステル】の目測を狂くるわせる。

　やはり動きは読まれているらしく、ヒヤリとする一瞬もあったが、幸いにも大事には至らなかった。サビトとメルが牽けん制せいしてくれているお陰だろう。

（主しゆ君くんを死地に置くのは、シノビとして心苦しいが……）

　だが、これはメルの意思だ。二人と共に、逃げずに戦う……彼女は一片の迷いもなく、アトリたちにそう告つげたのだ。

　メルシオーネという少女は、ただ守られているだけの弱い存在ではない。聞けばサビトと出会う前からずっと単身で大陸を巡り、人々のために剣を振るっていたという。つくづくお人ひと好よしな少女だと思う。

（が、仕える主君としては最良だ。もしかしたら私は、彼女と出会うために大陸へ来たのかもしれない）

　一度は落としかけた命を拾ってくれた──

　サビトとの関係を修復できた──

　そのどちらも、メルがいなければ叶かなわなかったことだ。

　恩義などという言葉ではとても足たりない。かつて彼女を欺あざむき、場合によっては排除することまで考えていた自分の、喉のど笛を裂いてやりたかった。

（それだけじゃない。メル様は、私の憑つき物ものまで落として下さった）

　竜狩りの試験に勝ち、シノビの頭領となる──もはやアトリは、そこに以前ほどの執しゆう着ちやくを持っていない。

　たとえサビトが頭領になろうと、きっと里は大丈夫だ。彼が示した里の未来は、決して悪いものじゃなかった。

　もしも彼が方向性を間違ったなら、その時は正してやればいい。サビトの傍かたわらには自分が、そしてメルが、一生ついているのだから。

（【竜公アポステル】よ。貴様の予知した未来などに、大人しくは従したがわぬ。勝利を摑つかむため、今の私は鬼となる。鬼嫁よめとなる！）

　荒れ狂くるう【竜公アポステル】の爪そう牙がが、付近の木々を破壊していく。

　視界が開ける反面、跳躍の足場がどんどん奪うばわれる。折り重なった倒とう木ぼくが地面を埋め尽くし、着地までもが難儀にされてしまう。

　無差別の攻撃に見えるが、それが敵の目的なのだろう。まずはこちらのスピードを潰す……そう考えたのは賢けん明めいと言えるが、無む闇やみな森林伐採は感心できない。

　──と、十数メートル先のサビトと目が合った。

（サビト、そろそろ仕掛けろ）

（ちょっと待て）

（何な故ぜだ）












（股間の位置がズレた。直させてくれ）

（愚か者。やっぱり出していろ）

（どうも褌ふんどしが緩ゆるむんだよな……お前の紐ひものヤツ、たまに貸してくれねえ？）

（誰が貸すか！　いいから敵に集中しろ変態！）

　幼少期より共に育った二人のアイコンタクトは、里でも随ずい一いちを誇るものなのだ。




　戦闘が開始されて十分。

　その間にサビトは、三者による同時攻撃を三度試こころみた。

　一度目はメルとの呼吸がズレてしまい、危うく彼女がバークナーの後ろ足の下敷きになりかけた。アトリに怖い目で睨にらまれる。不ふ甲が斐いない指揮官を責めているのだろう。

　二度目はサビト自身が微妙に遅れ、敵の爪つめに肩かた口ぐちを切り裂かれた。急いで一時的にメルと合流し、接せつ吻ぷんによって応急の治ち癒ゆをする。すぐさま持ち場へと舞い戻るなり、またアトリに物もの凄すごく睨まれた。

　そして三度目──ようやく三人の攻撃がピッタリと揃そろった。

　これまで器用に対応してきた【竜公アポステル】が、右前足に初めて裂傷を受ける。サビトとメルの斬ざん撃げきを捌さばいたまではよかったが、アトリの放った氷刃・《水すい仙せん・氷ひよう鉞えつ》を防ぎ切れなかったのだ。

「む……」

　竜の口から、そんな呻うめきを引き出すことに成功する。

　思った通り、いかに【竜公アポステル】といえど同時攻撃への対処には限界があるようだ。鱗うろこの強度も確認できた。あれなら剣刃だって通るだろう。

（どうだ【竜公アポステル】。この『びじょん』とやらが、お前には見えてたか？　その負傷までもが想定内だってのか？）

　指示を出す感覚も摑つかめてきた。もはや足並みが乱れることはない。

　これなら勝てる。この連携を続ければ、いずれ致命傷を与えられる！

（正直に言いやがれ！　絶対の予知なんて、ハッタリだってな！）

　サビトの脳裏に勝利の未来が見えかけた、その時。

　バークナーの呟つぶやきが、僅わずかに耳じ朶だをかすめた。

「……分かってはいても、傷を負うのは不ふ愉ゆ快かいなものだな」

　その一言に、ザワリと胸がざわめく。心臓がドクリと大きく拍はく動どうする。

　こいつは今、何と言った？　「分かっていた」と言ったのか？

「そろそろ頃合いだな。ビジョンと似た光景になってきた」

　──いつしか付近の樹じゆ木もくは、あらかた薙なぎ倒たおされていた。

　林立していた無数の木々が、今や数本を残すのみとなっている。代わりに地面は大木で埋め尽くされ、足の踏み場もないほどだ。

　こちらの足場を封じる行為だと思っていたが……違うのか？

　敵は負傷も織り込み済みで、ビジョン通りの光景を作っていただけなのか？

「さてお前たち、避けねば死ぬぞ」

　刹せつ那な、バークナーが巨体を猛然と回転させた。

　その勢いのままに尻尾しつぽがグルリと翻ひるがえり、周辺の倒とう木ぼくをまとめて薙なぎ払はらう。超重量の散弾となった巨木群が、全方向へと乱れ飛ぶ。

「な……！」

　思わぬ事態に、三人はたちまち回かい避ひ行動を余儀なくされた。

　これでは連携どころじゃない。あんなものを一つでも食らったら、間違いなく即死だ。そして一人でもそうなれば……残る二人も連鎖的に絶命することになる。

（これをかわすのは、メルには無理だ！）

　そう思ったサビトとアトリは、期せずして同じ行動を取っていた。

　とにかく、メルを守らねば。彼女の元へ行かなければ──

　荒れ狂くるう樹幹の嵐を搔かい潜くぐり、蹴けりつけ、飛ぶ。

　目指す先で、銀髪少女は岩陰に伏ふせて木々をやり過ごそうとしていた。咄とつ嗟さの判断としては上出来だが、あれではとても避難とは言えない。

「メル！」

「メル様！」

　ほぼ同時に駆けつけると、二人してメルの両脇を担ぎ、迫せまった巨木をギリギリのところで飛びかわす。何とか事なきを得たものの、三人が固まってしまう形となった。

　そして。着地したその直後。

「全てビジョン通りだぞ。【竜落子ドラグリーズ】ども」

　バークナーの巨腕が──三人の頭上に降ってきた。
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　岩や木片ともども【竜落子ドラグリーズ】たちを叩たたき潰つぶしたバークナーは、ゆっくりと腕を地面から引き抜いた。

（これで、予知は実現した）

　粉々になった木々の残ざん骸がいの下に、二つの黒衣が垣かい間ま見みえる。血ち溜だまりがジワジワと周囲に広がり、腐葉土をどす黒く染めていく。骸むくろたちに動く気配はなかった。

　これが、かつて居城で見た未来。

　敵たちの骸を、竜体となったバークナーが見下ろす、そのビジョン。

（予知した未来を変えることは誰にもできぬ。変えることなど、私が許さぬ）

　自分が予知した以上、その光景は必ず現実となる。外れたことなど一度もない。逃れる方法など皆無……それ故にバークナーは無敗・無敵だった。

　だが反面、自分が最強だと思ったことは一度としてない。

　己の魔法能力は、ただ「未来予知」という一点のみ。それでもゴルニシチら下位の【竜公アポステル】に劣るつもりはないが、単純な戦闘力という面では、すこぶる凡ぼん庸よう……それがバークナーの自己評価であった。

　自分は本来、五位などという序列に相応ふさわしくない。同胞・クロムクラッハが付けたランクは、明らかに過大評価だ。

　先ほど【竜落子ドラグリーズ】たちに言った「順位に不満を持っている者」とは、実は他でもないバークナー自身のことなのだ。

（私はこの戦いを、すでに知っている）

　巨体を揺らし、バークナーは虚こ空くうを見上げる。知らず口には笑みが浮かんでいた。

（だからこそ、驚くこともない……まだ続きがあることを）

　木々がなくなり、すっかり見通しがよくなった茜あかね空ぞら。雲一つなく晴れ渡る、透けるように澄んだ中天。

　──そこより一羽の巨鳥が、猛然とこちらに飛来していた。

　雪のごとく白い、大おお鷲わしの数倍もある美しい鴉からすだった。

（あれは化身の魔法か。なるほど……いかにも王の末まつ裔えいだ）

　敵は死んでいない。この展開もまた、バークナーはとっくに知っていた。

　かつて見た朧おぼろ気げなビジョンでは、充分に死体の確認ができなかった。視覚的にしか未来を覗のぞけない以上、こういう事態はたまにある。

（あれは黒髪の女か。足下にあるのは、上着を木片に被かぶせただけのフェイク……おそらく血けつ痕こんも同様だろう。見事な早はや業わざだ）

　眼前まで迫せまった巨鳥が、嘴くちばしから氷の槍やりを射出する。

（知っている）

　バークナーはそれを回かい避ひし、交差の瞬間に巨鳥を殴り飛ばした。

　その寸前、巨鳥の背中に摑つかまっていた銀髪少女が、ヒラリと飛び降りた。落下の勢いのままに、渾こん身しんの斬ざん撃げきを振り落としてくる。

（それも知っている）

　バークナーはその一撃を腕に受けつつ、着地した彼女を蹴けり飛ばした。当たった感触が浅かったが、かわされることも知っていた。

　次の瞬間、背後に殺気を感じる。見ると、サビトと呼ばれた少年が後ろからこちらの頸けい部ぶを狙ねらっていた。

（それもまた知っ──）

　直後、横腹に鋭するどい痛みが走った。

「！」

　いつしか腹部に、氷ひよう槍そうが深々と突き立っていた。白鴉の放った二撃目……分かってはいたが、対処できなかった。

（ここから、か）

　そう。ここからだ。これより戦闘は、目まぐるしく展開していく。

　予知が追いつかないほど凄すさまじいスピード、おびただしい数の攻撃が、次から次へと降りかかることになる。

（ビジョンで見るのと体感するのでは、こうも違うか……）

　前後左右、さらには上下を、三つの影が絶えず動き回る。時には同時に、時には連続した波状攻撃によって、こちらの全身を削けずっていく。

　いくつかの迎げい撃げきには成功したが、それでも彼らは止まらなかった。傷を負おうと怯ひるむことなく、互いを補おぎないながら向かってきた。

（それでいい。それでこそ王の【竜落子ドラグリーズ】だ！）

　延々と続く戦闘の中、尻尾しつぽが両断され、翼が切り裂かれる。

　剣刃、飛び道具、氷ひよう槍そう、雷撃、火炎……手の内がバレていると知りながら死力を尽くす彼らに、思わず敬けい意いの念すら抱いてしまう。そんな感情は生まれて初めてだった。

（そろそろのようだな……）

　決着が近い。この戦いの結末を知るバークナーには、それが分かる。

　すぐそこまで来ている──自分が敗れ、果はてる未来が。

　今日、この場所で、自分にどんな運命が待ち受けているか？　それをバークナーは理解していた。理解した上でやってきていた。

　この戦いより、あとの未来……自分にはそれが存在しない。いくら魔力を強めても、どれほど目を凝こらしても、予知することができなかったのだ。

（それはすなわち、私がここで死ぬということ）

　分かっていながら、バークナーは己の予知に従したがった。逃げるという選択肢など、あり得なかった。

（私の未来予知は絶対。外れることなど、覆くつがえることなど、決してあってはならない）

　それがバークナーのプライド。【竜公アポステル】としての矜きよう持じ。

　たとえ自身の破は滅めつであっても、予知したビジョンを書き換えることは許されない。自分の能力を、自分で否定する……これ以上の屈辱があろうか？

　そうまでして生き永らえることに、一体何の意味がある？

（すでに最後の食事も済ませた。ティータイムも終えた）

　残る興味は一つだけ。唯一見えなかった、一つの瞬間みらいだけ。

【竜公アポステル】バークナーは、どのような最期を迎えるのか──

　と、前方で空気の揺らぎがあった。

　何かがこちらへ迫せまってきている。追い風をその身に受け、バークナーの喉のど元もとへ一直線に飛び込んできている。

　それは、一匹の白はく狼ろうだった。

　全身に奇妙な紋もん様ようが刻まれた、四つの鬼おに火びをまとった獣だった。

（なるほど。お前か、私を殺すのは）

　白はく狼ろうが牙きばを剝むく。すでに距離はないに等しい。

　回かい避ひも、防御も、迎げい撃げきも不可能。それを悟さとったとき、バークナーは笑っていた。

　何な故ぜか最後に脳裏をよぎったのは──とうに捨てた忌むべき「娘」の姿だった。

（楽しかったぞ。【竜落子ドラグリーズ】ども）

（【竜公アポステル】バークナー。その首、頂ちよう戴だいつかまつる）

　白狼と一瞬の「アイコンタクト」を交わし。

　バークナーの未来は、予知通りにそこで終わった。
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「ぐっ、痛てて……」

　バークナーの喉のどを突き破ったのち。

　勢い余って着地に失敗したサビトは、《霊りよう仙せん・真マ神カミ》の術を解いて、倒とう木ぼくの上にゴロリと寝転がった。

　体の各所がズキズキと痛む。どこで額を切ったか、顔中が血まみれだ。指と肋ろつ骨こつもいくつか折れていた。

　目はチカチカと眩くらみ、喉はカラカラ。長らく全速で動き回ったことで、体力も限界……いっそこのまま朝まで爆ばく睡すいしたい心境だった。

（三人がかりでもこのザマかよ……さすがに五位は伊だ達てじゃねえな）

　奥義たる変へん化げを含め、やれることは全てやり尽くした。白狼となっている間に倒せていなかったら、おそらくお手上げだった。

　それほどバークナーは強かった。これでもし彼が亜人の大軍を引き連れていたら……考えただけでもゾッとする。

（メルには悪いが、このオッサンだけは墓はかを掘ってやりてえ。これまでの【竜公アポステル】と違って、能力一本で勝負する潔いさぎよい敵だったからな……）

　ともあれ、サビトたちはバークナーの予知を打ち砕き、別の未来を切り開くことができた。まさか【竜公アポステル】に、この未来が見えていたなんてことはないだろう。

　こちらの『分かったところで対処不可能』作戦が、上う手まくいったのだ……朦もう朧ろうとする意識の中で、サビトはそう思うことにした。

（クソ、起き上がれねえ……貧ひん血けつでオチちまいそうだ……）

　しばし大の字になって夕焼けを虚うつろに眺ながめていると、誰かがゆっくりと近付いてくる気配がした。

　上体が抱き起こされ、そのまま膝ひざ枕まくらにされる。次いで濡ぬれた手拭いで、顔の血が拭われていく。傷にジクリと沁しみたが、とても丁寧で優しい手際だった。

（メル、か……？）

　こうも甲か斐い甲が斐いしく介抱してくれる者なんて、彼女しかいないだろう。何だかんだと言っても、そこはやっぱり嫁よめだ。

　この際だからと寝返りを打ち、下腹部に顔を埋めてやる。ついでに尻しりも触ってやると、ビクンと反応して頭をペシリとはたいてきた。少しやり過ぎたか。

（次は乳を……と、こんなことしてる場合じゃねえ。早く傷を治してもらわねえと）

　貧ひん血けつにチラつく視界の中、鉛なまりのように重い両手を上げる。ちょうど相手がこちらを覗のぞき込こんできたので、両手でその顔を摑つかんでグイと引き寄せる。

　何かを言おうとした唇くちびるを、構わず唇で塞ふさいでやる。すると何な故ぜだか、メルが大きく息を吞のんだのが分かった。接せつ吻ぷんなら戦闘中もしただろうに。

　息遣いを間近に感じる。

　舌した先さきが何度も触れ合う。

　メルの治ち癒ゆ魔法は、かなりの即効性だ。しかも切断された腕すら繫つなぐことができるスグレモノなのだ。

（つくづく重ちよう宝ほうする能力だぜ。ほら、そろそろ痛みが引いて、血も止まってきて……）

　こなかった。

　いつまで経たっても、全身は物もの凄すごく痛いままだった。額の出血も止まらなかった。

（あ、あれ？　魔法が、効かねえ……？）

　こんなことは初めてだ。まさか何度も治癒されているので、免めん疫えきができてしまったのだろうか？　それとも塞いだのは唇でなく、目か鼻かヘソだったか？

　そう思った刹せつ那な、眼前に火花が散った。横っ面をグーで殴られたのだ。

「ぶべ！」

　そんな悲ひ鳴めいと共に倒れ込んだサビトをよそに、接吻相手が憤ふん然ぜんと立ち上がる。

　霞かすむ目で見上げると、鬼のような形相でこちらを睨にらんでいたのは──すでに治癒されて回復しているらしい、幼おさな馴な染じみのクノイチだった。

「ア、アト……」

「き、き、貴様、メル様の前で何てことを！」

　怒りにプルプルと震え、アトリが涙目になっている。その顔がやけに真っ赤なのは、まだ西空に残っている夕日のせいだろうか。

「仏ほとけ心ごころで介抱してやったら、貴様という奴やつは……！」

「お、お前ならお前だって言えっての……」

「黙れ！　舌まで入れたなっ？　お尻まで撫なでたなっ？　そんな嫌らしい連携技をどこで覚えた！」

「喚わめくなよ、傷に響くだろうが……いいからメルを連れてきてく──」

　そう言いかけた矢先、アトリの後ろに銀髪少女がいることに気付いた。

　やはり彼女も、肩をプルプルと震わせていた。戦闘は終わったはずなのに、全身から殺気が漂っている。

　今やサビトにも、はっきりと分かる。これこそまさしく竜の気配だ。

「お、おい、メル……」

　おずおずと声をかけた瞬間、メルがこちらをキッと見み据すえてきた。いつもはホンワカしている顔が、カンカンになっていた。

「浮気です！　浮気しました！　今まさに浮気しました！」

「ち、違う。ちょっと間違えただけ……」

「やっぱりアトリの方がいいんですね!?　私なんか、脂肪の塊なんですね!?」

「大丈夫だ、ちゃんと赤身もあるから……」

「嬉うれしくありません！」

　癇かん癪しやくを起こしているメルに、アトリがヨヨヨとすがりつく。

「ああ、メル様……私、汚けがされてしまいました。もうお嫁よめに行けません」

「もう行ってるだろ……」

「私の伴侶に何てことを……！」

「俺も伴侶だろっ。ていうかお前ら、重じゆう傷しようの人間にツッコませるんじゃねえっ」

　余力を振ふり絞しぼって声を張り、プイと立ち去ろうとするメルにすがりつき、サビトは必死に治ち癒ゆ魔法を懇こん願がんした。

　意外と体力が残っている自分に、ちょっと感心した。
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　辛くも【竜公アポステル】バークナーに勝利してから、すでに三日。

　サビトたちは南方へ引き返すことなく、森を抜けてさらに北へと向かっていた。

　まさかこれほど早い段階で、この地の【竜公アポステル】を討うてるとは思わなかった。ならばこのままバークナーの領地を巡り、人間が隠れ暮らす町村を探すべきだと判断したのだ。

「もし人々がいるなら、【竜公アポステル】が死んだことを知らせなくてはなりません。それに、この地に残った亜人軍をできるだけ倒さないと……」

　メルの意見に、もちろん異存はない。すでに負傷も治り、サビトの五体は万全の状態を取り戻している。

　……が、そこに一つだけ問題があった。メルの機嫌がずっと悪いままなのだ。

　間違えてアトリと接せつ吻ぷんして以降、彼女はあからさまにサビトを避けていた。

　道中でもアトリを真ん中にして反対側を歩き、夜営でも必要以上にサビトから距離を取る。亜人の真ま似ねをしてみせても、「似てません」とそっぽを向いてしまう始末だ。

　さすがにアトリも状況を憂ゆう慮りよしたらしく、今日になって一つの提案をしてきた。

「どうでしょう。ここは効率よく町村を探すため、二手に分かれては？　私はこのまま北上しますので、メル様はサビトと共に西方へ向かって下さい。ええ、そうしましょう。絶対にそうするべきです」

　一方的に話をまとめ、合流場所や日時すら決めず、二人目の妻はそそくさと去っていってしまった。

（──いいかサビト。私が戻るまでに、必ずやメル様との関係を再構築させろ。場合によっては押し倒しても構わぬ。シノビの意地を見せよ）

　最後にそう耳打ちしてきたクノイチに、いささか理不尽を感じる。

　きっとあいつは、面倒臭くなって逃げたのだ。ある意味で共犯者のくせに、サビトだけに尻しりを拭かせる腹積もりなのだ。

（関係の再構築ったって、一体どうすりゃいいんだよ……）

　途方に暮れながら、だだっ広い平原をひたすら西へと歩く。

　平へい坦たんな道なので進みは捗はかどったが、隣を行くメルとの会話は一切ない。音と言えばカチャカチャと規則的に鳴る、彼女の甲かつ冑ちゆうくらいだった。

　何か話題を振らねば……そう思ったが、何も浮かばない。南に森林、北に山脈という代わり映えのしない景色が続く中、ただ気まずい時間だけが流れていく。

「あの、サビト」

　正午近く。早朝にアトリが離脱して、五時間ほどが過ぎた頃。

　重苦しい沈黙を破ったのは、意外にも銀髪少女の方だった。

「お、おう、何だ」

　努めて明るく返事をしたものの、しばらく彼女は何も言わなかった。やがて悄しよう然ぜんとうつむいたまま、覇は気きなくポツリと訊きいてくる。

「私のこと、嫌いになりましたか……？」

「え？」

　当とう惑わくして横を見ると、メルがいない。いつしか彼女は立ち止まり、これでもかと猫ねこ背ぜになって、地面に落ちる自分の影を見詰めていた。

「私は、ちょっと自分が嫌いになりました。あんなことで感情的になるなんて……」

「…………」

「アトリだって、もうサビトの奥さんなのに。それは私自身が選択したことなのに……」

　その吐と露ろに、サビトは今になって自分の見当違いに気付いた。

　もしやメルは、怒っていたんじゃなく……自じ己こ嫌けん悪おにヘコんでいただけなのか？　確かにここまで長らく機嫌を直さないのは、彼女らしくないと思っていたが……

「私、怖いんです」

「怖い？」

「二人がキスしてる姿を見たとき、堪たまらなく不安になってしまったんです。私には、サビトとアトリしかいないから。二人から邪魔者にされたら、また独りぼっちだから……」

「邪魔者ってお前……」

「伴侶という存在ができて、今の私はとても幸せです。そう、これは身に余る幸せなんです。だからこそ、二人に疎まれてしまうことが……この幸福を失ってしまうことが……とても怖いのです」

　どうやら予想以上に重症のようだ。

　これまでも彼女は、浮気にやたら敏びん感かんだったり、サビトとアトリの仲にヘソを曲げやすい傾向があった。あれは単なるヤキモチではなかったのか。その裏には、こんなに深刻な懊おう悩のうがあったのか。

（まあ、こいつは大切なモンを一度なくしちまってるからな……臆おく病びようになるのも無理はねえか）

　メルは故郷を滅ぼされ、【竜落子ドラグリーズ】として忌き避ひされ、ずっと一人で生きてきた。必死に築きずいてきた絆きずなを、正体がバレることで何度もフイにしてきた。

　そんなことを繰り返してきたはずなのに、彼女は常にニコニコしている。「慣れていますから」と強がって、いつも真っ直ぐ前を向いている。

　……そんなメルが今日、初めて弱音を吐いた。

　卑ひ屈くつで脆もろい暗部を、初めてサビトに晒さらしてくれた。

　二人の時間を得られたのは、思えば幸運だったのかもしれない。お陰でサビトはまた一つ──メルシオーネという少女と「夫婦」になれたような気がした。

「実は、今でもよく考えるんです。二人と『結魂メナージ』を交わして、本当によかったのかと。こんな強制的な夫婦関係を、押しつけてよかったのかと……」

「強制じゃねえ。俺とアトリが望んだことだ」

「でも……」

「なら改めて言ってやる。メル、俺の嫁よめになってくれ」

　口調を地に戻して言い放つと、途端にメルが顔を上げた。

　大きな目をパチパチ瞬またたかせ、口をポカンと半開きにしている。

「俺はいつかお前を、ヒノモトの里に連れていきたい。里がお前の、新しい故郷になってくれればいいと思ってる」

「サビ、ト……」

「お前ならすぐ溶け込めるはずだ。里が肌に合わねえなら、まあ、その時はその時だ」

　その場に立ち尽くしたまま、メルは呆ぼう然ぜんとサビトの言葉を聞いていた。やがて両目にウルウルと涙を浮かべ、一歩フラリと踏み寄ってくる。

「本当に、こんな私がお嫁さんでいいのですか？」

「他に誰がいる」

「私、ヤキモチ屋さんですよ？」

「嫌ってほど知ってるよ。だが仕方ねえ。惚ほれた弱よわ味みというやつだ」

　そこでメルの手を取り、しっかり繫つないだまま歩き出す。












　あまりベタベタするのは好きじゃないが、仲直りの好機を逃してはならない。

「それに、この大陸でだって、お前はもう独りぼっちってわけじゃないと思うがな」

「え？」

「ましてやヒノモトに来りゃ、お前は間違いなく人気者だ。何たって、銀髪に緑眼だからな。きっと里興おこしの切り札になる」

「それって珍獣扱いじゃ……」

「何よりお前は、歌って踊れる。里の広告塔として打ってつけだ。よし、そのための歌を作ろう。『シノビ音おん頭ど』とかどうだ？」

「作らなくていいですっ」

「ついでに『メル饅まん頭じゆう』も売り出そう。あと『メル団子』や『メル太郎飴あめ』も……これで駄目なら、もう大人しく滅ぶしかねえ」

「里の未来を私に賭けないで下さい！」

　一瞬だけ怒った顔をしたが、しかしメルはすぐにプッと吹き出した。

　ひとしきりクスクスと笑い終えると、やにわに姿勢を正して改まる。その表情は、いつも以上に晴れやかなものになっていた。

　冗談を言った甲か斐いがあった。少し本気だったが。

「サビト」

「何だ」

「不束ふつつか者ものですが……どこまでも貴方あなたについていきます」

「ああ。ついてこい」

「アトリにも、ちゃんとお礼を言わないと」

「アトリ？　お礼？」

　ここで突然あの逃亡者の名前が出たことに、サビトは片かた眉まゆをひそめた。

「どうして奴やつが出てくる」

「別れ際に、耳打ちされたんです。『怖がらずに心中を打ち明けなさい。さすればサビトも応えてくれましょう』と」

「…………」

「アトリの言う通り、思いきって伝えてよかったです。サビトに改めてプロポーズまでしてもらえたし……」

　まさかあのクノイチは、こうなることが分かっていたのか。「メル様との関係を再構築させろ」とは、こういうことだったのか。

　メルに本音を語らせ、サビトにそれを受け止めさせる。それが解決策であることを看破していたとしたら……何と恐ろしい幼おさな馴な染じみだ。

（もしかして、あいつも未来予知ができるんじゃ……）

　ライバルの掌てのひらで転がされていたと悟さとり、今度はサビトがしばらくヘコんでしまった。
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　その後。すっかり元気を取り戻したメルは、いつもより饒じよう舌ぜつになった。

　フンフンと鼻歌を唄うたい、足取りも軽くサビトの手を引っ張っていく。休きゆう憩けい時にはピッタリとくっつき、「肩を抱け」だの「髪を撫なでろ」だの、うるさいことこの上ない。

　かといって適当な対応をしていると、次第に頰ほっぺたがフグのように膨れていく。女というのは本当に面倒臭い。

「サビト。ヒノモトから大陸までは、舟でどれくらいかかるんですか？」

　いつしか夕日の半分が西へと沈みかけた頃。

　相変わらずご機嫌な銀髪少女が、そんなことを尋ねてきた。

「五日かかった。もっとも舟ではなく、泳ぎだがな」

「泳ぎ……海には鮫さめとかもいたんじゃ？」

「ああ。何度も襲われた。お陰で腹の足たしになった」

「シノビって、本当に逞たくましいですね……」

　感心したように、メルが小さく唸うなる。

　雑談もいいが、もうじき夜だ。そろそろ夜営場所を探すべきだろう。

「私もいつか、サビトとアトリに故郷を案内したいです。大陸中央部のイリオスタという地方にあって、ここからだと二ヵ月はかかってしまいますが」

「いずれ行こう。一度ヒノモトへ戻らねばならぬが、お前の悲願には最後まで付き合うつもりでいる。その時は、お前の故郷にいる【竜公アポステル】も討うつと約束しよう」

「はい。いつか、きっと」

　……そうこうしていると、やがて進む先に変化があった。

　まだ遥はるか前方だが、これまで延々と続いてきた平原が、そこで終わっていたのだ。その向こうには果はてしない水面が広がり、夕映えを受けてキラキラと反射している。

「あれは海……いや、湖か」

「フラオディール湖といいます。思ったより早くここまで来れました」

　口振りからして、西に向かえばあの湖へ行き着くことを、メルは知っていたようだ。

　湖までは、時間にして四十分ちょっと。今夜は湖こ畔はんで夜営をしてもいい。

「フラオディールとは、かつてこの地に存在した王国の名前です。私も話でしか知りませんが、かなり栄えていた大国だったみたいですね。湖の西側には、その都市の廃はい墟きよがたくさんあるはずです。もしかしたら、人間の共同体が残っている可能性も……」

「泳いで渡るのか」

「ま、まさか。もちろん迂う回かいします。恥ずかしながら私、あまり泳ぎには自信が……」

「重りがあるからな」

「はい、鎧よろいがありま──どこを見てるんですか！」

　サビトの視線に気付き、メルが真っ赤になって胸を隠す。「バカっ」「エッチっ」「オッパイシノビっ」と妻に雑言を浴びせられながら、しばらく湖を目指していると。

　──ふとサビトの耳に、行軍する大勢の足音が届いてきた。

「ん？」

　口くち許もとに人差し指を立ててメルを黙らせ、遥はるか前方に目を凝こらす。

　すると程なく、湖の南方に広がる森林から、亜人たちの隊影が姿を現した。たくさんの小舟を運んでおり、ゾロゾロと湖こ畔はんへ向かっている。湖を渡るつもりか。

（三百はいるな。バークナーの配下だった奴やつらか）

　バークナーが死んで、すでに三日。彼らが「主しゆ君くんの身に起きた異変」を察していても不思議じゃない。

　すぐさまメルに敵の存在を告つげ、ひとまず南方の森林へ入ることにする。

　身を隠して近付き、まずは様子を窺うかがうことにしよう。詳細な敵数、種族、そして目的を確認したのち、奇襲をかけて始末する……その意見にメルも賛成してくれた。

「やれやれ。休む前に一仕事できてしまったか」

「亜人の掃そう討とうも私たちの使命ですから……それにしても、どうしてわざわざ湖を渡ろうとしているのでしょう？　北側に行きたいなら、畔ほとりに沿って歩けばいいのに……」

「おそらく馬鹿なんだろう。そこまで知恵が及ばぬのだ」

「サビトも泳ぐつもりでしたよね」

「……とにかく急ぐぞ。敵の近くでは、くれぐれも甲かつ冑ちゆうを鳴らすなよ」

「心得ています」

「屁へもこくなよ」

「こきません！」

　ポカポカ叩たたいてくる妻と共に、サビトは南へと走った。




　数十分後。

　森の中からコソコソと湖畔に近付いたサビトたちは、何とか気付かれず敵軍の背後を取ることに成功した。

　十メートルほど先では、まだ亜人たちが舟の準備を続けている。いくつかはすでに出発してしまったようだ。畔に残っているのは、二百と五十匹くらいか。

　木陰に身を隠しながら、メルと密談をボソボソと交わし合う。

（ギギとブゴゴが大半か……何匹か鳥っぽいのがいるようだが）

（翼人ハーピーです。さほど戦闘力はありませんが、空を飛べるので用心して下さい）

（敵の目的は分からぬが、これ以上湖に出られては面倒だ。──殺やるぞ）

（はい）

　意思確認を済ませるなり、サビトは一気に地面を蹴けった。

　疾しつ風ぷうのごとく亜人の群れに切り込み、周りの敵に刃を閃ひらめかせる。あちらが異変を察したときには、すでに十体以上の首が宙に舞っていた。

「ギギ！」

「ブゴゴ！」

　口々に怒声を発しながら、亜人たちが襲撃者に殺さつ到とうする。剣けん、斧おの、棍こん棒ぼうなどが、四方から一斉にサビトへと飛んでくる。

　それらをスルスルとかわしつつ、サビトは指先で小さく印を描いた。

（メル。目を閉じろ）

（はい！）

　後方で敵と斬きり結んでいるメルと、素早くアイコンタクトを取る。

　印が完成した刹せつ那な、サビトの全身がパチパチと放電し、強烈な光を放った。

　夜の帳とばりを下ろしかけていた周囲が、一瞬だけ真昼のごとく明るくなる。《雷らい仙せん・炸さく明みよう》……稲いな光びかりによって敵を怯ひるませる、補助的な特異忍法だ。

　網もう膜まくを焼かれた亜人たちが、一様に目を押さえて動きを止めた。あの雷光をまともに見てしまえば、もはや視力は役に立たない。それは上空の翼ト人リたちも一緒だ。

「もういいぞメル。あとはひたすら斬りまくれ！」

「了解です！」

　混乱に陥った亜人軍に向けて、二人の白はく刃じんが冴さえ渡わたる。

　多勢に無勢とはいえ、目を封じられた妖人ゴブリンや豚人オークなどものの数ではない。指揮官らしき巨漢の妖人ゴブリンが、必死に態勢を立て直そうと喚わめき散らしていたが、もはや後の祭だ。

　この分なら、想定よりも早く片がつく──サビトがそう思ったとき。

　いきなり湖の方向で、大きな喧けん騒そうが上がった。

（何だ？）

　出発してしまった舟たちに、何らかの異状が起こっているようだった。激しい剣けん撃げきの音と共に、ザブンザブンと亜人が湖に落ちる水音が聞こえてくる。

　事態を詳しく確認したかったが、さすがにこの場をメル一人には任せられない。

　とにかく今は自分も戦闘に集中し、それから五分ほどが経過した頃。

　──数すう隻せきの舟影が、ゆっくりとこちらへ近付いてくるのが見えた。

（あれ、戻ってきやがったぞ？）

　サビトが訝いぶかしんだ直後。いきなり舟群から無数の矢が斉せい射しやされた。

「！」

　射抜かれた上空の翼人ハーピーたちが、あちこちに次々と墜つい落らくする。矢の雨は地上の亜人らにも及び、水辺近くの敵がバタバタと倒れていく。

　闇やみ雲くもな乱らん射しやではない。明らかに洗せん練れんされた射しや手しゆたちによる狙そ撃げきだった。

（仲間割れってことはねえよな。もしやあれは……人間か？）

　迫せまる舟は六隻。そこに武装した人影がいくつも見える。

　間違いない。人間の部隊だ。正体は不明だが、人間たちが湖をやってきて、湖上の敵を殲せん滅めつし、なおかつ岸辺へと乗り込んできたのだ。

「総員、上陸ののちに戦闘開始！　扇状陣形により地上を確保し、そのまま均等に押し込んでいけ！」

　凛りんとした青年の声が、一帯に響き渡る。

　その指示に呼応し、すぐさま人間たちが舟から飛び降りた。浅瀬を駆けて押し寄せてくると、たちまち各所で激しい戦闘音が巻き起こる。

　──そこからの彼らの戦い振りは、まさに目を見張るものだった。

　前列が剣けんを、中列が槍やりを、後列が弓を用いて、完璧な連携によって亜人たちを駆逐していく。その呼吸も見事だが、何より着目すべきは個々の戦闘力の高さ……これほど精せい強きような部隊は、ヒノモトでも滅めつ多たにお目にかかれなかった。

（たった三十人ほどで、数倍の亜人を圧倒してやがる。こいつら──何者だ？）

　いずれにせよ、サビトたちが手を貸す必要もないようだ。流れ矢に当たるのを避けるため、一旦その場から距離を取ることにする。

　メルを連れて森の前まで待たい避ひすると、二人して改めて戦況を見守る。

　まだ数的不利はあるが、人間たちの攻勢に衰おとろえる様子はなかった。加えて敵の中には、まだ視力を失っている者が大勢いる。

（勝負あったな。ここから亜人どもが盛り返すのは、まず不可能だ）

　現にちらほらと逃亡しようとする者もおり、それを指揮官の妖人ゴブリンがことごとく殴り殺していた。自分たちで味方を減らしていては世話がない。

「あ、あの人たちは一体……」

　困惑したように呟つぶやいたメルに、サビトも呟きを返す。

「ここまで練度の高い部隊は、大陸に来て初めて見た。特にあの男……」

　破は竹ちくの勢いで攻め立てる部隊の中、サビトはずっと一人の青年に注目していた。

　それは──ひときわ絢けん爛らんな甲かつ冑ちゆうをまとった、リーダーとおぼしき若者だった。精鋭揃ぞろいの彼らの中でも、その青年の強さだけが明らかに飛び抜けている。

　指揮を執りつつ自らも最前線に立ち、群がる敵を涼しい顔で斬きり伏ふせていく。人間を遥はるかに凌りよう駕がする戦闘力を有した亜人たちが、翻ひるがえる麗刃に次から次へと葬ほうむられていく。

　ジュガロ、バルバッカ、ミョンド……大陸でも腕の立つ戦士は何人か見てきたが、あの青年が間違いなく一番だ。おそらくシノビ以外で彼と渡り合えるのは、横にいる銀髪少女くらいだろう。

　やがて敵勢が削けずりに削られ、残すところ数十人となった頃。

　業ごうを煮やした指揮官の妖人ゴブリンが、大股で進み出てきた。

　黄色い目に殺意をみなぎらせ、大岩のごとき筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの巨体を怒りに震わせている。その手に持った極太の金棒は、引きずられた地面に深い長溝を刻んでいた。一体どれほどの重量があるのだろうか。

「ルフェルドォォ！　俺様ト勝負シロ！」

　妖人ゴブリンの親玉が、獣のごとき咆ほう哮こうを上げた。

　大気をビリビリと震わすその叫びに、さすがに人間の兵士たちも気け圧おされる。

「──全員下がれ。私をご指名らしい」

　が、それに唯一怯ひるまなかったのは、やっぱり例の青年だった。

　あっさりと部下たちを退ひかせ、悠然とした足取りで出てくる。そのまま妖人ゴブリンに堂々と対たい峙じした姿は、よく見るとサビトたちとそう変わらない年齢だった。

　……黄金の甲かつ冑ちゆうに、腰まで届く長髪。女性と見み紛まごうほど整ととのった顔立ちだが、身長はかなり高い。そして、動作の一つ一つが鼻につくほど優ゆう雅がで大仰である。

（得物は長剣。腕は上級。顔も上級。おそらく、育ちも上級）

　ああいう雰囲気を醸かもす人種に、サビトは心当たりがある。あれはいわゆる、「やんごとなき身分」の人間がまとう空気だ。

　が、彼が甘ったれた御おん曹ぞう司しの類でないことは、今さら疑うべくもない。メルは心配そうに固唾かたずを吞のんでいるが、一騎討うちの勝敗など目に見えていた。

　青年はそれほどの手練てだれだ。あの筋肉達磨だるまの妖人ゴブリンでは、十秒も粘れたら大健闘だろう。先ほど妖人ゴブリンが「ルフェルド」と言ったが、それが彼の名前だろうか。

「ルフェルド……今日コソ挽キ肉ニシテヤル」

　狂気すら帯びた妖人ゴブリンの眼光を、青年は相変わらず涼しげに受け止める。

「お前たちも懲りぬな。ここ数日やけに襲撃が多いのは、【竜公アポステル】が腹でも空すかせているからか？」

　青年が半身になり、静かに剣を構える。風に流れる長い髪は、夏山のごとき深緑色だった。大陸には様々な髪色の人間がいるものだ。

「バークナーに伝えろ。我らは大人しく食料になるつもりはない。たとえ最後の一人になろうと、貴様の軍門には下らぬ、と」

「バークナー？　奴やつハモウ死ンダ」

　嘲あざ笑わらうような妖人ゴブリンの言葉に、ルフェルドが「何？」と小さく目を眇すがめる。

「コノ地ニハ、モウ支配者ナドイナイ。俺タチノ天下ダ！」

「死んだ？　バークナーが？」

「貴様モ死ネ！　ルフェル──」

　妖人ゴブリンが金棒を振り上げた瞬間。

「遅い」

　ルフェルドの剣が、それよりも早く相手を蜂はちの巣すにした。

　一息に放たれた刺突の速射が、妖人ゴブリンのあらゆる急所に穴を穿うがつ。その数は、およそ二十──速度、威力、正確性を兼ね備そなえた、驚異的な妙みよう技ぎだった。

「グ、ガ……」

　金棒を掲げたまま、妖人ゴブリンの動きがピタリと止まる。次いで武器の重みに、その巨体がズズンと仰あお向むけに倒れる。

　……あまりの瞬しゆん殺さつ劇に、しばし戦場が水を打ったように静まり返った。

　人間も、亜人も、メルすらも呆ぼう然ぜんとしている。信じられないものを見たというように、言葉を失って青年を瞠どう目もくしている。

　そんな視線を一身に受けたまま、ルフェルドが剣けんを高く突き上げた。

「敵将は討うった！　総員、直ちに残敵の掃そう討とうにかかれ！　一体も逃すな！」

　青年の号令に、我に返った兵士たちが喚かん声せいを上げて応える。

　すかさず戦闘を再開した部下らを見届けることなく、ルフェルドもまた歩き出した。その方向は亜人たちではなく……サビトらへと向けられていた。

　何となく予測はしていたが、やはりこちらの存在に気付いていたらしい。

（さて、何と挨あい拶さつしたものか……怪しい二人組なのは、百も承知だからな）

　ともあれ、せっかく人間たちに出会えたのだ。このまま退散してはバークナーの領地をさまよった意味がない。

　メルを促し、こっちも青年へと歩み寄る。間もなく二メートルほどの距離を置いて向かい合うと、ルフェルドがしげしげと二人を観察してきた。

　その瞳ひとみもまた、髪とお揃そろいの美しい深緑色。奇くしくもメルと同じ色であった。

「君たち、怪け我がはないか」

　かけられた第一声は、意外にも気遣いの言葉だった。

　いきなり剣でも向けられるんじゃと警けい戒かいしていたが、これなら話は早い。《雷らい仙せん》による稲いな光びかりもバレてはいないようだ。

「幸いにも負傷はしていない。お主らのお陰でな」

「それはよかった。しかし、まさか旅人に出会うとは……どこから来られた？」

　続く青年の質問に、隣のメルが答える。

「わ、私たちはナトゥアという町から来ました。ご存ぞん知じないかもしれませんが、ここより遥はるか南方に、二千人ほどが暮らす巨大な都市がありまして……」

「ほう、二千人とは凄すごい。まだこの大陸に、それほど大規模な共同体が存在していたか……と、挨拶が遅れたな」

　そこで青年が思い出したように、片手を胸に当てて一礼してくる。

　気位の高そうな見てくれに反して、かなりの好人物だ。が、過か剰じように美形なのは感心できない。あそこまで強いなら、せめて顔は豚人オークに似ているべきだろう。

「私はフラオディール騎士団の長、ルフェルドという者だ。といっても、とうに騎馬など失ったが」

「フラオディール……それはもしや、かつてこの地にあった王国のことですか」

「ああ。とにかく、詳しい話は聖せい堂どうでするとしよう。君たちの素す性じようや目的も、そこで聞かせてくれ。我がフラオディールは、人間であるなら誰でも歓迎する」

「聖堂？」

　思わずメルと視線を見合わせる。

　聖堂とは、いわゆる宗しゆう教きよう施し設せつだったと記憶しているが……そんな場所が近くにあるのだろうか？　そもそもルフェルドたちは何な故ぜ、湖などから現れたのだろうか？

「さあ美しいマドモアゼル、お手をどうぞ」

　ルフェルドが恭うやうやしく片かた膝ひざを折り、メルに手を差し伸べる。旦だん那なの前で嫁よめにちょっかいを出すとは、なかなかいい度胸をしている。

「舟までエスコートしましょう。姫君をお乗せするには、粗そ末まつな代物ですが」

「ひ、姫だなんて、とんでもないです」

　ブンブンと首を振ったメルだが、その顔は明らかに嬉うれしそうだった。しかも何やらスカートの裾すそをチョンと摘つまみ、そのままルフェルドの手を取ってしまう。

「おい、浮気はやめろ」

「ち、違いますよ。これは騎士様への礼れい儀ぎなんです。ルフェルドさんがハンサムなこととは、何の関係もありません」

「何だその『はんさむ』とはっ。どうせ色男のことだろうが、俺が『はんさむ』度合いでその男に負けていると言うのかっ」

「張り合わなくていいのっ」

「どこかしら勝ってるだろ！　目め許もととか鼻はな筋すじとか！」

「完敗です！」

「足の長さとか！」

「瞬しゆん殺さつです！」

「胃い腸ちようの丈夫さとか！」

「サビト、もうやめて……」

　そんなサビトたちのやり取りに、ルフェルドが白い歯を見せてハハハと笑う。

　どこまでも爽やかな『はんさむ』だった。





　　　　３






　その後。

　緑髪の騎士・ルフェルドの舟に同乗したサビトとメルは、一時の航こう行こう途上にあった。

　すでに太陽は沈み、夜空には星々が瞬またたき出している。墨のごとき黒い水面を六隻の舟が縦じゆう列れつとなって進み続け、もう二十分が経たつ。

（……ケツが痛くなってきた）

　言うまでもなく、舟は狭い。湖上なので大きな揺れはないが、固い木板にメルと並んで腰掛けているので、窮屈なことこの上ない。

　少しばかり周囲に霧きりが立ち込めてきたが、舟が速度を落とす気配はなかった。どうやら彼らは、この湖にかなり精通しているらしい。

　……そんな二人の正面では、先ほどからルフェルドが行儀よく鎮ちん座ざしていた。

　背筋をシャンと伸ばし、長い足を組み、膝ひざ頭がしらで両手を重ね合わせるその姿は、あたかも肖しよう像ぞう画がでも描いてもらっている最中のようだ。ふとその緑眼と視線が合うと、ニコリと口くち許もとを綻ほころばせてくる。

「君たちは、恋人同士なのかい？」

　ルフェルドの率直な質問に、メルがピクリと反応する。胸に垂たれた髪をこねくり回しながら、彼女ははにかむように答えた。

「いえ、すでに夫婦でして……」

「夫婦？　まだ私とそう年も変わらぬようだが……メルシオーネくんのような美女をどうすれば落とせるのか、サビトくんには是非ご教きよう授じゆ願いたいものだな」

「そんな、美女だなんて」

　メルが頰ほおに手を当てて、左右にクネクネと体をひねる。こいつがこれほどお世辞に弱いとは知らなかった。

「ところで、この舟はどこに向かっているのだ？」

「聖せい堂どうだ。そろそろ見えてくる頃だろう」

　青年の言葉から間もなく。霧きりに包まれた前方の闇やみに、ぼんやりと陸地が見えてきた。

　対岸に着くにしては、少し早過ぎる。じっと目を凝こらして観察を続けていると、それが湖に浮かぶ小島であることが分かった。

「あれはフラオディール湖の中央に位置する、一キロ平方ほどの孤島だ。我らはそこにあるサントミロス聖堂を拠きよ点てんとしている」

「さんと、みろす？」

「そう。かつてフラオディール王国が信仰した、女神アシスを祀まつる聖堂……そして今となっては、我が国に残った最後の砦とりでだ」

　そこでルフェルドが、おもむろに居住まいを正す。

　続き彼が発した一言は、少なからずサビトたちを驚かせるものだった。

「私は、そのフラオディール王家の末まつ裔えい──正統なる王位継けい承しよう権を持つ、『緑皇子ベレグレス』ルフェルドだ」

「お、王子様っ？」

　息を吞のんだメルの横で、サビトもまたポカンとしていた。

　……やはり「やんごとなき身分」という印象は、誤りじゃなかったようだ。




　数分後。

　小島に上陸したサビトとメルは、そのままルフェルドたちに従したがって島の中央を目指していた。

　鬱うつ蒼そうとした雑ぞう木き林ばやしがしばらく続いたが、さして歩みの妨げにはならない。邪魔な樹じゆ木もくを切り倒すことで、直線の小道が作られていたからだ。

（水辺には櫓やぐらや木柵。あちこちに巡回班も歩いてる。この霧もほぼ毎晩出るものらしいし……かなり優秀な砦だな）

　林にも、たくさんの落とし穴が掘られているようだ。そもそも周りを湖という天然の塹壕に囲まれていることが、最大の利点と言っていい。

　攻め入るには、亜人たちのように舟を使うしかない。翼人ハーピーなら空を飛んでこられるだろうが、あの「鳥モドキ」だけでここを落とせるとは思えない。

　いい場所を拠きよ点てんにしたものだ……と、そんなことを考えていると。

　間もなく木々が途絶え、前方の視界が開けた。

「これは……」

　そこに現れたのは、城のごとき石造りの建物だった。

　かなり古い時代のものらしいが、恐ろしく巨大で豪ごう壮そうな館である。外周を一回りするだけで十五分はかかりそうだ。大小いくつもの柱が複雑に壁を形成し、その上方では左右対称の双塔が雲を衝つくようにそびえている。

　正面入口は大きく、やたら窓も多い。必ずしも防御に適した建物ではないが、もともと宗しゆう教きよう施し設せつなので仕方ないだろう。

「これが、サントミロス聖せい堂どうですか」

　感嘆めいたメルの声に、ルフェルドが軽く頷うなずく。

「なかなか見事な聖堂だろう？　巡礼者のための宿泊部屋があり、千人以上の収容が可能だ。もっとも、今いるのは四百人ほどだがね」

　彼が入口へと歩を進めたので、サビトたちも追つい随ずいする。

「裏手には菜さい園えん、養よう鶏けい所、牧場などもある。言うまでもないが、湖のお陰で水源に困ることもない」

「この島だけで自給自足ができる、と……」

「ああ。百年の間に王都を追われ、都市を追われ、父の代にこの聖堂へと流れ着き、もう八年になる。その父も、数年前に戦死してしまったがね」

「…………」

「私には、皆を守る義務がある。ここにいる人間は全て、大切なフラオディールの国民たちだ。祖父が、父が、命を懸けて竜人族レドルグから守ってきた──国の『宝』なのさ」

　本当に、つくづく『はんさむ』な王子である。

　いささか一人で背負い込み過ぎな気もするが、その心意気は指導者として見上げたものだ。彼のような主しゆ君くんの下でなら、さぞ働はたらき甲が斐いもあるに違いない……と、思わずサビトは柄にもないことを考えてしまった。

「さあ、入ってくれ。ようこそサントミロス聖堂へ」

　──足を踏み入れたそこは、予想以上に広大な空間だった。

　天井が異常に高く、奥行きは五十メートルはある。どこまでも伸びる石壁には等間隔に松明たいまつがかけられ、人々が各所で固まって作業をしていた。矢の作製、剣けんや槍やりの研けん磨ま、盾たての修しゆう繕ぜんなど、いずれも戦闘に関かかわることだ。

「あっ、『緑皇子ベレグレス』様がお戻りになられたぞ！」

　入口付近にいた男の一言に、全員の手が止まる。

　たちまち彼らがルフェルドに向き直り、膝ひざをついて頭を深く垂たれた。一人として例外なく、老若男女の区別もなく、誰もが当然のように恭きよう順じゆんの態度を示している。まるで彼こそが「崇拝の対象」であると言わんばかりに。

　全ての人間国家が滅ぼされた現在の大陸において、ただ王族というだけでここまでの求心力は得られまい。これはまぎれもなく、ルフェルド自身が示してきた行動の結果によるものだろう。

「湖を渡ろうとしていた亜人たちは、騎士団の奮闘によって撃退した！　死傷者も出てはいない！　今をもって警けい戒かい態勢は解除、今日はもう安心して休んでくれ！」

　朗々たるルフェルドの声に、人々から喝采が上がる。

　同時に数人の子供たちが、方々からパタパタと駆け寄ってきた。

「ルフェルド様！　凄すごい！」

「ありがとう『緑皇子ベレグレス』様！」

「怪け我がしてないっ？」

　ルフェルドが腰を屈かがめ、子供たちに力強く頷うなずいてみせる。

「大丈夫だよ。フラオディール騎士団は強いんだ。さあ、ゆっくりお休み」

　……駄目だ。こいつの『はんさむ』には、一生勝てる気がしない。

　一応メルを横目で確認すると、彼女は両手を胸で組み合わせ、うっとりとルフェルドに見とれていた。……昼間にやった関係の再構築は、一体何だったのだろうか。

（いつの間にか、王子が伴侶になってたらどうしよう……）

　そんな一抹の不安が、ふとサビトの頭をよぎった。




　それから程なく、広場を後にしたサビトたちは、聖せい堂どう二階の部屋へと案内された。

　大きなテーブルが中央に置かれた、簡素だがよく手入れされた一室だ。聞けばここは、騎士団の幹部が軍議を開く場所とのことだった。

　ちなみに騎士団の総員は、現時点で七十五人。心もとない数だが、その実力はこの目で見て知っている。彼らは全員が騎士を家系とする、幼少より戦闘訓練を受けてきた生きつ粋すいの武人たちらしい。強いのも納得だ。

「簡単だが、食事を摂とることにしよう。食料事情が苦しくパンとスープのみだが、どうか許して欲しい」

　ルフェルドが神しん妙みように詫わびてきたが、タダ飯に文句があろうはずもない。

　……料理が運ばれてくるまでの間、早速ルフェルドが様々な質問をしてきた。

　こういう質疑応答は、メルに任せておけばいいだろう。そう思って口を挟はさまず黙っていると、メルはほとんどの情報を包み隠さず報告してしまった。

　これまで訪れてきた町村のこと。

　サビトとの出会い。

　そしてセルサーレ、ペルダ、ゴルニシチという【竜公アポステル】たちとの戦い。

　自分たちが【竜落子ドラグリーズ】であることだけを伏ふせ、メルは真剣に語り続けた。

　一方のルフェルドは、いつしかすっかりと聞き役に回っていた。

　シノビの存在にも面食らっていたが、やはり何よりも彼を驚きよう愕がくさせたのは、この地を支配していた【竜公アポステル】バークナーの死であった。

「では、あの妖人ゴブリンが言っていたことは……真実である、と」

「はい。かなりの苦戦を強いられましたが、何とかバークナーを討うち果はたせました。それもこのサビトと、もう一人のシノビであるアトリのお陰です」

「四体もの【竜公アポステル】を、たった三人で……私には君たちの強さが想像もつかない」

　未いまだ信じられぬという風にルフェルドが呻うめいたとき。

　一人の少女が大きなトレイに料理を載のせて、ヨタヨタと入室してきた。

「し、失礼します……」

　蚊の鳴くような声で言い、覚おぼ束つかない手付きでテーブルに皿を置いていく。

　……雑用係の者だろうか。しかし、着ている服がやけにボロい。しかも手足や胴に革ベルトのような物がグルグル巻かれており、何だか罪人を思わせる。

　おそらくサビトたちより少し年下。よく見るとなかなか整ととのった顔立ちをしており、髪は明るい橙だいだい色。残念ながら、胸はかなり控ひかえめだった。

　少女が緊張した面持ちで、パン、スープ、水の入ったグラスを並べ続ける。ルフェルドから順に始まり、最後にサビトの番が回ってきたところ。

　──少女の手が、置いたグラスにコツンと当たった。

「あっ」

　たちどころにグラスがひっくり返り、水がこぼれ出る。そして不運なことに、そこにはサビトのスープがあった。

「ぬお!?」

　思わず声を上げた眼前で、水とスープが混ぜ合わさっていく。温かな湯気を立てていたスープが、みるみる冷たく、薄くなっていく。

「スープが！　俺のスープが！」

「す、すみません！」

　少女が平謝りしてきたが、それどころじゃなかった。忍法で何とかできないかと考えたものの、スープを元に戻す術すべなど思いつかなかった。

　予期せぬ不意討ちに狼ろう狽ばいするサビトを、横のメルが呆あきれ顔がおでたしなめてくる。

「もうサビト、スープくらいで……あの、気になさらないで下さい。ご馳ち走そうして頂けるだけでも大変なご厚意なのですから」

「自分のスープじゃないからって、善人振るんじゃねえ！」

　サビトの声に、少女がビクリと畏縮する。次いでアワアワと食器を下げにかかる。

「す、すぐに新しいスープをお持ちします！　私の分がありますから……」












　そんなことを言いながら、何な故ぜか少女はメルのスープまで下げてしまった。

「お、お待ち下さい！　私のスープは！　どうか私のスープは！」

　すると途端にメルが狼ろう狽ばいし、少女にすがりついた。何という変わり身の早さだ。

　そんな騒ぎを起こしていると──突然ルフェルドがテーブルをダン！　と強く叩たたいた。

　一瞬で部屋が静まり返る。見ると、彼はこれまでの柔和な表情が噓うそのように、冷ややかな眼光で給女を睨にらんでいた。

「ピリス。もういい、下がれ」

「ル、ルフェルド様……」

「サビトくんには、私のスープを回す。お前は消えろ。いつまでも私の視界に入るな」

　彼のものとは思えない刺とげ々とげしい声に、ピリスと呼ばれた少女は蒼そう白はくになったまま、何度も頭を下げて去っていった。

「…………」

　知らずメルと困惑の視線を交わし合う。

　確かに取り乱し過ぎてしまったが、あそこまで手厳しく叱責することもないと思う。まさかこの『はんさむ』に、こんな狭量な一面があるとは思わなかった。

「失礼したね二人とも。では、食事にしよう」

　ややあって、何事もなかったかのようにスープを差し出してきた彼は、いつも通りの爽やかなルフェルドに戻っていた。

　……何だか青年の短所らしき片へん鱗りんを、初めて見付けたような気がした。
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　ルフェルドとの食事が終わったのは、夜もだいぶ更ふけた頃だった。

　あれからもルフェルドは様々な質問を続け、メルは逐一それに丁寧に答えていった。とりわけバークナーに関する話題が多かったのは、やはりそれだけ彼にとって大きな衝撃だったからだろう。

「……長らく話し込んでしまったな。今日はこれくらいにしておこう。ここの三階に、二人用の宿泊部屋がある。君たちは夫婦だから、同室で構わないかな？」

　ルフェルドの指示を受けた兵士に先導され、六畳ほどの小さな一室に通される。

　机とベッドしかないが、それなりに快適な場所だった。窓からは島の南方が見渡せ、林の向こうに黒い湖面が広がっている。

「西へ進路を取ってきたのは、結果的に正解だったな。できるなら滞在している間に、この地の亜人たちを少しでも減らしたいところだが」

　窓枠にもたれながら、メルに向き直ってそんな言葉を投げる。

　しかし彼女はベッドに腰掛けたまま、ぼんやりと石床を見詰めているだけだった。

　メルが今、何を考えているのか……それがサビトには手に取るように分かる。彼女はルフェルドが最後に持ち出した「ある話題」より以降、明らかに口数が減っていた。

（まあ、無理もねえか。しかもきっかけは、俺が王子にした質問だし）

　銀髪少女の美しい横顔を眺ながめながら、サビトはその会話を思い出す──




「サビトくん、メルシオーネくん。ともあれ君たちは我々の恩人だ。私たちにできることがあれば、何でも言ってくれ」

「それは有り難がたいが、王子に一つ訊きいておきたい」

「何かな」

「お主は……どうして我々をそこまで信用するのだ？　竜人レドルグを狩って回る旅人など、もっと怪しんで然しかるべきだと思うが」

「もちろん、無条件に信用したわけじゃない。私なりの根拠があってのことだ」

「根拠？」

「そう。それは──メルシオーネくんだ」

「メル……？」

「気付いていたかい？　彼女が持つ剣けんは、私のと同じ物だ。それはフラオディール王国に代々伝えられる、王家の紋章をかたどった剣……国王の実子として生まれた者だけに与えられる極めて稀少な名めい宝ほうだ」

「そんなことが理由か？　どこかで拾った物かもしれぬだろう」

「いや。おそらく彼女がその剣けんを持っているのは、偶然ではないと思う。二つ目の根拠が──メルシオーネくんの緑りよく瞳どうだ」

「…………」

「緑の瞳ひとみをした者は、大陸でも滅めつ多たにいるものじゃない。フラオディール王家の人間は本来、髪も緑色なのだが……頭髪に関しては、もう一方の親の色を受け継ぐケースもあるからね。察するにメルシオーネくんは、母親が王家の縁ゆかりを持った人間なのだろう。今は伏ふせさせてもらうが、その人物に心当たりもある」

「剣と瞳色、か。つまりお主とメルは、親戚であるかもしれぬと？」

「そういうことだ。だから私は、メルシオーネくんを信じたい。彼女に宿った王家の魂たましいを信じたい。そして、その夫であるサビトくんもまた信じたい」

「…………」

「若じやつ干かんおめでたい私情なのは理解しているが、私は理想主義者でね──」




　自分がもしかして、フラオディール王家の血縁かもしれない……メルはそれに当とう惑わくしているのだろう。

　いつかサビトが聞いた話では、メルは生まれて間もなく母親によって人間へと託され、義父と義母に育てられたのだという。その際に一緒に置いていかれたのが、彼女の愛あい剣けん。何度か手入れしてやったことがあるが、確かになかなかの業物だ。

　そのあとメルの母親がどうなったのかは不明だが、とにかくあの剣は、メルにとって忘れ形見なのだ。顔も名前も知らない母との間に残された、ただ一つの繫つながりなのだ。

「──私の母は、どんな人だったのでしょうか」

　やがてメルが、独り言のようにポツリと呟つぶやいた。

　膝ひざの上に寝かせた愛剣を撫なでつつ、しみじみとした声音でさらに続ける。

「何を思って、私を生かしてくれたのでしょうか」

「さあな。そのうち機会を見て、王子に『心当たりの人物』とやらを訊きいてみるといい。それまではここに留とどまるとしよう」

「でも、それでは頭領試験の期限に影響が……アトリとの合流だってあるのに」

「お前にとって大切なことだろう。アトリならそのうち、勝手に戻ってくるはずだ」

　メルの隣にボスンと腰を下ろすと、彼女は剣を胸に抱いたまま、サビトにもたれかかってきた。肩に預けられた銀髪から、ほんのり甘い香りが漂ってくる。

「まさか、こんな所で母を知る人に会うなんて……」

「お前が一国の姫様かもしれぬとはな。となると、俺は殿様になるのか」

「お姫様なんて、私には似合いません」

「確かに、スープ一つで取り乱すようではな」

「そ、それはサビトもでしょ。サビトが王様なんて、もっと似合いませんっ」

　メルが頰ほおを膨らませ、側そく頭とう部ぶでゴツゴツ頭突きを食らわせてくる。

　まあ、どのみち王位継けい承しよう権はルフェルドにあるらしいし、こんな与よ太た話をしても仕方ないだろう。

　何よりフラオディールという国は……とうに滅んでしまっているのだから。

「今日は話し疲れてしまいました。せっかくベッドで眠れるのだし、早く休みましょう」

「そうだな。よし、甲かつ冑ちゆうを外すのを手伝ってやる。あちらを向け」

「…………」

　するとメルがやにわに頭を離し、何な故ぜかスススと距離を取った。

「サビト。今、何を考えましたか？」

「何を、とは？」

「エッチなのはダメですからね」

「ダメなのか」

「ダ、ダメです。以前ならともかく、今はアトリも伴侶なんですから。彼女を出し抜くわけにはいきません」

　アトリも同じことを言っていた気がする。これではいつまで経たっても、どちらとも何もできないことになる。

「案外あいつも、どこかで男とシケ込んでるかもしれぬぞ。情報収集のためなら、クノイチは亜人にさえ色目を使うからな」

「ア、アトリはそんなことしませんっ」

「俺とはずいぶん信頼度が違うではないか」

「だ、だって、サビトは凄すごくエッチだから」

「俺が凄くエッチだとっ？　心外な、何を根拠に──」

「よく私の胸やお尻しり、こっそり見てますよね」

「し、知っていたのか！」

　思わずベッドから立ち上がったサビトに、メルがキョトンと目を丸くする。

　ややあってその目が、じっとりとした半眼になった。

「冗談だったんですけど」

「…………」

「見てたんですか」

「…………」

「見てたんだ」

「俺はこれより、外を回ってくる。シノビなので、島の地理を把握しておきたい」

「待ちなさいオッパイシノビ！」

　すかさずメルに襟えり首くびを摑つかまれ、結局は一緒に見回ることになった。




　それから間もなく。先ほどの一階広場まで降りてきたサビトとメルは、そこにいた兵士に断りを入れ、聖せい堂どうの外へ出た。












「周囲の林には、色々と罠わなが仕掛けられています。危険ですので、また明日にでも案内をつけて回られた方がいいのでは？」……そう兵士には言われたが、問題ないと答えた。罠の類など、サビトにかかれば一目で見破れる。

　とはいえ、メルもいるということで、ひとまず雑ぞう木き林ばやしには行かず聖せい堂どうの外周をブラブラと歩くことにした。

　本当はもう、今日はあのまま寝るつもりだったのだ。直前まで結構いい雰囲気だったのに……何な故ぜこうなってしまったんだろうか。

「本当にサビトって、胸が好きですよね」

「人聞きの悪いことを言うな。俺は乳ではなく、心臓を見ているのだ」

「よく胸のことで私をからかいますし」

「からかってはいない。讃たたえているのだ」

「噓うそです。絶対に噓。はあ……どうしてこんなに大きくなったんでしょう」

「そもそも他の女ならともかく、どうして嫁よめの乳を見て怒られるのだ。妻の乳は、夫の乳だろう」

「オッパイは、生まれてくる赤ちゃんのためにあるんですっ」

「それは父による一時的な貸たい与よに過ぎぬ。そいつが本当に吸うべきは、やがて娶めとるだろう自分の嫁の乳だ」

「大人になったら吸わなくていいの！」

　不毛なオッパイ議論を続けながら、壁に沿って聖堂の裏手を目指す。

　南にある正面入口から左回りに歩き始め、すでに五分弱。間もなく建物の北に差しかかろうとしている。その間に誰かと出くわすことは一度もなかった。

　四百の住民は、聖せい堂どう内の居住区に家族単位で部屋を与えられており、日没後は騎士団員しか外へ出てはいけない決まりだという。そういうところにも、あの緑髪王子の生真面目まじめな性格が窺うかがえる。

（聖堂の裏側には、菜さい園えんや養よう鶏けい所があるんだったな）

　……程なく角を曲がると、それらしき場所に行き着いた。

　なるほど、雑ぞう木き林ばやしが大規模に伐採され、畑や牧地が作られている。厩きゆう舎しやや穀倉とおぼしき建物もあり、あちこちに水路まで引かれていた。

　南側の倍以上も面積的に余裕があることで、こちらを生産区域にしたのだろう。こんな孤島で八年もやりくりしているとは、つくづく大したものだ。

（木材とかの資源は、できるだけ島外から調達してるとも言ってたな。戦うばかりが騎士団の仕事じゃねえってことか……）

　隣では、メルが興味深げにキョロキョロと辺りを見回し、しきりに感嘆を上げている。

　そんな彼女を連れ、聖堂の西側へとテクテク進んでいたところ。

　──前方にポツンと建っている納な屋やに、人の気配を感じた。

（ん？）

　素早くメルの腕を摑つかみ、一旦立ち止まらせる。目と耳に神経を集中し、五メートルほど先の納屋を油断なく注視する。

　……どうやら中にいるのは一人のようだ。が、こんな時間にどうしてここに？　住民は外出を禁じられているし、見回りの者だとしても納屋なんて数秒で確認できるはず。

「まさか、亜人では……」

　メルがヒソリと耳打ちしてきた。その手はすでに、愛あい剣けんの柄つかにかけられている。

「だが、わざわざ一匹だけで来るものか？　それに、中にいる奴やつはかなり小柄だ」

「子供かもしれないと？」

「いずれにせよ、島の安全に関かかわることだ。捨て置くわけにもいくまい」

　そう判断し、相手の正体を探るべく納屋へと近付く。

　それにしても、見れば見るほど今にも倒壊しそうなボロ小屋だ。木板は腐り、各所に穴が空き、厩舎が近いので空気も悪い。おそらく中は、三人も入ればギュウギュウになる狭さだろう。

（ひょっとして、アトリじゃねえだろうな）

　サビトがそんなことを思った直後。

　ふと納屋の戸が、内側からソロソロと開かれた。

「あ──」

　戸の隙すき間まから不安げに顔を覗のぞかせていたのは、見覚えのある少女だった。

　みすぼらしい服に、グルグル巻きの革ベルト。見るからに気弱そうな幼顔に、メルとは対照的な控ひかえめの胸。そんな地味な雰囲気とは裏腹に、髪だけは明るい橙だいだい色……

「ピ、ピリスさん？」

　後ろで上がったメルの声に、はたと名前を思い出す。そう、ピリスだ。

　それはサビトのスープを水で薄めてくれた、あの慌てん坊の給女だった。
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「ど、どうぞ。お上がり下さい」

　それから間もなく。

　ピリスに納な屋やへと迎え入れられたサビトとメルは、思った通りの狭苦しい室内に並んで腰を下ろした。

　農具でもしまってある倉庫だと思っていたが、そこはただのガランとした何もない空間だった。ある物といえば、筵むしろのみ。しかもそれはピリスの布団だという。

　つまり彼女は、ここで寝るつもりなのだ。

　これなら厩きゆう舎しやの牛馬たちの方が、まだマシな寝床で休んでいるような気がする。

「何もおもてなしできませんが……そうだ、せめて水を汲くんできますっ」

　そう言って立ち上がったピリスを、二人して押し留とどめる。彼女と水の組み合わせには、悪い予感しかしない。

「先ほどは、本当に失礼しました……」

　何とか再び対面に座り直してくれたものの、今度はひれ伏ふすように深々と頭を下げてくる。どうやら先刻のスープの件を、まだ気にしているようだ。

　そんなピリスに首を振り、メルもまた頭を下げる。

「謝るのは私たちの方です。あんなことで大騒ぎしたために、ピリスさんがお叱りを受けることに……」

「いえ。私がああいうドジをするのは、いつものことなんです」

「あれが、いつものこと？」

　思わず聞き返してしまうと、メルに脇腹をツンと肘ひじ打うちされた。

　ピリスがますます恐縮し、額をさらに地面へグリグリこすりつける。いつまでも顔を上げない姿にいたたまれなくなったのか、メルが視線でこちらへ訴えかけてきた。

（サビト、フォローしてあげて下さい）

（お、俺がかよ）

（だってサビトのスープだったんですよ。お願いします。『気にしなくていいよ。よくあることだから』って）

（そうそうねえだろ。あんなこと）

　仕方なく腰を浮かし、ピリスの頭を上げさせようと膝ひざ立ちで近付く。

　すると、その前に向こうが体を起こしたので、彼女の後頭部によってサビトの顎あごがカチ上げられることになった。

「ぬお!?」

「あいた！」

　視界に火花が散り、お互いにひっくり返って悶もん絶ぜつする。

　二度もシノビへの不意討うちを成功させるとは、何げに恐ろしい少女だ。一つ言い訳をさせてもらうなら、彼女には殺気がないのだ。天然だから動きが読めないのだ。

　こいつはもしかして……シノビの天敵かもしれない。

「も、も、申し訳ありません！　大切なお客様に、あろうことか頭突きを……」

「き、気にするな。よくあることだ」

　無理やりなフォローを入れ、また平へい伏ふくしてきたピリスに声だけを投げる。もう側には寄りたくなかった。

　やがてようやく彼女が顔を上げたので、改めて質問に入ることにする。

「それで、お主は何な故ぜこんな所で寝泊まりしているのだ？　もしや度重なる粗相で、王子から謹きん慎しんでも申し渡されたか」

「いえ……私は聖せい堂どうに来てから二年、ずっとここに住んでいます」

　気まずそうに答えた彼女に、サビトとメルは「え？」と声を揃そろえた。

「ど、どうしてですか？　住民はみんな、聖堂内の居住区で暮らしているんじゃ……ルフェルドさんは、このことを知っているのですか？」

「そのルフェルド様が、ここで暮らすようにと……」

「な──」

　言葉を失ったメルに、急いでピリスが首と両手を振ってくる。

「あの、誤解なさらないで下さいっ。ルフェルド様はとても立派な方です。行き場もなく放浪していた私を、このサントミロス聖堂に保護してくれたんですっ」

「しかし、これは立派な人間がする仕打ちではないだろう。明らかに幼女虐待だ」

「違いますっ。私、もう十四ですっ。幼女じゃないですっ」

　そういう問題じゃないのだが、彼女は頑としてルフェルドを庇かばう。もしかして、さらなる虐待が怖いのだろうか。

　それからもピリスは、捲まくし立たてるように「ルフェルド様はいつも率先して畑を耕たがやしている」とか、「自分の食料を子供たちに回している」とか、「牛に顔を舐なめられても笑っている」とか、とにかくルフェルドの美点を列れつ挙きよしていった。

　……が、こちらは食事のときにピリスへ向けられた、彼の冷たい瞳ひとみを知っている。

　ルフェルドは間違いなく、この少女を疎み、嫌っている。あの王子に限って「ドジだから」という理由だけで、こんな差別をするとは思えないのだが……

「私がこうして遠ざけられるのは、仕方のないことなんです」

「どういうことだ」

「本当は、ここに置いてもらっているだけでも感謝しなくちゃいけないんです。ルフェルド様だけじゃありません。皆さんから不気味がられ、危険視されて当然の、忌むべき存在なんです」

　……何だか聞いたことのある言葉だ。

　チラリとメルを窺うかがうと、彼女は大きく目を見開き、愕がく然ぜんとピリスを刮かつ目もくしていた。

　硬直したまま唇くちびるだけを微かすかに震わせて、「忌むべき存在……」とピリスのセリフを繰り返す。その様子に、サビトもたちまちピンときた。

（もしや、このピリスって女は）

　推測が当たっているなら、メルが驚くのも無理はない。

　そして、あの人格者たる王子がここまでピリスを疎む理由にも、合点がいく。

「……ピリスさん、まさか貴女あなたは」

　干上がった声で問うたメルに、橙とう髪はつの給女はコクンと頷うなずいた。

「はい。多分、メルシオーネさんが思われている通りです」

「…………」

「私は──【竜落子ドラグリーズ】なんです」




　ピリスが告つげてきた衝撃の告白に、メルはしばらく放心状態になってしまった。

　自分以外の【竜落子ドラグリーズ】と出会うのは、シノビという特例を除いて初めてだった。本来なら生まれた時点で始末されてしまう【竜落子ドラグリーズ】が、こうしてメル以外にも存在していたことに、動揺と困惑を隠せない。

（この大陸に、まだ【竜落子ドラグリーズ】が……）

　メルの知る限り、今日まで大陸で確認されている【竜落子ドラグリーズ】は三、四人。それらの情報だって、何十年も昔のものだ。そして彼らは全員、子孫を残すことなく、戦いの中で命を落としたと聞いている。

　もちろん彼らが密ひそかに子を生んでいた可能性はある。【竜落子ドラグリーズ】からは、高い確率で【竜落子ドラグリーズ】が生まれる──かつて相対した【竜公アポステル】セルサーレがそう言っていた。

（でも、それより考えられることは）

　それは【竜公アポステル】の誰かが、新たに子をなした可能性。

　生まれた子が【竜落子ドラグリーズ】であり、始末されることなく逃がされた可能性。

　あり得ないことじゃない。現に実例がいるのだから。

　──他ならぬ、メル自身という実例が。

　狭い納な屋やの中に、ピリスの消え入りそうな声が響く。

「私は、自分の両親を知りません。物心がついたときには、フラオディール湖の西にある砦とりでにいましたから」

「西にある砦？」

「はい。ここから半日ほど行った場所に、百人ほどが暮らす小さな廃はい城じようがあったんです。私たちとルフェルド様たちは、お互いの存在を知りませんでしたが……」

「そこにいた人たちは、どうなったのですか」

「三年前に亜人の総攻撃があって、みんな殺されてしまいました。私は一人生き残ってしまい、行く当てもなくずっと森をさまよって……その時に、木材調達に来ていた騎士団と偶然に出会ったのです」

「…………」

「ルフェルド様は、すぐに私を聖せい堂どうに連れ帰ってくれました。食事を与えてくれて、お風呂に入れてくれて、『君を歓迎するよ』と笑顔で言って下さいました……でも」

　そこでピリスの表情が、ひときわ暗く沈む。

「間もなく正体がバレてしまい、私は皆さんから距離を取られるようになりました。特にルフェルド様は、人間以外の種族がとてもお嫌いな方でして」

　……ルフェルドは言っていた。「人間であるなら誰でも歓迎する」「ここにいる人間は全て、国の『宝』だ」と。

　正体がバレた瞬間、ピリスはそこから除外されたのだろう。守るべき対象じゃなくなってしまったのだろう。

　この大陸において、人間の【竜落子ドラグリーズ】への忌き避ひは、それだけ強く根深い。あのルフェルドでさえ、ここまで態度を豹ひよう変へんさせてしまうほどに。

「ただ、それは仕方のないことだと思っています。私は……竜の眷けん族ぞくなんですから」

　その言葉に、胸が強く締めつけられる。

　それはメルが幾度となく自分に突きつけてきた言葉。サビトやアトリと巡り合うまで、一人で抱え込み続けてきた苦悩。

（彼女は、私と同じだ。いえ、今でも孤独のままなんだ）

　知らず唇くちびるを嚙かみ締しめたメルの横で、ふとサビトが口を開いた。

　最初こそメルと同じく呆ぼう然ぜんとしていたが、彼はすでに平静を取り戻したようだ。

「三年前に村が滅び、ここへ来たのが二年前だと言ったな。一年もの間、たった一人でよく無事だったものだ」

「…………」

「それはやはり──お主に備そなわった魔法能力のお陰か？」

「……そうです」

　ピリスが小さく頷うなずき、一度だけ深呼吸をする。……その直後。

　不意に彼女の全身がみるみる小さくなり、メルたちの前から忽こつ然ぜんと消えた。

「！」

　突然の事態に、サビトと一緒にガバリと腰を浮かす。次いで今までピリスが座っていた床を見て、さらなる驚きよう愕がくに息を吞のむ。

　──そこに、小さなピリスがいた。

　掌てのひらに載のるほどの、ちょうど親指くらいのサイズとなった、小人のピリスがいた。

「こ、これは……！」

「小型化の魔法です。私の能力は、ただこれだけなんです」

　雀すずめがさえずるような微かすかな声で、ピリスが言ってくる。

　やがてその体が今度は膨張し、あっという間に元のサイズに戻った。呆あつ気けに取られる二人に向けて、自じ嘲ちよう気味に笑って頭を搔かく。

「この魔法のお陰で、亜人さんに見付からず無事でいることができました。こうしてベルトを体中に巻きつけておけば、着ている服も一緒に小さくできます。ただ、本当にそれだけの能力なので、戦闘でも生活でも役に立てることなんて何もなくて……」

「…………」

「私にできるのは、せいぜい雑用係くらいです。いえ、それすらも生来のドジが災いし、満足にできない状態ですが……なので、追い出されないだけでも幸運なんです」

「忌き避ひされてまで、ここにいる理由があるのか」

　ストレートな物言いをする夫を、慌ててたしなめようとする。

　が、ピリスは屈託ない笑顔のまま、即座に頷うなずいてみせた。

「はい。迷惑なのは承知ですが、私は皆さんがいるこのサントミロス聖せい堂どうが大好きなんです。自分のことを、フラオディールの国民だとも勝手に思ってます。他に行く所なんてありません」

「…………」

「まだルフェルド様にも恩返しできてないし。話しかけてくれる人だっていますし。何よりやっぱり──独りぼっちはもう嫌だから」

「……ピリスさん」

　そこでメルは姿勢を正し、彼女を真っ直ぐに見詰めた。

　サビトが何か言いたげな顔をしていたが、隠しておきたくはない。ピリスが拒絶されることも覚悟で打ち明けてくれた以上、こちらも告つげねば道理に合わない。

　彼女は逃げることなく、ここで居場所を作ろうとしている。戦う力はなくても、何とか周りの役に立とうとしている。自分などよりよっぽど強い少女だと思う。

　──ピリスを、皆に受け入れてもらいたい。【竜落子ドラグリーズ】ではなく、一人の人間として。

　それはメルにとって、母のことを知るより何倍も重大な問題と言えた。

「ピリスさん。私たちも、貴女あなたと同じ【竜落子ドラグリーズ】です」

「はい？」

　メルの告白に、ピリスが小首を傾かしげる。

「信じられないでしょうが、そうなのです。私たちもまた、【竜落子ドラグリーズ】なのです」

　ピリスが今度は逆方向に首をひねる。それから数秒の空白を置き、ようやく彼女は「ええっ!?」と仰天した。

「ド、ド、【竜落子ドラグリーズ】っ？　メルシオーネさんがっ？」

「俺もだ」

「サビトさんもっ？　あ、先ほどは頭突きを失礼しました……」

「それはもういい」

　またしてもひれ伏ふしそうになったピリスの手を、メルは身を乗り出して取る。

「まさかここで同じ境遇の方に会えるなんて、思いもしませんでした。比較することに意味はありませんが、ピリスさんの辛さ……少しは分かるつもりです」

「メルシオーネさん……」

「明日、ルフェルドさんと話をします。私たちも【竜落子ドラグリーズ】であることを伝え、何とか考えを改めてもらえるよう──」

「だ、駄目ですっ。打ち明けるべきじゃありませんっ。この納な屋やに三人で寝るのは不可能ですっ」

「いえ、そうではなく、ピリスさんの寝場所を聖せい堂どう内に」

　その言葉を遮るように、サビトが口を挟はさんでくる。

「やめておけ。お前が【竜落子ドラグリーズ】だと告つげるのは、かえって王子を混乱させることになる」

「で、でも」

「あいつを支えているのは、王族たる矜きよう持じだ。血縁者かもしれぬお前が【竜落子ドラグリーズ】だと知ったなら、王子の忌き避ひはますます強まるかもしれぬ」

「…………」

「いずれ去る俺たちはいい。だが、残されたピリスはどうなる？　もはや納屋ですら寝させてもらえぬかもしれんぞ」

　と、ピリスが手をギュッと握り返してきた。

「私は今のままで充分です。この納屋って意外と住み心地がいいですし、厩きゆう舎しやの臭いだって気になりません。ほら、私って鼻づまりじゃないですか」

「それは、存じ上げませんが……」

「そうでした」

　えへへと無邪気に笑ったピリスを、メルは複雑な表情で見詰めていた。





　　　　６






「弓兵、上空の翼人ハーピーへ掃射！　剣兵と槍そう兵へいは二人一組となり、付近の敵から順に片付けていけ！　サビトくん、君は好きに動いてくれ！」

「承知した」

　舟が浅瀬に漕こぎ着くなり、サビトはルフェルドの叫びに短く応答し、騎士団に先んじて亜人軍の真っ只中へと突撃した。

　刃を閃ひらめかせながら敵中を駆け、まずは指揮官らしき存在を排除する。

　続いて群がる敵を蹴け散らしながら、騎士団たちの戦いにも意識を向ける。劣勢な者がいれば、手裏剣で援護するつもりだった。

（まあ、いるワケねえか）

　共に戦い出して三度目、彼らが手助けを必要としたことなど一度もない。さすがは精鋭揃ぞろいのフラオディール騎士団……つくづく手のかからない優秀な部隊だった。

（お陰で特異忍法もひた隠しのままにできる。何よりこうやって、自由行動を許されるのがありがてえ）

　……ルフェルドは最初の一戦目より以降、サビトへの指示をやめた。縛らないことがシノビを最大限に活いかす方法だと、賢けん明めいな指揮官はすぐに理解したのだろう。

「そもそも君は、【竜公アポステル】を倒すほどの勇者だ。とても私などが指図をしていい相手じゃない」……王族にも拘かかわらず謙けん虚きよにそう言ってきた緑髪王子に、サビトは改めて器の大きさを感じたものだった。

（これでピリスへの理解もあれば、完全無欠の『はんさむ』なんだがな……）

　それから数十分後。

　今日もまた湖を渡ろうとしていた四百ほどの亜人を殲せん滅めつし、サビトたちは舟で孤島へと引き返した。

　……サントミロス聖せい堂どうに招かれ、もう三日。頻繁に亜人たちが攻めてくることもあり、サビトとメルは客人扱いで逗とう留りゆうを続けている。

　もちろん、客人だからといってタダ飯を食うわけにはいかない。なのでサビトは騎士団の戦闘に加わり、一方のメルは雑用係としてピリスを手伝うことにした。

　こうしていれば、夫婦間で効果的に情報交換ができると思ったのだ。

「サビトくん、今日も君にかなり助けられたな」

　相変わらず優ゆう雅がに足を組んで座りながら、ルフェルドが労ねぎらいの言葉をよこしてくる。

　ちなみに舟は、行くときより一隻増えていた。本来なら敵の舟は全て焼却するのだが、たまたま亜人たちが出来のいいやつを持っていたので、頂くことにしたのだ。

「世話になっている身だからな。戦闘で働けるなら願ってもない」

「たった三度の出撃にして、君が倒した敵数はもう五百を超えている。私もそれなりに腕を磨いてきたつもりだが……シノビという戦士に出会えたのは、女神アシスの恩おん寵ちようなのかもしれないな」

「島が多方向から攻められたときには、俺だけに戦場の一つを任せてくれて構わぬぞ。そういった局面は、これまでなかったのか？」

「ああ。バークナーという【竜公アポステル】は、食料を得るためにしか亜人を動かさない奴やつだったからね。そういう意味では、他の地域よりはマシだったのかもしれない」

　そんなことを言いながら、ルフェルドが西に傾きつつある太陽へ視線を転じる。

　その横顔は凛り々りしく、腹が立つほど秀しゆう麗れいだ。ここまで端整な顔面をしていたら、さぞ鏡を見るのが毎日楽しいだろう。

　……ちなみに一度、メルの乳をどう思うかと王子に訊きいたところ、「サビトくん、女性は胸じゃないよ」と爽やかに諭さとされた。彼は貧ひん乳にゆうが好きなのかもしれない。

「バークナーが死に、我らには最大の脅威がなくなった」

　吹きつける風に長髪をなびかせ、ルフェルドが独りごちる。

「大きな転機が──来たのかもしれないな」

　そんな王子の呟つぶやきを聞きながら、サビトは舟の縁へりに頰ほお杖づえをついていた。




　島に帰り着くと、サビトはそのまま畔ほとりに残り、魚を獲とることにした。

　どうやらこの湖にはフナやハス、さらにはウナギまでいるようだ。夕方前に帰還できたことだし、微力ながら食料調達にも貢こう献けんしてやろうと思ったのだ。

（せっかく余った木材を貰もらって、水蜘ぐ蛛もも新調できたしな）

　昨夜こしらえたばかりの忍具を両足に装着し、とりあえず島の汀みぎわ付近をスイスイと行ったり来たりする。

　ちなみに水蜘蛛とは、水上を移動するための道具、並びにその術のことだ。

　木を加工した二枚一組の平たい円盤で、使いこなすにはそれなりの平衡感覚と集中力がいる。上忍ともなればかなりの速度で動き回れるが、あくまで短距離・短時間の水上移動のための通常忍法である。

　……十分ほど水面をウロチョロしていたとき、ふと岸辺の方角で歓声が上がった。

　見ると、そこに数人の子供が集まり、こちらへ向けてワーワー騒いでいる。察するに、この忍法が珍しいのだろう。

「サビトが水に浮いてる！」

「凄すごい凄い！　アメンボみたい！」

「サビト頑張れぇー！」

　そんな声援が届く間にも、子供の数は増えていく。樹じゆ海かいの村でもそうだったが、どうして自分はいつも子供たちから呼び捨てにされるんだろうか。

　大量に捕獲した魚を子供らに託し、「これを厨ちゆう房ぼうに届けてくれ」とお願いする。明日また水蜘蛛を見せることを条件に、彼らはそれに応じてくれた。

　元気に駆け去っていった子供たちを見送ると、櫓やぐらの上の見張り番に手を振り、サビトもまた雑ぞう木き林ばやしへと歩き出す。ついでに林内の罠わなを改めて確認しておくつもりだった。

　島の南部から東部へかけ、鬱うつ蒼そうとした林を落とし穴に注意して進む。すると。

「ん？」

　程なくして密集する木々の中に、奇妙な置物を発見した。

　……それは、リスの石像だった。

　全長十五センチくらいの、やけに精せい巧こうな石の彫刻が、地面にゴロリと横倒しになっていたのだ。

（何だこれ。気持ち悪いほどよく出来てやがるな）

　見れば見るほど、今にも動き出しそうなほどの完成度である。大した名工がいたものだと感心するが、こんな場所に捨てられているということは失敗作なのかもしれない。

（それとも、島の守り神とか？　その割には粗そ末まつな扱いされてるけど……）

　しゃがみ込んでリスをしげしげと観察していた、その時。

　不意に背後より、誰かが近付いてくる足音がした。

（あれ、いつの間に……気配を読み落としちまったか？）

　念のため片手を刀にかけつつ、立ち上がって振り返る。

　やがて待ち受けるサビトの前にやってきたのは──見知らぬ一人の青年だった。

「やあ、こんにちは。いい夕暮れだね」

　ヒョイと片手を上げ、相手が気さくな挨あい拶さつを投げてくる。

　二十歳前後とおぼしき、背丈はさほどサビトと変わらない若者だった。ニコニコと人懐っこそうな笑みを湛たたえ、形のよい両目を柔らかく細めている。肌は白く、手足は細く、とても剣けんなど扱えそうにない体付きに見えた。

　ルフェルドほどじゃないが、なかなかの『はんさむ』である。……だが、何よりサビトの目を引いたのは、その頭髪だった。

（銀髪、だと？）

　それは絹きぬのごとき艶つややかな白銀──メルと同じ色であった。

　ただし彼女と異なるのは、瞳色が血のごとく妖しい深しん紅くであること。そのためか、風ふう貌ぼうにどことなく禍まが々まがしさを感じてしまう。

　目の色が違うだけで、ここまで印象が変わるとは思わなかった。

「お主、騎士団の者ではないな？　武装していないところを見ると、一般住民か？」

　とりあえず尋ねてみると、青年は「まあ、そんなトコかな」と肩をすくめてきた。

　木々の間を、ふと生なま温ぬるい夕風が吹き抜けた。

「それより見てたよ。君って、面白いことができるんだね」

「ん？」

　眉まゆ根ねを寄せたサビトに、青年がその場で両足を交互に滑らせる仕草をする。どうやら水蜘ぐ蛛ものことを言っているらしい。

「水面をスイスイ～ってさ。よく沈まずに動けるよね。びっくりしたよ」

「氷上だろうが水上だろうが、シノビに歩けぬ場所はない」

「シノビ……それってもしかして、ニンジャのことかい？」

「何？」

　銀髪青年の口から発せられたその言葉に、サビトは少なからず当とう惑わくした。

　ニンジャとは、シノビの別称だ。他にも『草』『乱波ラツパ』『奸カマリ』などと呼ばれることもあるが、それらも基本的にサビトたちのことを指す。まさかその呼称を、こんな場所で耳にするとは。

「お主、シノビを知っているのか」

「本で読んだことがあるんだ。大陸の遥はるか東の島に、そういう戦士がいるってね」

「…………」

「光栄だよ、まさか本物のニンジャに会えるなんて。君たちは本来、影に徹する存在なんだろう？」

　なかなか博識な奴やつだ。そして同時に、いよいよ奇妙な青年である。

　そもそもこんな目立つ銀髪がいれば、これまでに気付いてもよさそうなものだ。まだ聖せい堂どうに来て数日だが、ここには四百人ほどの住民しかいないのだから。

（まさか【竜公アポステル】という可能性は……いや、奴らは互いの縄張りには踏み入らないんだったか。どのみちこんな孤島にヨソ者がいれば、すぐバレちまうだろうし……）

　そんなサビトの思考は、青年の新たな質問によって中断を余儀なくされた。

「ところで君は、あの鎧よろいの少女と夫婦なんだよね？」

「え？」

「ほら、あのグラマーで凄すごく美人の……同じ銀髪だから気になってたんだ」

「『ぐらまー』とは何だ」

「えっと、端的に言えば魅力的ってことかな」

　何だ、おべんちゃらを言っただけか。隠す理由もないのでサビトは素直に頷うなずいた。

「いかにも、アレは嫁よめだ。いささか尻しりが軽く、でかいがな」

「はははは。で、子供はいるのかい？」

「こ、子供？」

　あけすけに問われ、思わず鼻白む。初対面にも拘かかわらず、いやに無遠慮な青年だ。

「夫婦なんだから、いてもいいだろ？」

「……生あい憎にくだが、まだ子はいない」

「えっ、そうなのかい？　何で作らないのさ」

「エッチなのはダメだそうだ」

　何な故ぜだか銀髪青年の顔に、如によ実じつな落胆が浮かんだ。嘆かわしげに溜ため息いきをつくと、いきなり真面目まじめな口調になって告つげてくる。

「駄目だよ。すぐに子供を作るべきだ。何なら、今夜にでも」

「そう言われてもな……」

「今の時代、人間なんていつ死ぬか分からない。なるべく早く、多く、子供を作っておくべきだよ」

「…………」

「僕だって娘が一人いる。彼女の成長を何よりの楽しみにしているんだ。だから──君たちにも頑張ってもらいたいな」

　……それから長々と子作りを勧めるだけ勧めて、青年は「応援してるよ」と親指を立てて去っていった。

　結局のところ、名前を訊きく機会すら逸いつしてしまった。まあ、あの髪色だし、ルフェルドかピリスに確認すれば分かるだろう。

（人間はいつ死ぬか分からない、か。確かに竜人レドルグなんかと戦ってりゃ、いつ死んでもおかしくねえよな……よし）

　──その夜。サビトは思いきって、メルに子作りを持ちかけてみた。

「サ、サビトっ、何をするつもりですかっ？」

「知れたこと。手合わせを所望する」

「どうして脱ぐ必要があるんですか！」

「そりゃ脱ぐだろう。え、裸になるもんじゃないのか？」

「いいから一旦離れて下さい！　あと、胸から手を放して下さい！」

「え、胸を揉もむもんじゃないのか？」

「お尻しりからも！」

「え、尻をパンパン叩たたくもんじゃないのか？」

「どこで仕入れた知識ですか！」

　──その結果、床に正座させられ、延々と説教を受ける羽目になった。

「……サビト。ちゃんと服は着直しましたね」

「う、うむ」

「では説明して下さい。どうして私を押し倒してきたんですか」

「だから、子供をだな」

「どんな誘い方ですか！　ちょっとはムード作りとかないんですか！」

　メルの顔が真っ赤になっている。怒っているからか。それとも先ほど、こちらが褌ふんどし一丁になったからか。

「サビト。私だって赤ちゃんは欲しいです。でもアトリに黙って『そういうこと』をするのは反対です。この件については、ちゃんと三人で話し合って決めるべきでしょう？」

「いや、しかし、応援されたのだ」

「誰にですか！　大体ここは聖せい堂どうですよっ？　女神アシス様のお膝ひざ元もとですよっ？　そんな場所で淫みだらな行為なんて……」

「いいかメル。俺がこんなことをするのには、ちゃんとした理由があるのだ」

「何ですか？」

「つまり、えっと……そう、お前が『ぐらまー』だからだ」

「結局オッパイとお尻じゃないですか！」

　その後。説教は二時間以上にも及んだ。
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　夜遅くまでサビトに説教をしたため、翌朝のメルは少し寝不足気味であった。

　いつもより二時間以上も就寝が遅れたことで、異常に瞼まぶたが重たい。おまけに朝になっても「俺は銀髪男に謀たばかられたのだ」とサビトが主張してくるので、また口論になってしまった。

（こんなプライベートな事情で、仕事に遅れるわけにはいきません）

　気だるい体を発はつ奮ぷんさせ、メルは何とか定刻通りにピリスと合流した。

　彼女と一緒に北側の湖こ畔はんへ行き、みんなの衣服やシーツを洗濯する。それを持って今度は聖せい堂どう近くの物干し場まで戻り、手分けして干していく。

　眠い目をこするメルとは対照的に、橙とう髪はつ少女は今日も朝から元気だった。「ほーほー、ほっほー」と何やら歌を唄うたっているが、どうやら鳩はとの鳴きマネらしかった。

（こんなに働き者で無害な子なのに、どうしてルフェルドさんは……）

　ピリスと行動を共にして数日。メルには一つだけ分かったことがある。

　それは──聖堂の住民たちが、懸念していたほどピリスを迫害しているわけじゃないということだ。

　確かによそよそしさはあるものの、挨あい拶さつもすれば短い雑談にも応じる。子供たちに至っては、むしろ彼女への好意さえ感じた。

　だからつまるところ……やっぱり最大の障壁は、ルフェルドなのだ。

　彼のピリスへの冷淡さは、この島でも群を抜いている。聖堂内で会っても、ピリスとは会話どころか目も合わさない。思えばスープの一件以来、ルフェルドが橙髪少女と口を利くのを見たことがなかった。

（このままじゃいけない。聖堂を去る前に、一度ルフェルドさんと話をしないと）

　……そんな思いを募らせていたところ。メルは期せずしてそのチャンスに恵まれた。

　ピリスに頼まれてルフェルドへ昼食を届けにいった正午。彼から「よければ一緒にどうだい？」と声をかけられたのだ。

　場所はこの前と同じ、聖堂二階のテーブルの部屋。一緒に食事する予定だった幹部に急用ができたため、一人分が余ってしまったのである。

「サビトくんとは話す機会もあるが、あまり君とはこういう時間が取れないからね。おっと、彼に一言だけでも断っておくべきかな？」

「いえ、平気です。ではご一緒させて頂きます」

　これくらいのことでサビトは怒ったりしない。そもそもルフェルドから「母のこと」を聞くよう勧めてくれたのは、当の夫なのだから。

（でも、ちょっとはヤキモチを焼いて欲しいかも……）

　ルフェルドの斜め前に腰をかけると、すでに緑髪王子はパンを食べ始めていた。少しずつ千切って口へと運ぶ様は、やはり上品で行儀がいい。

　……確かにルフェルドは素敵な青年だと思う。強く優しく、しかも本物の王子様だ。

　ただ、それでもメルは、サビトの方がもっと素敵だと思っている。喧けん嘩かをすることも多いし、女心を全く解さない。しかも「子供にはジャジャマルと名付けよう」などとセンスも壊滅的だ。だが、それでもメルはサビトがいいのだ。

（サビトだって贔ひい屓き目めに見れば、それなりにハンサムだと思いますし……それに私とルフェルドさんは、親類かもしれないのですから）

　そんなことを考えている間に、いつしかルフェルドは食事を終えてしまっていた。

　まあ、早いのも当然だろう。メルが運んできたのは、水とパンだけなのだ。

「ルフェルドさん、どうぞ私のパンも食べて下さい」

　申し出たものの、「いや、結構だよ」とあっさり固辞されてしまう。

　王族にも拘かかわらず、ルフェルドは贅ぜい沢たくを好まない。質しつ素そ倹けん約やくを旨むねとし、武具以外の私物にも全く頓とん着ちやくしない。

　自分の食料の半分は、病人や子供たちへ……彼はもう何年も、そうやって節食を続けているという。住民たちが心酔するのも頷うなずける。

「貴方あなたは騎士団のリーダーでもあるのですし、栄養にも留意しておかないと……」

「心遣いは有り難がたいが、体だけは丈夫でね。別に無理をしているわけでもない。私は生まれたときから、豪ごう奢しやな暮らしなど一度もしたことがないからね」

　それはその通りだろう。フラオディール王国が滅んだのは、今からもう九十年以上も前だと聞く。

　ルフェルドどころか、彼の父や祖父すら、王国の栄華など知らないのだ。なのに「王族として国民を守る」という責任だけを、彼らは背負わされているのだ。

「ルフェルドさん。王族などに生まれてこなければ……そう思われたことはありますか」

　思わず口をついて出た問いに、緑髪王子は微笑を浮かべて首を横に振った。

「違う親から生まれていたら、私は私ではなかっただろう。生まれを否定したところで何も始まらないさ」

「…………」

「質素な生活を、私は恥だとは思わない。王族として何より恥ずべきは、国民を見捨てることだ。ノーブレス・オブリージュ……私は父から、その精神を教え込まれてきた」

　堂々と言い放つルフェルドに、改めて尊敬の念を抱いてしまう。

　これが彼の矜きよう持じ。『緑皇子ベレグレス』と讃たたえられる、気高く美しい王家の魂たましい。

　……でも、だからこそ心苦しい。

　その誇りが、ピリスを拒絶する氷ひよう壁へきになっている。愛する祖国を蹂じゆう躙りんされた強い無念と怒りが、【竜落子ドラグリーズ】への嫌悪にも繫つながっているのだ。

　そしてルフェルドが忌き避ひする以上、住民もピリスを受け入れるわけにはいかない。

　二年の月日の間に、彼女が無害で善良なことを知った者もいるだろう。だが、住民たちはこれからも、ピリスと距離を取り続けるしかない。

　ルフェルドは自ら先頭に立って戦い、皆のために命を張っている。そんな王子の意向に背くことなど……どうして彼らにできようか。

（でも逆に言えば、ルフェルドさんさえ理解を示してくれたら、ピリスさんはみんなの一員になることが……）

　グラスの水を見詰め、しばしそんな思案に耽ふけっていると。

　やにわにルフェルドが姿勢を正し、話題を変えた。

「そんなことよりメルシオーネくん。君はもっと他に、私に質問したいことがあるのではないかな？」

「え？」

「その剣けんの所有者だった、君の母親かもしれない人物のことだ」

　はたとルフェルドに目を向ける。互いの緑りよく瞳どうが合わさる。

　まさか彼は、それを話すために食事に誘ったのか……？

「教えて、下さるのですか」

「君とサビトくんの人間性は、この数日でおおよそ把握した。やはり君たちは、信頼していい相手だと私は思っている」

「…………」

「ならば伏ふせておく理由もない。レイオーネ殿のことを」

　レイオーネ──それが彼の知る「心当たりの人物」か。どことなく名前に親和性を感じるのが、メルの心をさらに波立たせた。

「レイオーネという女性は、父の妹だ。つまり私の叔母になる。もしメルシオーネくんが彼女の子なら、私たちは従兄妹いとこだね」

「従兄妹……」

「残念ながら、私はレイオーネ殿と直接の面識はない。何な故ぜなら彼女は約十八年前──ちょうど私が生まれる直前に、行方不明になってしまったからだ。君が持つ、その王家の剣と共にね」

　メルの腰にある愛あい剣けんを指差しつつ、ルフェルドはなおも続ける。

　彼の声はよく通り、石壁に囲まれた室内に小さく反響した。

「レイオーネ殿に何があったのかは分からない。父は手を尽くして探したそうだが、とうとう彼女が見付かることはなかった。【竜公アポステル】バークナーに攫さらわれたのでは……そんな噂うわさも囁ささやかれたようだが、真相は謎のままだ」

　……その噂は的を射ている。彼女はまぎれもなく、竜人レドルグに攫われたのだ。

　ただしそれは、おそらくバークナーではない。メルが育ったのはここから遠く離れた、大陸中央部に位置するイリオスタ地方だ。

　だからメルは、そこに君臨していた【竜公アポステル】こそが自分の父親だと思っている。村人の誰一人として名前も能力も序列も知らない、正体不明の【竜公アポステル】だったが……

「君が母親のことを覚えていないのは悔くやまれるが、やはり私は、君の母はレイオーネ殿だったのだと思う。例えば、敵に捕らわれた彼女は旅の戦士に救われ、そのまま二人は結ばれた……などという憶測は、いささか夢見がち過ぎるかな」

　小さく肩をすくめたルフェルドに、メルは曖昧に笑い返すのが精一杯だった。

（もしそうなら、どんなによかったでしょう）

　でも違う。自分が【竜落子ドラグリーズ】である以上、母が望んでメルを生んだとは思えない。

　レイオーネは助けられることなく、なす術すべもなく、竜人レドルグに生まされたのだろう。

　望むべくもない子を。忌まわしき【竜落子ドラグリーズ】を。

「──ルフェルドさん。話して下さってありがとうございます」

「いや。私が教えられることは、せいぜいこの程度だ。彼女を守れなかったことは、フラオディールの失態……なるべく口外したくなかったんだ」

「理解しています。ただ私には、それよりも貴方あなたと話したいことがあるのです」

「話したいこと？　母君のことよりもかい？」

　目を丸めたルフェルドに対し、真剣な表情で「はい」と頷うなずく。

　母のことは、名前を知れただけでも充分だ。メルにとっての本題はここからなのだ。

「それは、ピリスさんのことです」

　その名を聞くなり、ルフェルドが如によ実じつに顔をしかめた。ややあって小さく息を吐き、初めてメルから視線を外す。

「……聞いたのか。彼女の正体を」

「はい。ピリスさんは、【竜落子ドラグリーズ】であると」

「…………」

　数秒の沈黙を置き、やがて彼は苦々しげにグラスを一つ呷あおった。

「そういえば君は、彼女の仕事を手伝ってくれているんだったな。不快な思いをさせてすまない。ピリスには、二度と君たちに近付かぬよう──」

「ご、誤解なさらないで下さい。私がお願いしたいのは、むしろ逆なのです。どうかピリスさんを、住民の一人として扱って頂きたいのです」

　予想外の言葉だったのか、ルフェルドの緑りよく瞳どうに困惑の色が浮かぶ。

　説き伏ふせる自信はない。が、ルフェルドなら分かってくれるかもしれない。とにかく全霊をかけ、真摯に訴える……メルにはそれしかなかった。

「ルフェルドさん。私もここ数日、ずっと貴方を見てきました。私は貴方を深く尊敬しています。もし私が血縁者だとしたら、これほど誇らしいことはありません」

「…………」

「そして私は、ピリスさんのことも間近で見てきました。彼女はここの一員になろうと、必死で頑張っています。皆さんの、ルフェルドさんの役に立とうと、毎日必死に……」

「…………」

「【竜落子ドラグリーズ】を忌き避ひするお気持ちは、もちろん分かります。でも貴方あなたなら、『生まれを否定しても始まらない』と理解されているルフェルドさんなら──」

「分かっているよ」

　メルの懇こん願がんを遮るように、ルフェルドが片手で制してくる。

「君の言いたいことは分かっている。住民の中には、ピリスに情が芽め生ばえつつある者がいることも知っている。だが」

　次いでルフェルドは、無情にもきっぱりと断言した。

「私は、彼女を受け入れるわけにはいかない。それが父の遺志だからだ」

「い、遺志……？」

「前にも話したが、私の父は数年前に戦死した。正確には三年前。その場所は、ここより西にある砦とりでだ」

「西の、砦？」

　それは確か、ピリスが暮らしていた場所だ。百人ほどの人間が隠れ住んでいたという、小さな廃はい城じようだ。

「あそこに僅わずかな人間がいるかもしれない……そんな情報を耳にした父は、聖せい堂どうの守備を私に任せ、四十名の部下と共に出撃していった。そこに国民がいるなら、何としても救わねばならない──それが王族の責任だからね」

「…………」

「結果として、情報は真実だった。が、砦はすでに落ちたあとであり、父たちは待ち受けていた数千の亜人軍によって壊滅させられた。帰ってきたのは、一人の部下のみ。報告ののちに息を引き取った」

「そんな……」

「父は、私の目標であり憧れだった。誰よりも国民を愛し、竜人族レドルグを憎んでいた。そして私はその嫡ちやく子しだ。父が竜人族レドルグを、その眷けん族ぞくを忌避するなら、私もまたそうするまで」

　……改めて分かってしまった。ルフェルドという青年の本質が。父が死んだ今でも、王子を名乗っている理由が。

　彼には、王になる気がないのだ。彼にとっての王とは、あくまで父のことなのだ。

　亡父への思し慕ぼが強いあまり、ルフェルドは今でも盲もう従じゆうを続けている。住民がルフェルドに背けないように、彼もまた父に背けないのだ。

「ピリスを受け入れることは、父の思想を否定することだ。それだけはできない。それは私自身の否定にも繫つながる」

「待って下さい！　ルフェルドさんとお父様とは違います！　貴方には貴方の『王』としての姿が──」

　知らず椅い子すを立って大声を上げていたメルは、しかし扉がいきなり開いたことで発言を封じられてしまった。

「いた！　メルお姉ちゃん！」

「大変だよ！　『緑皇子ベレグレス』様も聞いて！」

　駆け込んできたのは、数人の子供たちだった。ここまで走ってきたらしく、みんな息が切れている。

「やあみんな。そんなに慌ててどうしたんだい？」

　ルフェルドが柔和な表情を取り戻し、子供たちに優しく笑いかける。

　警笛が鳴っていないことから、亜人が襲来したというわけじゃないのだろう。それならば子供ではなく、騎士団員がやってくるはずだ。

「メルお姉ちゃん、一緒に来て！　早く早く！」

　どうやらルフェルドではなく、自分に用があるようだ。

　しきりに手を引っ張ってくる彼らに、とにかく事情を尋ねてみる。

「えっと、どこへ行くの？　何があったの？」

「サビトが釣られたの！」

　意味が分からず、「え？」と声を裏返す。偶然にもルフェルドとハモってしまった。

「サビトがね、また湖をスイスイしてたの！」

「そしたらピリスちゃんが来て、自分もお魚を釣るって……」

「ピリスちゃん、釣つり竿ざおをえいって飛ばしたら……そしたら、サビトが釣れたの！」

「サビト、水の上をグルグル引き回されて、ブクブク沈んじゃった！」

　口々に騒ぐ子供たちに、気付けばメルは眉間を押さえていた。

　本当に、何をやっているのだろうか。ウチの亭主は。
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「も、申し訳ありません！　大切なお客様を、あろうことか一本釣りに……」

　夕刻。改めてメルと共に納な屋やを訪れたサビトは、今や挨あい拶さつ代わりのように平へい伏ふくしてきたピリスを渋い表情で見詰めていた。

　……昼間は彼女のお陰でエラい目に遭った。というか、ピリスに煮え湯を飲まされるのは、これでもう何度目か分からない。

（雑ぞう巾きんと間違えて、俺の褌ふんどしで床を拭きやがるし。松明たいまつに火をつけるからって肩車してやれば、俺の頭に火種を落としやがるし）

　昨日は昨日で刀の手入れをしていたら、自害だと勘違いされた。「早まらないで！」と彼女に体当たりされ、サビトは危うく自分の親指を切り落としそうになった。

　やはりこいつはシノビの──少なくともサビトの天敵だ。

　今ではサビトも別の意味で、この橙とう髪はつ少女を危険視している。

「本当に私ったら、どうしていつもこうなのか……」

「それはこちらが聞きたい」

「つくづく他者の追つい随ずいを許さない、まだなお進化を続けるドジでして……」

「カッコよさげに言うな。いいからお前はじっとしていろ。妙な動きを見せるな」

「お詫わびと言っては何ですが、フラオディール国歌を独唱させて下さい」

「どんな詫びだ。そんなものを聞くために来たのではない」

「でも、かなりの自信作なんです」

「しかも『おりじなる』だと？　勝手に国歌を作るな」

「ではせめて、毎朝唄うたっている鳩はとさんたちの国歌を」

「遠慮する。大体あれは鳴き声であって、別に歌では」

「ほーほー、ほっほー」

「遠慮するっつってんではないか！」

　いっそ地に戻ってツッコミたかったが、シノビが簡単に本性を見せられないのでグッと堪える。正直、いつまで我慢できるかは怪しかった。

「二人とも、すっかり仲良くなりましたね」

　そんなサビトたちを眺ながめながら、メルが戯ざれ言ごとをよこしてくる。

　彼女はピリスの背後に回り、先ほどからその髪に櫛くしを通してやっていた。こうして見ると仲のいい姉妹に見えないこともない。【竜落子ドラグリーズ】同士なので、気が合うのだろうか。

「メル。お前は毎日ピリスの横にいて、死にかけたことはないのか」

「あ、当たり前ですよ。ピリスさんはとても真面目まじめに仕事をこなしています。お料理だって、私より上手なんですから」

　たちまちピリスがえへへと照れる。たとえそうでも、彼女の料理は食いたくない。うっかり、無意識に、サビトの皿だけに毒を盛る恐れがある。

　……ちなみにメルは今日、王子から母の情報を得ることに成功したという。

　その人物の名は、レイオーネ。姿をくらませた時期を考えると、メルの母親である可能性はかなり高い。名前が「オーネ」で終わっているところも、何となくそれっぽい。

（察するにメルの母ちゃんは、十八年前に拉致られて、大陸中央部のイリオスタ地方でメルを生んだんだろうな）

　しかし生まれた子が【竜落子ドラグリーズ】だったため、娘が始末されるのを恐れたレイオーネは、付近にあった人間の村にメルを託した──そんなところか。

　同情するべき酷ひどい話だが、だからこそメルが存在しているのだと考えると……少し複雑な気分だった。

「ところで問題の件ですが、ルフェルドさんと話してみて私は思いました。きっと彼は、ピリスさんを心から嫌っているわけではないのだと」

　ピリスの髪を梳すきながら、母のことを捨て置いてメルが話し始める。

　納な屋やにやってきたのも、ピリスを交えてこの話をするためだ。どうもメルにとっては、こちらの方がよっぽど重要な案件らしい。

「ルフェルドさんは、お父様が【竜落子ドラグリーズ】を忌き避ひしていたために、自分もその思想を踏とう襲しゆうしようとしているみたいです」

「何だそれは。親父おやじが嫌っていたから、自分もそうすると？」

「はい。ルフェルドさんの王家への、とりわけお父様への思いは、それだけ強いということです。でも彼の本心は、実は違うのかもしれません。もしかしたら、本当はピリスさんのことだって──」

「ルフェルド様のお心は、分かっているつもりです」

　そこでピリスが、やけに神しん妙みような面持ちで口を開いた。

「私は今だって、充分過ぎる慈悲を与えてもらっています。もう出会ったときのように笑いかけてはくれませんが……ルフェルド様は今でも、ちゃんと私を気にかけて下さっています」

「このような場所に追いやられておいて、何な故ぜそう思う」

「【竜落子ドラグリーズ】である私に、ルフェルド様は決して『出ていけ』とは言われません。それどころか、『ピリスへの暴力的な振る舞いは、一切禁じる』とまで命じて下さっています。最初は周囲の風当たりもきつかったので、私は大いに助けられました」

「…………」

「いくらドジをしても、雑用係から外されたりもしません。私と仲良くしてくれる子供たちを、咎とがめたりもしません。これ以上ワガママを言ったら、女神アシス様のバチが当たりますよ」

「そいつは確か、リスの神様だったな」

「はい？　アシス様は少女の姿をされた、豊穣の女神様です」

「しかし、林でリスの石像を見たぞ。あれは御神体ではないのか」

　小首を傾かしげたピリスの背後で、しかしメルは相変わらず曇くもり顔をしていた。

「人々との共存……それは【竜落子ドラグリーズ】にとって、やはりワガママなのでしょうか」

　悲しげに呟つぶやいた彼女に向けて、サビトは膝ひざを正して改まる。

　実はこちらも、この機会にメルに言っておきたいことがあった。それはサビトにとっても、メルにとっても、忘れてはならない大切な「本分」だ。

「メル。お前の気持ちも分かるが、我らが介入できるのはここまでだ」

「え？」

「ピリスが求めているならまだしも、これ以上はさすがにお節介というもの。母の情報を得られた今、次なる【竜公アポステル】を討うつべく旅を続けるべきではないのか」

「で、でも、この地にはまだ亜人が……しかも毎日のように襲撃があるのですよ？」

「亜人退治なら、旅をしながらでもできる。敵の残数も分からぬまま、ここにずっと留とどまっていても始まらぬ」

「それは分かりますが、もし数万単位の亜人が残っていたら……」

「承知している。だから俺は、王子に一つの提案をしようと思っている」

　それは提案というより、忠告に近いかもしれない。

　きっとルフェルドは、容易に聞き入れようとはしないだろう。だが、世話になった以上は義理を果はたす。その進言だけは残していく。

「提案って、まさかサビト」

　察しのいい嫁よめは、すぐに分かったようだ。

「ああ。王子に──聖せい堂どうからナトゥアへの移住を勧める」




　翌朝。

　早速ルフェルドに「移住の提案」をするべく部屋を出たサビトは、皮肉にも彼に先手を取られる形となってしまった。

　──騎士団は総員、聖堂内の広場へ集合せよ──

　いきなり王子より下されたその召集に、聖堂は朝から騒然となっていた。

　一般住民までもが入口周辺に押しかけ、整列した騎士団を「一体何事か」と緊張した面持ちで見守っている。

　サビトとメルもそこにまぎれ、騎士団の前方に立つルフェルドを遠目から窺うかがっていた。

「栄えあるフラオディール騎士団に、『緑皇子ベレグレス』ルフェルドが命じる！」

　ズラリと並んだ七十五名の騎士たちに、緑髪の王子が高らかに告つげる。

　同時に騎士団が、一斉に右拳を胸に当てた。

「かねてより計画していた作戦を、ついに実行するときが来た！　我らはこれより、西の砦とりでを奪還するべく進撃を開始する！」

　周囲の人々と一緒に、メルが息を吞のんだのが分かった。

　ルフェルドが毎日のように幹部たちと軍議を開いていたのは知っていたが……あれはこのためだったのか。

「【竜公アポステル】バークナーが死んだ今こそ、打って出る最大のチャンスだ！　皆も三年前の敗北は記憶に新しいはず！　私のように、肉親を失った者も大勢いるだろう！　その無念を晴らすは我らの大願……そしてこの一手を、フラオディール再興の狼煙とする！」

　騎士たちが「ハッ！」と声を揃そろえる。闘志に満ちたその呼応が、堂内の空気をビリビリと震わせた。

　一方、住民たちは知らされていなかったのか、周囲でちらほらと戸惑いの声を上げている。群集の中に見付けたピリスも、アワアワと目を白黒させていた。

「これより一時間後、まず二十名による偵察隊を出動させる！　敵の数、種族、周辺地理を把握し、この戦いの勝利を確実なものとする！　偵察隊は私が率いる！」

　そこでルフェルドの大音声がようやく治まると、メルがヒソリと尋ねかけてきた。

「サビト。この作戦……どう思いますか」

「時期尚早、と言わざるを得んな。今の兵力で拠きよ点てんを増やすことに、何の意味もない。逆に騎士団を二分せねばならず、聖堂の守りが手薄になる」

　それくらいのことは、ルフェルドも承知しているはず。

　なのに彼がこんな反攻に踏み切ったのは──「父の弔い合戦」という私情か。

　そうまでして、先王の仇かたきを討うちたいというのか。

（全く、理想主義者はこれだから……まあいい。その苦言もひっくるめて、王子に意見を申し立てるとするか）

　程なく解散を告つげ、ルフェルドは奥へと消えていった。

　サビトはすかさずメルを残して歩き出し、人垣を縫ぬって足早に王子を追いかけた。




　ルフェルドを捕まえることができたのは、初日に食事を振る舞われた会議室だった。

　幸い室内には彼しかおらず、サビトが踏み込んでも何も言ってはこなかった。なので挨あい拶さつもそこそこに、出撃準備をしているその背中へ、早速ながら諫かん言げんを飛ばす。

「王子よ。此こ度たびの作戦、お主らしくない悪手だぞ」

「…………」

　サビトの声を聞いているのかいないのか、ルフェルドは黙々と手を動かしていた。

「今はまだ、聖せい堂どうの防衛だけで精一杯のはず。騎士団はたった七十五名……その貴重な戦力を、一兵とて無駄に失ってはならぬ」

「…………」

「私見で言わせてもらうが、その砦とりでは戦略的価値に乏しい。危険を冒おかしてまで奪還するものではない」

　すると、そこでようやくルフェルドが言葉を返してきた。

「悪いがサビトくん、この戦いだけは譲れない。私は父の子として、あの砦にいる亜人どもを必ず討たねばならないんだ」

　思った通り、やはり私怨のようだ。

　彼は今日まで、自身を犠牲にして住民のために生きてきた。だからこれは、その優秀な指導者の、たった一度のワガママなのかもしれない。

　が、悪いが今回も我慢してもらう。この作戦は、失敗時の痛手があまりに大きい。彼をこんなことで愚将にはしたくない。

　だからこそ言わせてもらう。ルフェルドの怒りを買う覚悟で。

「王子よ、お主にはそろそろ親離れをしてもらわねばならぬ。いや、国離れをしてもらわねばならぬ」

「……何？」

　ルフェルドが手を止め、こちらに向き直る。すでに支度は整ととのえられていた。

「どういうことだ、サビトくん」

「以前にも言ったが、ここより遠い南方に、ナトゥアという町がある。防備に優れ、資源と面積にも恵まれた町だ。人口は二千人だが、まだ多数の住民が暮らす余裕がある」

「それが、どうした」

　ルフェルドの顔が険を帯びていく。こちらの言いたいことを悟さとったのだろう。

「提案する。住民を連れ、ナトゥアへ移住しろ。あそこには【竜公アポステル】も、おそらく亜人もいない。ここより数段マシな生活もできる」

「移住、だと？　この地を……フラオディールを捨てろというのか？」

「いかにも。人間はできるだけ合流し、強く大きな共同体を作るべきなのだ。滅んだ国に固執している場合ではない」

「ふざけるな！」

　雷のごとき怒号と共に、ルフェルドの手が剣けんの柄つかにかけられた。

　抜剣しそうになったその腕を、サビトは一気に距離を詰めて押さえる。

　まだ話は終わっていない。間近で睨にらみ合あいながら、さらに『緑皇子ベレグレス』に言い放つ。

「お主は言ったはずだ。ここにいる者たちは、国の宝だと。自分には皆を守る義務があると。ならば仇あだ討うちよりも、住民の安全を優先させろ。己の私怨に付き合わせるな」

「この私を愚ぐ弄ろうする気か！」

「愚弄ではない。見込んだ男だからこそ忠言している」

「君に私の何が分かる！」

　怒りに任せ、ルフェルドが右足を蹴けり上げてくる。

　それをサビトが後ろに飛びかわすなり、王子が剣の速射を放った。

　以前に妖人ゴブリンのリーダーを蜂はちの巣すにした、超速の刺突……しかしサビトは、その全てを刀で迎げい撃げきした。

　同じく繰り出した刺突によって、切っ先を切っ先で受け止める。彼の必殺の剣を、まるで鏡映しのように、ことごとく「点」で突き返してやる。

「！」

　ルフェルドの両目が、驚きよう愕がくに見開かれる。

　生あい憎にくだが、この技は一度見せてもらった。しかも王子は、激げき昂こうしながらも手加減をしていた。

　そうでなければ、こんな芸当はできなかっただろう。彼の速射に対し、初見でそれが可能なのは、おそらく幼おさな馴な染じみのクノイチくらいだ。

「ば、馬鹿な……」

「王子よ、頼むから考え直せ。国を取り戻す機会は、いずれ必ずやって──」

　と、そこへ近付いてくる足音が聞こえ、メルが部屋に現れた。

「失礼します。ここにサビトが来て、いません、か」

　抜刀している両者に、銀髪少女がたちまち硬直する。

　しばしポカンと呆ほうけたのち、次いで彼女は血相を変え、慌ててサビトたちの間に割り入ってきた。

「な、何をしてるんですか二人とも！」

「気にするな。ただの『ぼーいずとーく』だ」

「どう見てもボーイズバトルです！」

　そのやり取りを聞き届けることなく、不意にルフェルドが歩き出した。

　サビトとメルを置いて扉へと向かい、出ていく間際に声を投げてくる。

「サビトくん。私は、この作戦をやめるつもりはない」

「…………」

「移住も断る。我々はフラオディールの人間だ。他に行く所など──ない」

　最後に告つげてきたその言葉は、皮肉にもピリスと同じものだった。





　　　　３






　サビトとの一幕ののち。

　結局ルフェルドは意見を曲げることなく、二十人の部下と共に聖せい堂どうを出発していってしまった。

　物別れに終わったが、伝えるべきことは伝えた。説得の機会は、王子が偵察から帰ったときにもう一度ある……今はそれで納得するしかないが、やっぱり気分は晴れなかった。

（剣けんまで抜かせちまったのは、さすがに失敗だったか）

　まさか「この地を去れ」という進言が、あそこまでルフェルドの逆げき鱗りんに触れるとは思わなかった。つくづく自分は、話術の苦手なシノビである。

　──ピリスを受け入れろ。

　──祖国を離れろ。

　考えてみればルフェルドには、夫婦揃そろって無む茶ちやな要求ばかりしている。さらに後ろめたいことに、こちらは【竜落子ドラグリーズ】であることも隠しているのだ。

（次の説得も失敗なら、もうお手上げだな……王子は今のままでも、充分よくやってる。責める筋合いじゃねえ）

　半ばそう諦観しつつ、サビトは雑ぞう木き林ばやしをブラブラと巡回した。

　ここは島の西部、リスの石像があった場所とは反対側の林だ。ひしめく木々は多種多様で、幹や枝葉がしつこく前進を邪魔してくる。

　地面には各所に「草くさ結むすび」の罠わなが仕掛けてあり、注意して歩かねば爪先を引っかけられてしまう。その少し先には、雑草で巧妙に『かむふらーじゅ』された落とし穴……かなり深く掘られているらしいその場所を、ピョンと一足で飛び越える。

（子供じみた仕掛けだが、馬鹿な亜人なら引っかかるかもな。ブゴゴ辺りとか）

　そのまま歩を進めようとしたとき。不意に後方から誰かが駆けてくる気配がした。

（ん？　またあの銀髪野郎か？）

　振り返ると、走ってきていたのはピリスだった。やけに必死な形相で、何やらこちらに喚わめいている。

「サビトさん！　林に入っちゃ危険です！　その近くには落とし穴が！」

「分かっている。そこの地面だろう？　っておい、止まれっ。そこに落とし穴──」

　サビトが言い終わる前に、ピリスが草くさ結むすびに足を取られ、見事にすっ転んだ。

「ふぎ！」

　妙な悲ひ鳴めいと共に、その体が前方の落とし穴がある場所に投げ出される。……ブゴゴ並みの馬鹿がここにいた。

「ピリス！」

　咄とつ嗟さに駆け寄り、彼女を救うべく手を伸ばす。すると。

　藁わらをも摑つかむ思いでバタつかせたピリスの腕が、サビトのマフラーを握ってきた。

　急激に首が絞まり、自身も「ふぎ！」と妙な悲鳴を上げる。彼女が手を放さずに落下したので、そのままサビトも落とし穴に吸い込まれることになった。

　底に剣山の類がないことを瞬時に確認し、すぐさま宙でピリスと体たいを入れ替え、自分を下にする。

　直後、背中から穴底に激突し、呼吸が止まった。続いてピリスの尻しり餅もちが鳩尾みぞおちに直撃し、「ぐえっ」とカエルのような声が出る。

　もう嫌だ。何なんだこいつは。俺に恨うらみでもあるのか。

「あいたた……サ、サビトさん、大丈夫ですか？」

「それは、お前の尻が、よく知っている、はず」

「はあ、ビックリした……そうだっ、落とし穴！　落とし穴に注意して下さい！」

「お前、絶対わざとやってるだろ……」

　大陸に来て、もう三ヵ月。

　サビトは【竜公アポステル】以外の存在に、初めて心から戦せん慄りつした。




「申し訳ありません！　大切なお客様に、あろうことかヒップドロップを……」

　その後。何とか穴から這はい出だすなり、案の定ピリスが平へい伏ふくしてきた。

　もはやこちらも定例句のように「気にするな、よくあることだ」と返し、サビトは土まみれの全身を払った。幸いながら、負傷は後頭部のタンコブのみだった。

　とりあえず彼女を促して、一旦納な屋やへと戻ることにする。これ以上ピリスと雑ぞう木き林ばやしにいたら、タンコブだけでは済まなくなるかもしれない。

「つくづく私って、一つの完成形とも言える、生きた伝説のごときドジでして……」

「カッコよさげに言うな。ついでに訊きいておくが、落下の瞬間に魔法で小さくなることはできなかったのか」

「できました」

「何な故ぜやらなかった。そうすれば俺の被害はもっと少なかったぞ」

「そこまで頭が回らなかったからです」

「それは『できなかった』と言うのだ」

「で、できましたってば。あと一分あれば、必ず思いついてました」

「遅えよ！　一秒でもギリギリだ！」

「証明させて下さい！　戻ってもう一度やり直しましょう！」

「お前バカだろ！」

　気付けばサビトは地の口調になっていた。もう限界だった。

　それからも「私はバカじゃありません。ドジなだけです」と言い張るピリスを連れ、間もなく納な屋やの前へと辿たどり着つく。

　……すでに空は茜あかね色いろに染まり、風は涼気を帯びていた。

　人々が畑仕事を切り上げ、聖せい堂どうに戻っていく姿が見える。ピリスが「あの、今日もお疲れ様でしたっ」と頭を下げると、彼らはぎこちなくも笑顔を返してくれた。

「ルフェルド様たち……大丈夫でしょうか」

　そんな住民たちを見送りながら、ふと橙とう髪はつ少女がポツリと呟つぶやく。

　夕映えを受けるその横顔は、やはりそれなりに可か憐れんだった。着飾って大人しく座っていれば、騙だまされて嫁よめに欲しがる者がいるかもしれない。

「ピリス。お前に一つ訊ききたいのだが」

　ルフェルドの名前が出たことで、サビトは思わず彼女に尋ねてしまった。

「もし聖堂を去り、別の土地に行くことになったらどうする？」

　唐突な質問に、ピリスが「はい？」と小首を傾かしげてくる。

「例えばの話だ。あまり深く考える必要はない」

「そうですね……ルフェルド様がそうされるなら、できれば私もご一緒したいです。ここの皆さんも同じじゃないでしょうか」

「…………」

「もちろんこの地に愛着はありますが、私たちはルフェルド様についていくだけです。ルフェルド様がいる場所が──フラオディールですから」

　そう言ってニッコリ笑ったピリスは、まぎれもなく国民の一員だった。

　少なくとも、サビトにはそう思えた。




　その夜。かなり深い真夜中のこと。

　寝静まっていた聖堂に、一つの緊急事態が起こった。

　その異変にいち早く気付いたのは、もちろんサビトだった。

　西の湖から、一隻の舟が迫せまってきている──その気配を察したサビトはすぐさま飛び起き、隣で寝息を立てているメルの肩を揺すった。

　寝ね惚ぼけ眼まなこで甲かつ冑ちゆうを身につけるメルを急せかし、二人して一階の広場へと向かう。赴おもむいたそこには、すでに多くの騎士たちが集まっていた。

　……程なく聖堂の入口から、二人の騎士が入ってくる。

　一人は見張り番をしていた者。そしてもう一人は、彼に支えられ足を引きずっている負傷兵……それはルフェルドと共に出ていったはずの、偵察隊の一員だった。

「どうした！　何があった！」

　負傷兵へ向けて、紳士然とした三十代半ばの騎士がツカツカと歩み寄る。その名をドルッツァという、ルフェルドから聖せい堂どうの守備を任された騎士団の副官だ。

「その傷、亜人どもとの交戦によるものか！　他の者は、王子はどうした！」

「ド、ドルッツァ様に、申し上げます……」

　痛みに歯を食い縛りつつ、負傷兵が片かた膝ひざをつく。

　次いで彼が発したのは──果はたして最悪の報告だった。

「我ら偵察隊は、西の砦とりでで待ち受けていた亜人軍と戦い……壊滅しました」

「な──」

　ドルッツァをはじめ、その場にいた全員が絶句する。

「敵数は、少なくとも一万以上……しかも、鬼人オーガが二体も……」

　眉をひそめて「鬼人オーガ？」と復唱したサビトに、メルが素早く説明をしてくる。

「亜人の中でも、稀少種と呼ばれる種族です。三メートル以上の巨体に、豚人オークを上回る怪力……そして、人間と同等の知能を有しています。竜人族レドルグを除けば、最も危険な『人間の敵』と言えます」

　さらに聞けば、もともとは大陸西方に数百しかいなかった亜人らしい。が、その腕力と知力を買われ、今では【竜公アポステル】から亜人軍の総大将を任されることも多いという。……バークナー亡きあと、この一帯はその二体の鬼人オーガに仕切られているのかもしれない。

　サビトたちが話している間にも、負傷兵の報告は続く。

「こちらの動きが知られていると察したルフェルド様は、我らへ撤退を命じられました……しかも、その時間を稼ぐため、ご自身が殿軍の役目を……」

　最後には涙声となった騎士の言葉に、サビトは思わず舌打ちをした。

（王子の奴やつ、悪手にもほどがあるぞ……）

　常識的に考えて、まず逃げ延びねばならないのはルフェルドだった。

　彼を失ったら、もはや騎士団は機能しない。住民たちの心も折れる。『緑皇子ベレグレス』とは、それほど絶対的な存在なのだ。

　しかし彼に命じられたなら、騎士団は逆らえない。王子がその指揮系統を徹底させていたことは知っている。部下たちは、断だん腸ちようの思いで命令に従したがったのだろう。

（──俺が行くしかねえ）

　この局面を打開できるのは、シノビだけだ。

　ルフェルドが生きている望みは薄いが、せめて残る偵察隊の者たちを一人でも救わねばならない。それすら叶かなわないなら、二体の鬼人オーガだけでも──

　そう決意した瞬間。

　遠い彼方かなたより大軍が迫せまりくる地響きが、サビトの鼓こ膜まくに届いた。

「！」

　間違いなく亜人たちだ。方角は西……おそらく砦からやってきたのだろう。偵察隊を打ち破った勢いに乗って、一気に進軍してきたか。

　サビトの推測を裏付けるように、聖せい堂どうへ新たな騎士が駆け込んできた。

「ほ、報告！　対岸に多数の敵影を確認！　湖を包囲しようとしています！　その数、およそ一万と五千！」

　広場がたちどころに凍りつく。数が増えているということは、砦とりで以外の各所からも敵が合流してきているようだ。

（マズい。これじゃ王子たちの救出に向かえねえ……この状態で俺がいなくなれば、聖堂はかなり危険になっちまう）

　が、悪い知らせはまだ終わらなかった。

　今度は広場の奥、居住区の方向から一人の住民がやってきて、さらなる凶報を告つげてきたのだ。

「ドルッツァ様！　聖堂の北側に、翼人ハーピーが襲来しました！」

「な、何だと！」

「数は三十ほど！　騎士団が応戦していますが、何体かが聖堂に入り込んで……」

　その言葉を聞き届ける前に、サビトとメルは走っていた。

　敵の先行部隊なのだろう。しかしその程度の数なら、自分たちが行けば何とかなる。

「副官！　そのトリたちは我らが引き受ける！　お主はここに残り、引き続き正確な状況把握に努めろ！」

　ドルッツァに声を投げ、メルと共に長い通路を疾走する。

　いくつかの角を曲がり、間もなく聖堂北面の裏口から外へ出ると……すでにそこには翼人ハーピーの死体がゴロゴロと転がっていた。

　騎士団に撃墜されたらしく、いずれも全身から無数の矢を生やしている。敵かなわずと思ったのか、数匹の翼人ハーピーが湖の向こうへ飛び去っていくのが見えた。

「どうやら、事なきを得たようですね……」

　メルが安あん堵どの声を漏もらしたのも束つかの間ま。

　頭上の聖堂の窓から、一匹の翼人ハーピーが飛び出してきた。

「！」

　闇やみ夜よの虚こ空くうをグルグルと旋回し、そのままサビトたちの眼前に着陸する。両腕たる翼に数本の矢が突き立っており、上う手まく飛べないのだろう。

　逃げ遅れた手負いの一匹。倒すのは容易たやすい……が、そこに大きな問題があった。

　翼人ハーピーは、その片足に子供を摑つかまえていたのだ。

「チッ、この野郎……！」

　サビトとメルを牽けん制せいするように、翼人ハーピーが鉤かぎ爪づめを子供に食い込ませる。

　近付けば殺す──鳥類特有の無機的な両眼が、無言でそう告げていた。

「その子を放しなさい！　そうすれば追撃はしません！」

　相手へ無駄な説得を投げるメルをよそに、そっと懐に手を伸ばす。

　しかし翼人ハーピーがさらに人質を締め上げたので、サビトは手裏剣を放つことを断念した。

（駄目だ。妙な動きをしたらガキが殺される。印も結ばせてくれそうにねえ……）

　睨にらみ合あっての膠こう着ちやく状態が、数秒ほど続いたとき──一つの異変が起こった。

　どういうわけか、翼人ハーピーがいきなり苦しみ出したのだ。

（何だ？）

　激しく全身を痙けい攣れんさせ、「グ、ガ、ガ」と苦く悶もんの呻うめきを発している。翼をバタつかせ、嘴くちばしをパクパクさせ、こちらを無視してもがき続ける。明らかに只ただ事ごとじゃなかった。

　受けた矢に毒でも塗ってあったのか？　サビトがそう訝いぶかしんだ直後。

　翼人ハーピーの胸がみるみる膨張し、そのまま破裂した。

「！」

　パァン！　という破裂音が響き、周囲に鮮血と肉片が飛散する。上半身を破壊され、腹から下のみとなったその足が、捕らえていた子供を放す。

「…………」

　やがてその場にドサリと崩れ落ちた翼人ハーピーを、サビトとメルは声もなく瞠どう目もくしていた。

　いや、正確には──まるで入れ替わるようにそこへ現れたピリスを、翼人ハーピーの内部から生まれるように出現した橙とう髪はつ少女を、啞あ然ぜんとして見詰めていた。

「ピ、ピリスさん……」

「ピリス、お前……」

　反応に窮しているサビトたちの前で、ピリスがへたり込んでいる。体中を血に染め、過呼吸に陥りながら、ガタガタと震えている。

「さ、さっき亜人さんの口に、小さくなって、咄とつ嗟さに飛び込みました……」

　ピリスが干上がった声で言ってくる。その一言だけで、説明は充分だった。

　小型化の魔法──それがピリスの、【竜落子ドラグリーズ】としての能力。

　彼女は翼人ハーピーの体内に入り込み、そこで魔法を解いたのだ。元の大きさに戻り、敵を内側から突き破ったのだ。

　正直、「身を隠す」くらいしか使い道のない能力だと思っていた。まさかこんなにおっかない応用法があるとは……

「お前って案外、暗殺者に向いてるかもな……」

　未いまだ放心している大だい殊しゆ勲くんの少女に、サビトはそんな感想を呟つぶやいていた。





　　　　４






　何とか翼人ハーピーたちの撃退には成功したものの、聖せい堂どうの窮地は続いていた。

　今や湖は完全に包囲され、向こう岸がおびただしい亜人で埋め尽くされている。

　東西南北、どこを向いても敵の影……特に西方へ数が集中しているのは、そこに総大将たる鬼人オーガがいるからかもしれない。

（まあ、囲まれたからって、敵が一斉に攻めてこられるワケじゃねえ）

　こうして聖せい堂どうの尖せん塔とうのてっぺんに立ち、四方をグルリと確認した限り、舟は七十隻ほどしか見当たらなかった。

　たとえ一万五千もの大軍だろうと、湖を渡ってこられる人数は知れている。それくらいの敵を各個撃破することは、サビトが騎士団に手を貸せば可能だろう。

（となると問題は、王子たちの救出か）

　……そんなことを考えていると、西方で動きがあった。

　一隻の舟が、ゆっくりと聖堂に向かってきている。これまで見た中でも、かなり大きく頑丈そうな舟だ。

　そして、その舟上には──一つの巨きよ影えいが腕を組んで仁王立ちしていた。

（まさか、あれが鬼人オーガか？）

　まだ距離もあり、霧きりも少し邪魔だが、何とかサビトの目にはその姿が見て取れた。

　胸と両肩に革の防具、あとは腰に布を巻きつけているだけの、見るからに粗暴そうな風ふう貌ぼうをした亜人だ。全身は鋼のごとき筋肉で盛り上がり、側そく頭とう部ぶから一対の角つのを生やしている。よく見ると皮膚は赤く、口の上下からニョッキリと牙きばが突き出ていた。

（図ずう体たいだけなら、以前に王子が倒したデカブツ以上……いや、【竜公アポステル】だったゴル公より上かもしれねえ）

　なるほど、鬼人オーガとはよく言ったものだ。あれはヒノモトの昔話に登場する「鬼」に酷こく似じしている。というか、その『もでる』なのかもしれない。

（乗ってるのはオニが一匹と、漕こぎ手のブゴゴが二匹……たったそれだけで何しに来やがった？）

　サビトが注視する間にも、舟はどんどんこちらへ近付いてくる。

　やがて小島から五十メートルほどの地点で停止すると、たちまち舟上の鬼が吠ほえた。

「人間ども！　よく聞けええ！」

　呆あきれるほど大音量の蛮ばん声せいが、塔の頂上であるここまで届いてくる。大気と共に、建物までがビリビリと震動する。外見に反して、言語は流りゆう暢ちようだった。

「そこにいる奴やつら全員、今すぐ出てこい！　そうすりゃ楽に殺してやる！　嫌だってんなら総攻撃だ！　舟なら今、どんどん作ってるぞ！」

　こいつらにそんな技術があるのかは疑問だが、筏いかだくらいなら作れるかもしれない。現に南方の森では、次々に樹じゆ木もくが切り倒されているようだ。

（舟を増やされるのは厄介だな。やっぱり王子たちのことは、諦あきらめるしかねえ）

　ここが落ちれば元も子もない。三百以上の住民を差し置いて、生死すら定さだかでないルフェルドらを助けにいくのは愚行だ。

　シノビならば、割り切るしかない……サビトがそう思った矢先。

「お前らの大将・ルフェルドは、西の砦とりでに捕らえてある！　お前らが降伏するなら、奴の命だけは助けてやろう！」

　続き鬼人オーガが発したセリフに、思わず「何っ？」と声が出てしまった。

　刮かつ目もくした視線の先で、鬼人オーガが何かを高々と突き上げる。──王子の愛あい剣けんだった。

（王子が、生きている？）

　それなら話は変わってくる。

　むしろ彼が殺される前に、すぐにでも救出に向かう必要がある。

　でまかせかもしれない。しかし確かめにいく価値はある。自分が聖せい堂どうを離れるのは危険な賭けだが……騎士団や住民も、それを望んでいるはずだ。

「一時間以内に返答をよこせ！　さもなくばルフェルドは処刑！　お前らは一人残らず皮を剝はぎ、火ひ炙あぶりにして、この湖にぶちまけてやる！」

　そんな鬼人オーガの脅迫を聞きながら、サビトは塔の外壁をスルスルと滑り下りた。

　目的の窓へと到達すると、ヒラリと中へ入り込む。そこはルフェルドから与えられた、サビトとメルの寝室だった。

「あ、サビト」

　現れたサビトを見て、メルがベッドから腰を浮かす。

　部屋には彼女だけでなく、期せずして橙とう髪はつの【竜落子ドラグリーズ】の姿もあった。

「ピリス。もう心は落ち着いたか？」

　問うと、ピリスはベッドの上で正座したまま、キツツキのように何度もコクコク頷うなずいてきた。メルが風呂に連れていったそうで、返り血はすっかり落とされている。

「それよりサビト、亜人の言葉を聞きましたか」

「ああ。ハッタリの恐れもあるが、王子を救える可能性があるなら行くしかあるまい」

「そうですね」

　頷いたメルは、すでに戦闘準備を万全に整ととのえていた。いつもの朗らかな顔ではなく、すっかり『剣聖女エペリーゼ』のそれになっている。

「せめてアトリの奴やつがいれば……と愚ぐ痴ちったところで始まらぬな。メル、聖堂の守備を頼む。一晩で戻る故、それまで騎士団と協力し、何とか持ちこたえてくれ」

「サビト、そのことなのですが」

　そこで銀髪少女が、意を決したように真っ直ぐサビトを見詰めてきた。

「ルフェルドさんの救出は、私に任せて頂けませんか」

「は？」

　ポカンと口を開けたサビトに、メルはなおも続ける。

「聖堂にいる騎士団は、五十五名……いかに敵が一度に湖を渡れないとはいえ、明らかに戦力不足です。それを補おぎなえるのは、サビトしかいません」

「いや、しかしお前」

「サビトは私と違って、騎士団との共闘経験もあります。役割分担としては、こうするのが一番です。これだけの敵数が集まっているなら、きっと砦とりでは手薄だと思いますし」

　……確かにそうかもしれないが、正直とても心配だ。

　手薄と言っても、ルフェルドを捕らえてある場所だ。それなりに守りは固めているだろうし、こちらには土地勘すらない。

　何より気がかりなのは、先ほど塔から観察したとき、鬼人オーガが一体しか見当たらなかったこと。もしかしたら二体のうちの一方は、砦とりでにいる可能性がある。

「サビト、事態は一刻を争います。どうか了承して下さい」

「砦の場所も分からんのだぞ？　俺なら敵の気配を辿ることが──」

「わ、私が案内します！」

　と、そこでピリスが声を裏返しながら会話に入ってきた。

「私なら砦までの道が分かります！　ちょうど今、メルさんとその話をしてたんです！」

「…………」

「牢ろう屋やの場所も知ってます！　私なら小さくなって、亜人さんに見付からずルフェルド様を探せます！　この救出作戦の適任者は、私しかいません！」

　いつもは気弱なピリスが、眉まゆ毛げを吊つり上あげ、鼻息も荒く力説してくる。

　本当は怖いはずだ。だが、彼女は何としてもルフェルドを助けたいのだろう。その思いは皆と同じなのだ。

　ピリスは今、自分にできる精一杯のことをやろうとしている。戦闘では何の役にも立てないが、だからといって震えて隠れるようなことはしない。彼女は彼女なりに、戦おうとしているのだ。

「今こそルフェルド様に、恩返しをするときです！　私の命を懸けて！　三日分のパンとスープだって懸けます！　だからお願いします！　行かせて下さい！」

　ボスンッと頭をベッドに叩たたきつけ、ピリスが平へい伏ふくしてくる。

　それを受け、メルもまた懇こん願がんするような視線をサビトによこしてきた。

　これ以上ゴネている時間はない。結局サビトは【竜落子ドラグリーズ】たる少女二人の提案に、不承不承ながら頷うなずくことにした。




　それから二十分ほどのち。

　着々と筏いかだの準備を進める亜人たちの元へ、鬼人オーガの乗った舟が帰ってきた。

　出ていったときと同様、鬼人オーガが腕を組み、舟上で仁王立ちしているのが見える。気が短いリーダーに殺されぬよう、亜人たちは一斉に作業の手を早めた。

　……最初に違和感を抱いたのは、一人の妖人ゴブリンだった。

　ゆっくりと戻ってくる舟の様子が、どこかおかしい。正確には、鬼人オーガのシルエットが変わっているような気がする。

「ギ……？」

　舟が五メートルほどまで迫せまったとき、妖人ゴブリンはその理由が分かった。

　鬼人オーガの──頭部がなかったのだ。

　彼は腕を組んでいたのではなく、自分の頭を胸に抱いていたのだ。

「ギギ！」

　妖人ゴブリンが慌てて周囲に異変を告つげようとした瞬間。

　舟から、何かが飛び出してきた。

　鬼人オーガの背後に潜んでいた「それ」が、凄すさまじい跳躍力で水辺の亜人たちを飛び越える。そのまま地面にストンと着地すると、今度は猛然と後方の仲間へと突進していく。

　──それは、一匹の狼おおかみだった。

　新しん雪せつのごとき美しい毛並みをした、全身に奇妙な紋もん様ようが刻まれた、そして背中に「人間の女」を乗せた、巨大な白はく狼ろうだった。

　そいつを捕らえろ！　妖人ゴブリンがそう叫ぼうとした刹せつ那な。さらなる異変が起こった。

　突如として、天より、おびただしい雷が落ちてきたのだ。

「！」

　雲一つないはずの晴れた夜空。そこから間かん断だんなく降り注ぐ、螺ら旋せん状じようの紫し電でん。

　それが仲間たちを貫き、打ち抜き、周囲へと誘ゆう雷らいし、湖こ畔はんをたちまち阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄に変える。至るところで絶叫が上がり、焼け焦げた死体がバタバタと地に伏ふしていく。

　ここから逃げなければ……そう判断し、妖人ゴブリンは身を返して走り出した。しかし。

　無情なる雷鎚は、その頭上にも容赦なく降ってきた。




「──サビト。もうここで結構です」

　亜人たちを蹴け散らしながら敵中を突破し、追撃の及ばない距離までやってきたのち。

　白狼の首に抱き着いていたメルは、その耳にボソリと囁ささやきかけた。

　途端に白狼がスピードを落とし、程なくして足を止める。辺りはすでに草木が繁茂する深い森の中。後方に遠く聞こえる亜人らの怒号より、虫の音の方が大きかった。

「では、行って参ります」

　白狼の背中から下りると、彼にペコリと一礼する。

　この姿になっている間、サビトは喋しやべることができない。でも、会話などなくてもメルには分かる。

　こちらを見詰める白狼の双そう眸ぼうが、はっきりと言っていた。「無理はするなよ」、と。

「大丈夫です。私は、シノビの妻ですから」

　微笑ほほえみつつそう返し、白狼の鼻先にチュッと口付けする。そしてすぐさま反転し、木々を縫ぬって西の方角を目指す。

　メルはもちろん、サビトだって時間を無駄にはできない。彼には《霊りよう仙せん》の効力が続いているうちに、少しでも敵数を減らし、舟を破壊してもらう必要がある。

（真っ先にリーダーである鬼人オーガを倒せたのは、かなりのアドバンテージですね）

　お陰で聖せい堂どうは、士気を取り戻しつつある。加えてルフェルド救出のため、メルとピリスが砦とりでに向かうことを知り、住民たちまでもが奮い立っていた。

　……必ずルフェルドを連れ帰ってみせる。他に生存者がいれば、彼らも一緒に。

　決意も新たにメルが口くち許もとを引き結んだとき。

「メルさんとサビトさんは、本当に仲良しさんですね」

　ふと胸元から、橙とう髪はつ少女の声が聞こえてきた。

　見ると、メルの胸の谷間よりヒョッコリと顔を出し、小人のピリスがこちらを見上げていた。何でも彼女は子供たちよりも駆けっこが遅いらしく、悪いがこういう形で同行してもらっている。

　圧迫で苦しいんじゃ……と最初は心配したが、意外と快適とのことだ。過か剰じように育った乳ち房ぶさが、ここにきてようやく役に立った。

「メルさんのオッパイって、凄すごく柔らかいですね。いいなあ」

「きょ、恐縮です……」

「私もあと二、三年したら、これくらいになれるでしょうか」

「いいことばかりじゃありませんよ。激しく動くと、付け根が痛くなったりしますし」

「今だって、かなり揺れてますもんね。乳首がこすれて痛かったりしませんか？」

「いえ、大丈夫です」

「そうですか、よかった……っと、無駄話をしている場合じゃありませんよ。さあメルさん、砦とりでに急ぎましょう！」

「りょ、了解です」

　本当に、つくづくマイペースな子だ……

　心でそう思いつつ、メルは走る速度を上げた。
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　……どれくらい気を失っていたのだろうか。

　つい五分ほど前に意識が覚醒したルフェルドは、石壁に背を預けながら、まずそんなことを考えた。

　三メートル四方ほどの、狭い部屋。左手には鉄の格こう子しがあり、通路を挟はさんだ向こう側にも同じような部屋が並んでいる。言うまでもなく、牢ろう屋やだった。

（殺されることなく、捕虜にされたか。何と無様な……）

　拘束具のような物はつけられていないが、当然ながら剣けんは取り上げられ、黄金の鎧よろいも剝はがされている。体に深刻な負傷はないが、各所に青アザができていた。

　顔は土に汚れ、長髪はボサボサ……今の自分を見て、一体誰が王族であると思うだろうか？　つくづく無様な体てい裁さいである。

（いや、違うな）

　真に無様なのは、姿などではない。捕虜となったことでもない。

　──軽率な強硬策によって、大切な部下たちを死地に曝さらしてしまったことだ。

　今はまだ、聖せい堂どうの防衛だけで精一杯のはず。その砦とりでは危険を冒おかしてまで奪還するものではない……シノビの少年が言ったことは、まさしくその通りだ。

　正直、耳に痛かった。性急だという自覚もあった。だが父への思いが、彼の嫡ちやく子しであるプライドが、それを上回った。

　今回の作戦に、ドルッツァたちは何も言わなかった。しかし彼らも内心では反対だったのかもしれない。自分はその忠誠心を……逆手に取ったのだ。

（サビトくんの正論は、それだけじゃない）

　親離れ。そして国離れ──彼の意見は、ことごとく正論ばかりだ。

　そして、正論だからこそルフェルドは激げき昂こうした。【竜公アポステル】バークナーを倒した恩人に、剣まで抜いてしまった。

　どこまでも暗あん愚ぐな王子だ。本当に国民のことを思うなら、その進言に耳を傾けて然しかるべきだった。サントミロス聖堂に流れ着いて八年……あの孤島での生活に限界が近付いていることは、自分も分かっていただろうに。

（父上、不ふ肖しようの息子をお許し下さい。やはり私では、貴方あなたの代わりは……）

　この期に及んで未いまだ親離れができない己に、思わず自じ嘲ちようの笑いが漏もれる。

　そして同時に、同じ緑りよく瞳どうをした少女の言葉が、胸に去来する。

　──貴方には貴方の『王』としての姿が──

　それもまた、ぐうの音も出ない正論。自分と父とは違う……そんなことは、心のどこかではとっくに気付いていたはず。

　父にだって短所はあった。【竜落子ドラグリーズ】への八つ当たりのごとき嫌悪などは、その最も顕著な例だ。以前は疑うことなくその思想を受け入れていたが、実際に一人の橙とう髪はつ少女と出会って……「これでいいのか？」という迷いは日増しに募っていった。

　きっと自分は、その疑念から目を背けてはいけなかったのだろう。

　いつまでも王子の立場に甘んじず、向き合うべきだったのだろう。

　父と同じではなく。父を超える『王』となるために。

（全く……あの夫婦は、何な故ぜこうも私の痛いところばかりを突いてくるのか）

　サビトとメルシオーネ。

　あの二人はもしかしたら、自分などより遥はるかに優れた君主になるかもしれない。どのみちルフェルドがここで死ねば、王家の血脈はメルシオーネに委ゆだねられることになる。

（フラオディール王家の血が途絶えぬことだけは僥ぎよう倖こうだ。とはいえ……この首、大人しく敵にくれてやるつもりもないがな）

　このまま座して死は待たない。もちろん自害もしない。自分にも『緑皇子ベレグレス』たる意地があった。

　二十人の部下たちは、森に逃げ込んだはず。生きている可能性はある。

　ならばここを抜け出し、事前に示し合わせていた合流地点へ行かねばならない。今はその手段を考えなければならない。

（チャンスがあるとすれば、処刑のために連れ出されるときか……逃亡が成功する望みは薄いが、やるしかあるまい。私には──守らねばならぬ者たちがいる）

　王族として何より恥ずべきは、国民を見捨てること。たとえ泥にまみれようと、手足を失おうと、それだけは放棄できない。

　心の拠より所どころを失う絶望は、ルフェルド自身がよく知っている。

　自分は父のように死んではならない。父のようになってはならないのだ。

（父上。私は貴方あなたに、一つだけ言いたかったことがあります）

　握り締めた両拳を、ルフェルドは見詰める。

（王としての貴方ではなく、父としての貴方にです）

　その視界が、涙に歪ゆがんでいく。

「……くたばってんじゃねえ。バカヤロウ」

　胸の内に溜たまった思いを、初めて声にして絞り出したとき。

　王子としての自分を、一瞬だけ捨てたとき。

「ルフェルド様」

　微かすかな少女の声が、ルフェルドの耳をかすめた。

　はたと我に返り、即座に辺りを見回す。すると。

「ルフェルド様、ここです」

　鉄格ごう子しの向こう側で、何かがムクムクと膨張していった。

「な……！」

　やがてそこに現れたのは、ルフェルドのよく知る少女だった。

　オレンジ色の髪をした、全身に革ベルトを巻きつけた、華きや奢しやで小柄な雑用係。小型化という奇妙ながらも微妙な魔法能力を持った、忌まわしき【竜落子ドラグリーズ】。

　それはピリスだった。

　いつだったか、ルフェルドの下着に全て「ルフェルド様」と名前を書いてくれた、あの無礼な給女だった。

「ルフェルド様。よかった、ご無事で」

　ペコリと一礼し、彼女が一旦クルリと身を返す。すぐに戻ってきたその手には、輪っかに束ねられた鍵かぎがあった。幸いにも、そこの壁にかかっていたのだろう。

「待ってて下さい、すぐ開けますから。えっと……これかな？　これかな？」

　一つずつ鍵を試していくピリスに、ルフェルドは当とう惑わくしたまま問いかける。

「ピリス。どうしてお前がここに……」

「ルフェルド様を砦とりでに捕らえてあると、親切な鬼人オーガさんが教えてくれたのです。だからお助けに上がりました」

「まさか……一人でか？」

「メルさんと一緒です。亜人さんたちは今、聖せい堂どうを攻めようと湖に集まっています。なのでコッソリやってきたのです」

「聖堂が、攻められているだと……！」

「はい。だから急いで戻りましょう。思った通り、この砦にいるのは、百人ほどのお留守番だけみたいでして……あっ、開きました！」

　扉が錆さびた音を立てて開くと同時に、すぐさまルフェルドは外に出た。その際、右足首がズキリと痛む。どうやら捻ねん挫ざしていたらしい。

「さあ、早く脱出しましょう！　メルさんが敵を引きつけてくれています！　彼女も十五分後に撤退することになってますので！」

　こちらの腕をグイグイ引っ張っていこうとするピリスに、片足を引きずりながら追つい随ずいする。状況はおおよそ理解した。しかしまだ一つ、腑ふに落ちないことがある。

　少女二人が危険を冒おかしてまで、救出に来てくれたことは有り難がたい。だが、自分はピリスに……そうまでされる資格などない。

　ルフェルドは今日まで、彼女を迫害してきた。無害で純朴な少女だと知りながら、ただ【竜落子ドラグリーズ】であるというだけで。

　そんな自分を、何な故ぜこの少女は──

「ピリス。どうして私を助ける」

　問うと、ピリスが「はい？」とこちらを見て、小首を傾かしげてきた。

「今日まで受けてきた仕打ちを忘れたのか。お前がこの二年、聖堂で孤立し続けてきたのは……私の【竜落子ドラグリーズ】への忌き避ひが原因だ」

「【竜落子ドラグリーズ】を嫌うのは、別におかしなことじゃありません」

　当然だとばかりに言い放つ彼女に、鼻白みつつもさらに問う。

「私が聖せい堂どうに戻れば、また疎外される日々が待っているかもしれぬのだぞ」

「そうかもしれません」

「ならばお前にとっては、このまま私が生還せぬ方が──」

「ルフェルド様っ、何言ってるんですか！」

　いきなり声を荒らげ、ピリスが平手打ちを飛ばしてきた。ヘロヘロとした遅い一打。しかもそれが、見事に空振りする。

　クルリと一回転して倒れそうになった彼女を、ルフェルドは咄とつ嗟さに抱き止めた。その体が予想以上に軽かったので、勢い余ってお姫様抱っこのような形になってしまう。

「慣れぬことをするな。お前が叩たたいたことがあるのは、布団くらいだろうに」

「今の張り手は、みんなからの一発だと思って下さい！」

「いや、当たっていないが……」

　こちらの指摘も無視して、抱っこされた状態のままピリスが説教を続けてくる。

「ルフェルド様、貴方あなたはこんなトコで死んじゃいけません！　貴方が戻ってくるのを、みんなが待ってるんです！　私も待ってるんです！」

「お前、も……？」

「私だって、フラオディールの国民ですから！　恐れ多くて黙ってましたけど、勝手にそう思ってますから！」

　その怒声に、ルフェルドは返すべき言葉を失っていた。

　平手打ちを食らうより、それは何倍も心に痛い一撃だった。

「ピリス、お前……」

「叩いてしまった罰ばつは、帰ってから受けます」

「だから、叩かれては……」

「さあ行きましょう！　ボサボサするのは髪の毛だけにして下さい！」

「その暴言の方に、よっぽど罰を与えたいぞ」

　ふと気付くと、ルフェルドは苦笑していた。

　彼女に笑いかけたのは、いつ以来だったろうか。
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　牢ろうのあった建物から出るなり、そこでルフェルドたちは、二体の妖人ゴブリンと鉢合わせることになった。

「ギギ！」

　こちらを見て驚きの声を上げつつも、たちまち得物を手にして襲いかかってくる。一人は剣けん、もう一人は斧おのだった。

（牢ろう番ばんが戻ってきたか。しかし一足遅かったな）

　ピリスを後ろに下がらせ、眼前に迫せまった一人目の打ち下ろしをかわす。同時にその腕を絡からめ取り、敵から剣けんを奪うばう。

「シッ！」

　続け様、ルフェルドは刺突を放った。

　一息で繰り出した十を超える連撃が、妖人ゴブリン二体の急所にまとめて穴を穿うがつ。彼らはそのまま断末魔を上げることもなく、揃そろって地面に崩れ落ちた。

「ふう……右足の捻ねん挫ざがなければ、もう少し楽なのだがな」

　ともあれ、武器は手に入った。愛あい剣けんには遠く及ばないナマクラだが、贅ぜい沢たくは言っていられない。

「さすがルフェルド様！　この先にも亜人さんがいるかもしれません。その時はまた頑張って下さい！」

　駆け寄ってきたピリスが、そんな激励をよこしてくる。……王族をこき使うとは、なかなか逞たくましい給女だ。

　先に立って歩き出したピリスに従したがい、入り組んだ隘あい路ろを足早に進む。

　彼女が砦とりでに精通しているのは願ってもない。否、だからこそピリスは、この役目に手を挙げたのだろう。ルフェルドのために。フラオディールのために。

「ピリス」

「はい」

「まだ礼を言ってなかったな。助けにきてもらったことを」

「よ、よして下さいルフェルド様。そんな、もったいない」

　ピリスが振り向き、アワアワと両手を振ってくる。

「今はご自身の生還と、砦内にいる亜人さんのことだけを考えて下さい」

「いや。言えるときに言っておくべきだろう。──感謝しているぞ」

「ではその言葉はどうか、メルさんに言ってあげて下さい。あと、サビトさんにも」

　聞けばシノビの少年は今、聖せい堂どうにて亜人軍を相手にしてくれているらしい。鬼人オーガを一撃で倒したというのだから、その剣腕にはつくづく感服させられる。

　愛する妻をここへ向かわせるのは、サビトも大いに心配だったろう。激げき昂こうして刃を向けてしまった自分にここまでしてくれるとは……もはや恩人どころの話ではない。

（彼がいるなら、聖堂はきっと大丈夫だ。ドルッツァたちだっている。必ず住民たちを守り抜いてくれる）

　ならば残る懸念は、偵察隊の安否。

　内の一人は逃げおおせ、聖堂に事態の報告をしてくれたという。問題は、あとの十九人……彼らに万一のことがあれば、それは全てルフェルドの責任だ。

（頼む、生きていてくれ……）

　焦燥に駆られる心を抑えつつ、ルフェルドはテクテクと先行するピリスの後頭部に尋ねかけた。

「メルシオーネくんとは合流しなくていいのか」

「砦とりでから一キロほど東へ行った森の中に、大きな岩があります。メルさんとは、そこで落ち合うことに──」

　と、そこでピリスが言葉を止めた。

　その理由は、もちろんルフェルドにも分かった。彼女の行く手に──巨大な影が立ち塞ふさがったのだ。

「どこへ行く気だ、ネズミども」

　濁った唸うなり声ごえが響く。殺意を孕はらんだ凶眼が、上からこちらを見下ろしてくる。

　鬼人オーガだった。

　ルフェルドたち偵察隊を蹴け散らした、恐るべき稀少種。【竜公アポステル】に代わりこの地を支配しようとしている、二体の赤き亜人。

　その一体が、そこにいた。

　まさしく鬼のごとき怒りの形相で、こちらを、ピリスを睥へい睨げいしていた。

「誰が逃げていいと言った」

　鬼人オーガが一歩ずつ迫せまってくる。そのたびに地面が小さく震動する。

「この……ネズミどもがあああ！」

　耳まで裂けた口から咆ほう哮こうを発し、鬼の片腕が橙とう髪はつ少女へと振り下ろされた。

　ピリスは──動かなかった。

　いや、恐怖で動けなかったのだろう。彼女はただ呆ぼう然ぜんと、頭上に落ちてくる岩のごとき拳を仰いでいるだけだった。

「ルフェルド様、逃げて──」

　そんな彼女の呟つぶやきが耳をかすめたときには、ルフェルドは地面を蹴っていた。

　背後からピリスを押し倒し、庇かばうように覆おおい被かぶさる。

（逃げろだと？　ふざけるな！）

　ピリスは自身を、「フラオディールの国民」だと言った。ルフェルドの帰りを待っていると言った。

　守らねばならない。この身に代えても。彼女が何者だろうと。

　それが自分の、『王』としての姿。父との違い……ルフェルドが目指すフラオディールには、ピリスもいなくてはならないのだ！

「ピリス、小人になれ！　死ぬことは絶対に許さん！」

　声を限りに叫んだその命令が、おそらく自分の最期の言葉になるだろう。

（礼を言っておいて、よかった）

　強く【竜落子ドラグリーズ】の少女を抱いたまま、ルフェルドは両目を閉じた。

　が──鬼人オーガの一撃は落ちてこなかった。

「…………」

　数秒待っても何事も起こらない。そもそも叫ぶ時間があったことが不可解だ。

　恐る恐る顔を上げようとした矢先、鬼人オーガの巨体がズズンと倒れる音がした。

「な……？」

　身を起こした先で、鬼人オーガが絶命し、仰ぎよう臥がしている。

　やがてその喉のどから、ヒュルヒュルという笛に似た旋律が流れ出した。敵は──喉を真一文字に切り裂かれていた。

「こ、これは一体……」

　事態が把握できないまま、ポツリとそう独りごちたとき。

「──ルフェルドとピリスだな？」

　いきなり背後から、事務的な女の声が飛んできた。

　ビクリとして振り返ると……そこに一人の少女が影のごとく立っていた。

　どうやら人間のようだ。スラリと背が高く、長い黒髪を後ろで束ねている。その細面は寒気がするほど美しく、まとう黒衣には過か剰じようなまでの露ろ出しゆつが見られる。これほど妖しい色香を持つ女性に会ったのは、生まれて初めてだった。

（何と美しい……）

　魅入られるように棒立ちとなっていたルフェルドに、謎の美女が再び口を開く。

「もう一度問う。ルフェルドにピリス、相違ないか」

　そこでようやく我に返り、ルフェルドは慌てて頷うなずいた。

「いかにも私はルフェルド、そしてこちらはピリスだ」

　ルフェルドの言葉に「結構」と返し、美女が手にしていた得物を鞘さやに収める。刃渡りの短い、小太刀のような剣けんだった。

　他に武器らしき物は持っていない。まさかあんな小振りの剣で、鬼人オーガを仕留とめたというのか？　しかし、それにしても、本当に美しい……

「それで、君は何者だ？　どうしてこんな砦とりでに？」

「私はメル様にお仕えするシノビだ。先ほどお前たちの保護を命じられた」

「メルシオーネくんの、シノビ？」

　切れ長の目をさらに細め、少女が「名をアトリという」と告つげてくる。

　……そういえば、メルシオーネが言っていなかったか。

　自分にはサビトの他に、もう一人「伴侶」たる存在がいると。三人で【竜公アポステル】を討うつ旅をしていると。

　そして三人目は、アトリという名だと。

「まさか女性だったとは……」

　呟つぶやいたルフェルドの横で、ピリスもポカンとしてアトリを見詰めていた。

　やがて半開きになったその口から、「オッパイ、はみ出しそう……」という嘆かわしい感想が漏もれる。たしなめようかと思ったが、実はルフェルドも同じ所しよ感かんを抱いていた。

「アトリくん、と言ったか。改めて礼を述べる。君が来てくれなかったら、少なくとも私は死んでいた」

「礼には及ばぬ。私はただ、主の命に従したがったまで」

「そ、そうか……と、こんなことをしている場合ではない。そのメルシオーネくんの加勢に行かなくては」

「その必要はない」

　身を翻ひるがえしかけたルフェルドの肩を、音もなく接近していたアトリが摑つかんでくる。

　間近で見たその美貌に、思わず心臓が止まりそうになった。

「この砦とりでにいる亜人は、ほぼ殲せん滅めつした。あと五匹も残っていまい」

「せ、殲滅した？　しかしここには、百ほどの敵がいたと……」

「たった百だろう。私にとっては楽な仕事だ」

　事も無げに言ったシノビの少女に、ルフェルドは言葉を失った。

　……サビトの戦闘を目の当たりにしたとき、初めて自分より強い人間がいることを知った。あの常じよう軌きを逸いつした剣技には、到底敵かなわないと心から痛感した。

（そんな存在が、ここにもう一人……）

　おそらくこの少女もまた、サビトに比肩する「超人」だ。ルフェルドはここにきて、彼らが四体もの【竜公アポステル】を倒したという事実を、ようやく信じられた気がした。

「それにメル様ならば、もう砦にはいない」

「えっ？　メルさん、帰っちゃったんですか？」

　アトリの一言に、ピリスが目を丸めてキョトンとする。

　何な故ぜか興味深げに橙とう髪はつ少女を観察したのち、アトリは二の句を継いだ。

「いや。私が『あること』を報告すると、メル様はここを私に託し、そちらへ向かってしまわれた」

「あること？」

「東の森に、十九人の人間が潜んでいる。どうも武装した兵士団のようだ──そう報告したのだ」

「！」

　それを聞くなり、ルフェルドは驚きよう愕がくに目を見開いた。

　間違いない。それは偵察隊の者たちだ。きっと彼らは今も、合流地点でルフェルドを待っているのだ！

　だからメルシオーネは、伝えにいってくれたのだろう。『緑皇子ベレグレス』は生きていると。間もなくそこへ戻ってくると。

「無事で、いてくれたか……」

　安あん堵どの声を絞り出すと、そこでピリスと目が合った。

「やっぱり皆さん、ルフェルド様を待ってるんですねっ」

　満面の笑みでそう言った【竜落子ドラグリーズ】の少女に、ルフェルドも笑い返した。

　──聖せい堂どうに帰ったら、まず皆に謝罪せねばならない。

　自分が間違っていたことを認め、伏ふして詫わびねばならない。

　そして、ピリスには罰ばつを与えよう。住み慣れた納な屋やを退去させ、これからは聖堂内で寝泊まりせよ……そう命じよう。

「ところで。再びメル様と合流する前に、一つ確認しておきたいことがある」

　と、不意にアトリが、こちらへクルリと向き直ってきた。

「メル様とサビトは……仲直りしているか？」

　やけに気遣わしげな顔で訊きいてきたシノビに、ルフェルドとピリスはまた目を見合わせることになった。
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　長い一夜が明け、ようやく亜人軍が湖から撤退したのち。

　サビトはそのまま自室へ戻り、泥のように眠ってしまった。

　メルたちのことは気がかりだったが、さすがに体力が限界だった。早々に《霊りよう仙せん》を使い、それからも湖の周りを駆かけ巡めぐり、実に四時間以上も戦い続けたのだ。

　その甲か斐いあって、サビトはたった一人で三千近くの敵勢を削けずることに成功した。最後の方は、敵と一緒になって「ギギ！」「ブゴゴ！」と奇声を発していた記憶がある。

　お陰で目が覚めたときには、メルとピリスが帰還したあとだった。

　しかも彼女たちはルフェルドだけでなく、行方知れずだった偵察隊までも連れ帰ったそうで、聖せい堂どうはかなり沸き返ったらしい。

　西の砦とりでへの進撃こそ失敗したが、死亡者は出なかった。それだけでもこの一戦は、皆にとって勝利だったのだろう。

　臨時ながら盛大な祝宴が開かれ、豪勢な料理まで用意されたという。

「メルっ、どうして俺を起こさなかった……！」

「お、起こしましたよ。でもサビト、全然反応しなくて」

「ならせめて、料理を取っておいてくれてもいいだろうっ」

「そんなこと言っても……」

「心配するな。お前の分は、私が食べておいた」

「ふざけんなアトリ！　テメェ何しれっと戻ってきてんだ！」

　……何でもアトリは、サビトたちと別れたのち、北部の山岳地帯を通って西を目指していたらしい。

　人間の集落は見付からなかったが、五日間の別行動のうちに二千ほどの亜人を倒したとのこと。彼女がこの聖堂に気付かなかったのは想定外だが、何ともいいタイミングで西の砦に立ち寄ってくれたものである。

「その料理は、俺が食うはずだったんだ！　返せ！　吐き出せ！」

「お前はいつぞや、私の獲とってきたマスを食べただろう」

「あ？」

「これでチャラだ。私は貸し借りにうるさい女でな」

「セコいんだよ！　あと、俺が寝てる間、顔に『ワンコ』って落書きしやがったのもテメェか！」

「いかにも」

「ぶ、ぶっ殺す！」

「やってみろワンコ」

　一触即発になった二人のシノビを、メルが「喧けん嘩かしないのっ」と叱責してくる。

　クノイチはすぐに片かた膝ひざをつき、銀髪少女に頭を下げた。またヘソを曲げられて、自分だけ別行動を取りたくないんだろう。

（まあ、アトリと合流できただけ良しとするか）

　……何はともあれ、聖せい堂どうの危機は去った。

　頭目であった鬼人オーガ二体を討うち、亜人の数もそれなりに削けずることができた。奴やつらもこれだけの大敗を喫したなら、再攻撃には二の足を踏むだろう。

　メルが言うには、ほとんどの残党は南方へと逃げていったらしい。それは非常に好都合だ。もともとサビトたちは、一旦ナトゥアに戻るつもりだったのだから。

　亜人を倒しつつ南下し、ナトゥアで旅たび支じ度たくを整ととのえ直す。ルフェルドたちの存在を町長に伝えたのち、今度はナトゥア西方の【竜公アポステル】を狩りにいく……当面の予定としては、そんなところか。

（そろそろ──去り時だな）

　色々あったこのサントミロス聖堂とも、お別れのときが来たようだ。




　その日の夜。サビトとメルは、改めてルフェルドの元を訪れることにした。

　サビトは立ち会えなかったが、王子は帰還するなり全住民を広場に集め、深々と頭を下げて謝罪したという。

「此こ度たびのこと、本当にすまなかった。皆に二度と迷惑と心配をかけぬよう、今まで以上に精進したい。いつか……立派な『王』となるために」

　その言葉に住民はもとより、副官のドルッツァまでもが滂ぼう沱だの涙を流していたらしい。釣られてメルもウルウルしていたらしい。

（いや、メルが涙ぐんだのは、王子が言ったそのあとのセリフだろうな）

　何とルフェルドは、続いて橙とう髪はつ少女を側に呼び、みんなの前で礼と謝罪を述べたそうなのだ。

「ピリス。お前の勇気が私を救ってくれた。これからも私を叱しつ咤た激げき励れいしてくれ」

　それをサビトに報告してきたときも、またメルは涙ぐんでいた。

「私、思うのです。ピリスさんは私たちの『希望』なのだと。人と【竜落子ドラグリーズ】は、必ず共存できる──あの子なら、きっとそれを証明してくれると」

　……確かにそうかもしれない。ならば今回の一件は、いつかルフェルドが言ったように「大きな転機」だったのかもしれない。

　翼人ハーピーから子供を救い、ルフェルドをも救ったピリスは、今や聖堂の英雄だ。もっとも何な故ぜかその英雄は、納な屋やからの引っ越しを頑かたくなに拒否しているらしいが……

「──やあサビトくん。ようやく起きてくれたか」

　例の会議室に入ると、そこにいたルフェルドが開口一番そう言ってきた。

　その顔には、以前のような爽やかな笑みが戻っている。もうサビトに対しても、わだかまりは残っていないようだ。

「君と話せるのを待っていたよ。険悪な状態のまま別れてしまったからな……あの時は、本当にすまなかった」

「謝罪の必要はない。分をわきまえぬ口出しだったことは自覚している。ところで王子、その剣けんは……？」

　ルフェルドの腰には、これまでとは別の剣があった。

　メルと同じ形をした彼の愛あい剣けんは、サビトが鬼人オーガから取り戻しておいたはずだ。しかし王子が差しているのは、やけに細身の針のごとき長剣……「斬きる」ことよりも「突く」ことに特化した得物だ。

「あの剣はしばらく、しまっておくことにした。私の剣術には、こちらの方が向いているのでね」

「しかしあれは、王家の象しよう徴ちようではないのか」

「だからこそさ。私は一度、その象徴から距離を置こうと思う。一から自分を見詰め直すために」

　……本当に、とことん『はんさむ』な男だ。

　思えば、偵察隊が奇跡的に無事だったのも、ルフェルドを捕らえたことで敵が追撃をやめたからだという。サビトが悪手だと断じた彼の行動が、部下を救ったのだ。

「さあ二人とも、どうぞ座ってくれ」

　こちらに椅い子すを勧め、自身も着席すると、やにわにルフェルドが姿勢と表情を改めた。

「サビトくん、メルシオーネくん。君たちには本当に、言葉で言い尽くせないほどの借りができてしまった」

「いいえ。私たちは少しの手助けをしたに過ぎません。今回のことは、皆さんが一丸となって戦ったからこその結果だと思います」

　負けじとメルが、姿勢を正してルフェルドを真っ直ぐに見詰める。

「それに……私たちには、貴方あなたに感謝される資格はありません」

「資格が、ない？」

　目をしばたたかせた王子に、メルは意を決して小さく息を吸った。

　彼女が何を告つげようとしているのかは、すでに聞かされている。気は進まなかったが、メルがそうしたいならば仕方がない。

「ルフェルドさん。私たちは──ピリスさんと同じ、【竜落子ドラグリーズ】です」

　……その告白に、ルフェルドは予想ほどの反応を見せなかった。

「ここを去るに当たり、それだけは正直に告げておくべきだと思いました。ずっと皆さんを欺あざむいていたこと、言い逃げのようになってしまうこと……本当に申し訳ありません」

　メルが端然と頭を下げたので、サビトもそれに倣っておく。

「でもどうか、これだけは伏ふしてお願いします。私たちはともかく、ピリスさんだけは……彼女だけは受け入れてあげて下さい。ピリスさんはここの皆さんのことを、ルフェルドさんのことを、心から大切に──」

「何となく、そうではないかと思っていた」

　メルの発言を遮るように、緑髪王子が呟つぶやいた。

「サビトくんまでもが【竜落子ドラグリーズ】だとは驚いたが、メルシオーネくんに関しては……その可能性を密ひそかに疑っていた」

「やっぱり、そうですか」

　力なく笑ったメルに、思わず「どういうことだ？」と尋ねてしまう。

　まさか西の砦とりでで、メルは魔法を使ってしまったのだろうか？　何らかの負傷をして、それがたちまち治ち癒ゆするのを、王子に見られたとか……？

　そう思ったものの、次いでルフェルドが発した「理由」は、それ以前の問題だった。

「君の母親たるレイオーネ殿が、姿を消したあとどうなったか……私は以前、『旅の戦士に救われ、そのまま結ばれたのでは？』などという夢見がちな憶測を語ったが、それが気休めに過ぎないことなど承知している」

「…………」

「普通に考えて、やはりレイオーネ殿は竜人レドルグに攫さらわれ、子を生まされたのだろう。それが君だというなら、生まれたのが『娘』だというなら……」

　なるほど。そういうことか。

　竜人族レドルグには、オスしかいないのだった。だから同族で子が作れず、人間女性に生ませるのだった。

　竜人レドルグがレイオーネに子を生ませたとしたら、生まれたのが女のメルだとしたら──それは【竜落子ドラグリーズ】以外にあり得ない。

　メスの竜人族レドルグなど、存在しないのだから。

　竜人レドルグを親とする『ただの人間』など、存在しないのだから。

（そこまで考えてなかった……）

　シノビにあるまじき能天気さにヘコむサビトをよそに、二人の会話は続く。

「ルフェルドさんのご想像通りです。私が【竜落子ドラグリーズ】である以上、母は望まない子を生まされたのでしょう。そして、この剣けんが母の所持品であった以上、やはり私はレイオーネの子なのでしょう」

「…………」

「ですが私は、フラオディールの王族を称することはできません。貴方あなたの従兄妹いとこを名乗ることもできません。それは王家の名誉を汚すことになりますから」

「王家の名誉なら、私の方がよっぽど汚しているさ」

　ルフェルドが小さく首を振る。意外にも、その顔は笑っていた。

「生まれを否定したところで何も始まらない……それは私自身が言ったことだ。違う親から生まれていたら、君は君ではなかった。そして私の命を救ってくれたのは、今ここにいるメルシオーネくんだ。違うかな？」

「ルフェルドさん……」

「私はメルシオーネくんに、サビトくんに、ピリスに、様々なことを教えられた。今でも父を敬愛しているが、私と父は違う。そして君たちもまた、父たる竜人レドルグとは違うはずだ。ならば私は、【竜落子ドラグリーズ】を信じてみたい……一人の理想主義者として」

「許して頂けるのですか。正体を隠していた私たちを」

「言ったろう。私は君たちに、言葉で言い尽くせないほどの借りがある。ピリスのことも心配ない。彼女もまた、私の大切な『宝』だ」

　……いよいよ王子に短所がなくなってしまった。

　容姿、性格、人望、家柄、おまけに剣腕……ここまで完璧な奴やつが存在していいのだろうか？　どこかに欠点はないのか？　足が臭いとか、鼻クソを食べるとか。

「ところで二人とも」

　と、そこで王子が唐突に話題を変えてきた。やけに落ち着きをなくし、不自然な咳せき払ばらいをしている。らしくもなく挙動不審だった。

「アトリくんは、その、一緒ではないのか」

　出し抜けにクノイチのことを訊きいてきたルフェルドに、思わずメルと目を合わす。

「奴なら今、ピリスを手伝わせている。夕食の後片付けをな」

「そ、そうか。優しい人なのだな」

　それからも何な故ぜか王子は、「彼女の年齢は？」「趣味は？」「好きな花は？」と、意味不明の質問を連発してきた。

　しかし最後に「いかん。人の伴侶に横恋慕など……」と呟つぶやいた彼を見て、サビトは新たなルフェルドの短所を発見した。

　──この『はんさむ』は、悪女に騙だまされやすい傾向があるようだ。




　翌日。サビトら三人は南方を目指すべく、早速サントミロス聖せい堂どうを発たつことにした。

　ルフェルドには「もう少しだけ、ゆっくりしていっては？」と引き留とめられたが、丁重に固辞した。しかも真っ先に首を振ったのがアトリだったので、王子のヘコみ具合ったらなかった。

「アトリくん。いつか再会したときには、今度は私に君を守らせて欲しい。そのためにも今まで以上に、心技体を鍛え上げておく」

「そうか。では失礼する」

「あ、待ってくれっ。せめて好きな食べ物を教えてくれないかっ」

「柿だ。では失礼する」

　素っ気ないアトリの代わりに、湖こ畔はんまで見送りにきてくれたルフェルドに手を振る。

　そのまま舟に乗り込むと、漕こぎ手たる二人の騎士に伴われ、湖を南岸へと向かう。ただし舟上にはさらにもう一人、ピリスの姿もあった。

　彼女は別れが名残惜おしいらしく、対岸までついていきたいと願い出てきたのだ。本当はルフェルドだってそうしたかったろうに……上に立つ者は、色々と損である。

「ピリスさん。またいつか、必ずお会いしましょうね」

「はい。私もその時は、バインボインになっておきます！　メルさんほどは無理でも、せめてアトリさんくらいには！」

「フン、言ってくれるではないか。断っておくが、私も同年代の中では、かなり大きい方だぞ」

「はい、分かってます！　お風呂で見ましたから！」

　たった二日足たらずの期間で、アトリはそれなりにピリスと距離を縮めていた。

　アトリは本来、里でも群を抜いて用心深いシノビだ。その懐にこうも簡単に入り込むとは……ピリスという少女、なかなか侮れない。

　まあ、それは別にいい。しかしサビトには一つだけ、大いに不満なことがあった。

「おい、アトリ」

「何だ」

「お前って聖せい堂どうにいる間、結構ピリスと一緒にいたよな？」

「ああ。【竜落子ドラグリーズ】だと聞いて、彼女には興味があった。というか、お前が私に言ったのだろう。『ピリスの仕事を手伝ってやれ』と」

　……そう。アトリにこの橙とう髪はつ少女のお守りをやらせたのは、他ならぬサビトだ。

　その理由は、確認をしたかったからだ。ピリスのドジに、きっとアトリも不覚を取られるはず……そんな予測と期待があったからだ。

　が、アトリはこれといって被害を受けていないようだ。どういうことだ？　ピリスはシノビの天敵ではなかったのか？

「ピリスと一緒にいて……死にかけたりしなかったか？」

「死にかける？　何だそれは」

「いや、だから、こいつがドジをやらかして……」

　すると、ピリスがたちまち心外とばかりに抗議してきた。

「サビトさん。私は大切なお客様に、粗相なんて致しません」

「どの口が言っている。俺にとっては一万五千の亜人軍より、お前一人の方がよっぽど脅威だったのだぞ」

「きっと私のドジは、人を選ぶのです。サビトさんは選ばれたのです」

「な……」

「おめでとうございます」

「めでたくねえよ！　じゃあ何か？　お前は俺だけの疫病神だってのか！」

「もしかしてサビトさんは、私の運命の人なのかもしれませんね。えへへ」

　はにかむように笑った彼女が、サビトには邪神に見えた。

「だからお別れが悲しくて……また絶対に会いましょうね」

「二度とゴメンだ！　お前とは、今日が今生の別れだ！」

「ひ、酷ひどいっ。【竜落子ドラグリーズ】同士なのに、そんなに忌き避ひしなくても──あっ」

　その時。舟がグラリと揺れて、ピリスが体勢を崩した。

「あわわっ。あわわっ」

　右へ左へたたらを踏み、その体が舟の縁につんのめる。そして。

　藁わらをも摑つかむ思いで彼女が握ったのは……案の定、サビトのマフラーだった。

（もっと早く聖せい堂どうを去るべきだった。こいつは──俺限定の暗殺者だ！）

　ピリスと一緒に水面に投げ出されながら、サビトはそう確信した。





　　　　２






　サントミロス聖堂を出立し、早くも三日。

　サビトたちはその間、亜人の残党と幾度となく遭遇し、計五千ほどの数を倒した。

　敵にしてみれば、たった三人で旅する人間など格好の獲物だと思ったのだろう。が、こちらもまた、そんな彼らは格好の獲物だった。ナトゥアに辿たどり着つくまでに、できるだけ亜人を倒す……それがサビトたちの計画なのだから。

　しかしながら、戦闘が二十回を超えてくると、さすがに辟へき易えきとしてきた。

　こうも昼夜を問わず襲撃されては、落ち着いて休む暇さえない。体力の消耗だけは、メルの魔法でどうにかなるものじゃないのだ。












「ふう。さすがにバテちまったな……」

　その日も六百ほどの敵小隊を駆逐し、森の中にて夜営の準備を始める。ちょうど小川が流れていたので、今夜は岸辺で休むつもりだった。

「文句を言わず手を動かせ。ほら、そっちに行ったぞ」

　アトリが川に小石を投げて、魚を誘導する。そこへサビトが苦く無ないを飛ばし、次々とニジマスの成魚を仕留とめていく。

　二人の背後では、メルが枯れ枝を集めて、せっせと焚たき火びをこしらえていた。彼女も一人旅が長かったお陰で、そういう作業はお手のものだ。

　……しばし三人で黙々と魚にかじりつき、続いて一人ずつ川へ入り、戦闘による汗と汚れを落とす。ようやく人心地ついたときには、夜がとっぷり更ふけていた。

「地道に狩っていくってのは、なかなか面倒なもんだな。最近は夢の中にまで、ギギとブゴゴが出てきやがる」

「統率者がいなくなり、亜人たちは各種族ごとに固まっているみたいですね。大昔から人間と敵対していますが、彼らはもともと種族間の仲がいいわけではありませんから」

　……この大陸における「人間」と「亜人」の戦いの歴史は、竜人族レドルグとのそれよりもずっと長いという。

　かつては人間の中にも、共存を模索しようとした者がいたらしいが、それは叶かなわなかったようだ。亜人には、人間への敵意が本能として刻まれている。食い、眠り、子をなすことと同様に、彼らは人間を殺さずにはいられないのだ。

「どうあっても相あい容いれない関係なら、どっちかが滅びるしかねえよなあ……」

　そんな感想と共にサビトが欠伸あくびをすると、今度はアトリが銀髪少女に語りかけた。

「それにしても、メル様が一国の王族だったとは……聞かされたときは、さすがに面食らいました」

「私自身も驚きましたから……でも、やっぱり私は王族なんて名乗ることはできません。どちらかと言えば、今の私はヒノモトに帰属する立場でしょうし……」

「もちろんです。我々としても、あの青二才の王子にメル様を差し出すわけにはいきません。貴女あなたは、私とサビトの大切な伴侶なのですから」

「だ、駄目ですよアトリ、青二才なんて言っちゃ」

「失礼しました。緑二才でしたね」

　アトリが悪戯いたずらっぽくペロリと舌を出す。緑二才……ルフェルドが聞いたら、さぞヘコむに違いない。というか、むしろ王子のご所望はアトリではないだろうか。

　いつしか焚き火の炎は、すっかり小さくなっていた。

　が、もう枝を足たす必要もないだろう。このまま火が消えれば、それが就寝時だ。

「私は自分のことより、ピリスさんの存在の方がもっと衝撃でした。まさか【竜落子ドラグリーズ】が他にもいるなんて」

　ピリスの名前が出たことで、サビトの体が反射的にビクリとする。それを隠すように、即座にかねてよりの疑問を口にする。

「そ、そういや、ピリスも【竜落子ドラグリーズ】だってんなら、親父おやじは竜人レドルグのはずだよな。あいつの父ちゃんって、やっぱこの地の【竜公アポステル】だったバークナーなのかな？」

　幸いサビトの反応には気付かず、アトリが自身の顎あごを摘つまんで唸うなった。

「普通に考えればその可能性が高いが……ピリスの『小型化』という魔法能力は、バークナーの『未来予知』とはかなり性質が異なるものだ。メル様、魔法とは基本的に、遺伝するものではないのですか？」

「いえ、必ずしもそうとは限らないようです。かつて【竜公アポステル】セルサーレと戦ったとき、私の治ち癒ゆ能力を見て彼は言いました。『そんな能力を持つ同胞を、私は知らない』『もしや隔かく世せい遺い伝でんか』と」

　セルサーレの言葉が本当なら、現存している竜人レドルグの中に、治癒魔法を有した者はいないことになる。つまりメルの父親たる【竜公アポステル】も、別の魔法を使うということだ。

　シノビにも特異忍法において、得え手て不ふ得え手てがある。

　雷・水・火・風・地……その五系統を全て使いこなせる者は稀まれだ。さらに奥義である《霊りよう仙せん》まで極めた上忍となると、現頭領のドウセツ以降、サビトとアトリが生まれるまで数十年間も存在しなかった。

　両親に使えなかった忍法を使えるなら──サビトたちもまた、隔世遺伝を持った子なのかもしれない。

（子って言えば……王子たちに確認するのを忘れちまった）

　そこでサビトは、ふと一つのことを思い出した。色々とゴタついたこともあり、不覚にも今の今まで失念してしまっていたのだ。

　雑ぞう木き林ばやしで出会った──あの男のことを。

　メルと同じ銀色の髪をした、謎の青年のことを。

　思えばあれ以降、二度と見かけることはなかった。かなり怪しい男だったが、かといって島内で何か変事が起こったというわけでもない。

（あいつは一体、何者だったんだろう。やっぱりただの一般住民だったのか？）

　サビトが物思いに耽ふけっている間にも、メルとアトリは話を続ける。

「私もセルサーレのその言葉を聞くまで、故郷のイリオスタを支配している【竜公アポステル】は、治癒魔法を使うのだと思っていました」

「それはつまり、そこにいる【竜公アポステル】が……メル様の父親であると？」

「はい。どうして他領地から母を攫さらったのかは不明ですが、【竜公アポステル】が自分の子を生ませるのは、間違いなく自分の領地──」

「──それは違うよ」

　その時。

　三人以外の誰かが、唐突にメルの言葉を否定した。

「！」

　一斉に飛び上がり、背中合わせになって周囲に目を凝こらす。

　馬鹿な。気配など微み塵じんも感じなかった。二人の上忍がいて、そのどちらもが気付けないなんて……そんなことがあり得るのか？

「イリオスタ地方を支配している【竜公アポステル】は、ラプシャオくんという。でも彼は、君の父親じゃない」

　サビトの右方。木々が綢密する、深い闇やみの向こう。

　そこからまた、同じ声が聞こえてくる。年若い青年のものだった。

（この声……）

　聞き覚えがある。これはまさしく──ちょうど今しがたサビトが思い浮かべていた、件くだんの青年の声だ！

　注視する闇の先より、人の形をした影がゆっくりと迫せまってくる。

　……そういえば、あの時も気配を感じなかった。罠わなの張り巡らされた林に、彼は突然、散歩でもするように現れた。

「やあ、こんばんは。いい夜だね」

　程なくして姿を露あらわにしたのは、果はたして当人だった。

　銀色の髪に、禍まが々まがしい紅瞳をした、あの気さくな男だった。

「やはり……お前か」

「久し振りだね。ニンジャの新郎くん」

　いつかのように、ヒョイと片手を上げながら。

　青年はにっこりと、人懐っこく、こちらへ笑いかけてきた。




　突如として現れた、自分と同じ銀髪をした正体不明の青年に、メルは身構えつつも困惑を隠せずにいた。

（この人は一体……）

　身長はそれほど高くない。体格もかなり華きや奢しやで、病的なまでに肌が白い。多数の亜人が潜む森の中だというのに、防具はおろか武器の類さえ持っていなかった。

　加えて、先ほどの発言──おそらく彼は、ただの人間ではない。それはサビトとアトリの張り詰めた様子からも一目瞭然だろう。

「サビト。この方と面識があるのですか」

　横の夫に問うと、彼は刀に手をかけたまま低く返してきた。

「聖せい堂どうの雑ぞう木き林ばやしで、一度だけ会ったことがある。俺に子作りを勧めた銀髪男の話、お前にもしただろう」

　そういえば、言っていた気がする。てっきりサビトの作り話だと思っていたので、半ば聞き流してしまっていた。

　そんなこちらを後ろ手で眺ながめながら、謎の青年は勝手に話を続ける。

「ところで、さっき君たちが話していたことだけど……あのオレンジ髪の【竜落子ドラグリーズ】は、まさしくバークナーさんの子だよ」

「…………」

「しかも、逃がしたのは母親じゃない。驚くべきことにバークナーさん自身だ。知っての通り、彼は未来予知ができる。我が子が【竜落子ドラグリーズ】であることを前もって知っていたバークナーさんは、子が出来たことを誰にも告つげず──そして捨てた」

　聞けば聞くほど、メルの中で警けい戒かい心が強まっていく。

　バークナーの予知能力。ピリスの正体と出自。

　そしてメルさえも知らなかった、故郷に君臨するラプシャオなる【竜公アポステル】。

　そんなことを知っている以上、もはや青年の正体は決定的だ。

　どうして他領地にいるのかは不明だが、彼は間違いなく──【竜公アポステル】だ。

「【竜落子ドラグリーズ】の隠いん蔽ぺいは、一族への大きな裏切りだ。でも僕にはバークナーさんの気持ち、ちょっと分かるなあ……子供ってのは、特に娘ってのは、やっぱり可愛かわいいものだからね」

　なおも饒じよう舌ぜつに語る青年に向けて、メルは一歩踏み出した。

　青年が言葉を止める。血のごとき鮮紅の双そう眸ぼうが、柔らかくこちらを見詰めてくる。

「単刀直入にお訊ききします。貴方あなたは、何者ですか」

　メルの問いに、青年は韜とう晦かいすることなく「竜人族レドルグだよ」と答えた。そして。

　続けてあっさりと、事も無げに──さらに驚くべきことを口にした。

「こうやって話すのは初めてだね。何を隠そう、この僕こそが、君の父親だ」

　その言葉の意味を把握するのに、メルはいくらかの時間を要した。

「……何と、言いましたか」

「僕は、君の父親だ。そう言ったんだよ、メリュジオヌ」

　呼ばれたその名は、自分のそれとは似て非なるものだった。

「メリュジオヌ？　違います、私はメルシオーネです」

「それはレイオーネがつけたものだろう？　僕がつけた正式な名前は、メリュジオヌだ」

　その瞬間、メルの心臓が大きくドクリと拍はく動どうした。

　青年はレイオーネを、母を知っている。メルの過去を知っている。

　やはり本当なのか。今、彼が告げてきたことは……真実なのか。

「私の、父……」

「そう。君は僕の愛いとしい一人娘……おっと、愛しいとか言っちゃマズいかな？　出来損ないの【竜落子ドラグリーズ】だからね」

「……その【竜落子ドラグリーズ】に会うために、わざわざやってきたというのですか。【竜公アポステル】が、こんな他領地まで」

「それは少し違うね。確かに僕は竜人レドルグだけど、【竜公アポステル】というわけじゃないから」

　そこで青年が、恭うやうやしく一礼してきた。

　片手を自身の胸に添そえ、ようやく自己紹介をした。

「挨あい拶さつが遅れたね。僕はクロムクラッハ──【巡見者ミグラテル】だよ」





　　　　３






　メルと青年の会話を聞きながら、サビトは自身の能天気さに歯は嚙がみしていた。

　何という失態。竜人レドルグに聖せい堂どうへの侵入を許しただけでなく、吞のん気きに会話を交わし、以降ずっと放置していたとは。

（シノビともあろう者が、何てヘマを……！）

　バークナーを倒し、もうこの地には大きな脅威はいない……そう楽観的に高をくくっていた。

　これほど致命的な過失があろうか。結果としてサビトは竜人レドルグを残したまま、王子たちに何も知らせぬまま、聖堂を去ってしまったのだ！

（いかに王子と騎士団だろうと、竜人レドルグ相手じゃどうにもならねえ）

　サビトたちが発たって、すでに三日。サントミロス聖堂はどうなった？　ルフェルドは、ピリスは、住民たちは──どうなった？

「貴様……我らが去ったあと、聖堂をどうした」

　メルには悪いが、まずはそれを確認せねばならない。

　割り込むように問いを投げると、しかしクロムクラッハなる竜人レドルグは、拍ひよう子し抜ぬけするような返答をよこしてきた。

「何って、別に何も。言ったろう？　僕は【巡見者ミグラテル】だと」

「それは何だ」

「【巡見者ミグラテル】というのは、ただの連絡係みたいなものだよ。大陸各地を巡り、まとまりのない同胞たちに情報伝達をしている。偶然にも、メリュジオヌが人間相手にやっていることと同じだ。血は争えないね」

　各地を巡る情報伝達役。そんな竜人レドルグがいるとは初耳だ。

　横にいるメルも、戸惑いの表情をしていた。きっと彼女も知らなかったのだろう。

「だから別に、聖堂をどうこうしたりしない。そもそも僕は、人間に興味はないんだ」

「ならば、何な故ぜあそこにいた？」

「理由は二つ。一つは、大きくなったメリュジオヌを間近で見たかったからさ。君にも言ったけど、僕は娘の成長を何よりも楽しみにしているんだ。うん、レイオーネに似て、とても美人に育った……父親として鼻が高いよ」

　青年がまた、話題をメルのことに戻してしまう。……鵜う吞のみにするのは危険だが、今は聖堂の無事を信じるしかない。そして。

（とにかく今、俺がやるべきことは一つだ）

　この竜人レドルグを、ここで倒す。たとえメルの父親だろうと、こちらに体力的な不安が残っていようと、こいつには必ず死んでもらう。

　ただし──メルの母親・レイオーネのことを、全て教えてもらってからだ。

「クロムクラッハ、と言いましたね」

　サビトの心中を読んだように、メルが竜人レドルグに問いかける。

「貴方あなたが私の父ならば、お訊ききします」

「何かな？」

「母は、レイオーネは……どうなったのですか」

「食べたよ。いけなかったかい？」

　平然と言い放った青年に、メルが息を吞のむ。

　剣けんを握る彼女の手が、小刻みに震えていた。……覚悟はしていたはずだ。が、それでもその無慈悲な一言は、メルの心を深くえぐったに違いなかった。

「君を人間の村に託したのち、彼女は僕のところに戻り、そして自害した。もちろん僕だって『何も死ぬことはないのに』と思ったよ？　でもまあ、死んだからには食べてやらないとね。それが『竜人レドルグの妻』としての、最後の務つとめだ」

「何て、ことを……」

「【竜落子ドラグリーズ】を生んでくれたレイオーネには、今でも感謝している。そうそう、彼女から君に伝言があったんだ。『どうか幸せに』だったかな？」

　──と、そこで青年の横合いにある茂みが、カサカサと揺れた。

　ややあって、小さな野生動物がヒョコリと顔を出す。兎うさぎだった。

「…………」

　クロムクラッハの視線が一度だけそちらを向く。すると。

　彼と視線を合わせた兎に、「異変」が起こった。

（ん……？）

　兎の小さな体が、一度だけビクンと微動する。次いでパキパキと奇妙な音が上がり、その茶色い毛並みがみるみる灰色へと変わっていく。

　数秒後、そこにあったのは。兎の形をした石だった。

　驚くほど精せい巧こうな、今にも動き出しそうな、さっきまでは確かに本物だった──兎の置物だった。

（これは……石化魔法か？）

　おそらくそうなのだろう。クロムクラッハの魔法は、視線によって相手を石にする能力……聖せい堂どうの林にあったリスの石像も、こいつの仕業ということか。

「メル様、あの男と目を合わせてはいけません」

　アトリが素早くメルに囁ささやく。彼女も敵の能力を理解したのだろう。

　メルは小さく頷うなずいたものの、構えた剣を下ろしてしまっていた。無理もない。母のこんな末路を聞かされては、動揺するのも当然だ。

「面白い能力だろう？　ついでに教えてあげよう。僕の石化に、メリュジオヌの治ち癒ゆ魔法は効かない。しかも一度かけたら、僕自身にも途中解除は不可能だ。注意したまえ」

　己の能力をいとも簡単にバラした竜人レドルグは、相変わらず鷹おう揚ように会話を進める。

「話が逸それてしまったね、一旦元に戻そうか。そう……僕があの聖せい堂どうにいた理由は、二つあるって話だったよね」

　一つは、メルを間近で見たかったから。なら残るもう一つは、何だというのか。

「二つ目の理由は、さっきも言ったバークナーさんの子供だよ。僕は人間なんかに興味はないけど、【竜落子ドラグリーズ】には興味があってね……彼女にちょっとした用があったんだ」

「ピリスに、用だと？」

「あ、心配いらないよ。別に彼女を殺すとか、そういう物騒な用件じゃない。それに、目的は無事に果はたしたよ」

「目的とは何だ」

「頭を、撫なでさせてもらっただけさ」

　クロムクラッハが、ニヤリと口角を吊つり上あげる。

「彼女、ピリスくんと言ったかい？　どうやら住民たちに受け入れられたみたいじゃないか。いやあ、人間と【竜落子ドラグリーズ】が融ゆう和わするなんて、僕まで嬉うれしくなっちゃったよ」

　……この男の真意が読めない。

　こいつはバークナーとは別の意味で、これまでの【竜公アポステル】とは異色の存在だ。【巡見者ミグラテル】なる奇異な肩書きからも、その特殊性が窺うかがえる。

「竜人レドルグの貴様が、どうして人間と【竜落子ドラグリーズ】の共存を喜ぶ？」

「そりゃ喜ぶさ。だって人間に受け入れられるってことは、それだけピリスくんが子供を生む確率も上がったわけだからね」

「子供……？」

　そういえば彼は、かつてサビトにも熱心に子作りを勧めてきた。なるべく早く、多く、子を作れと。

「ピリスが子を生んだとして、貴様に何の得がある」

「知ってるかい？　【竜落子ドラグリーズ】からは、高い確率で【竜落子ドラグリーズ】が生まれるんだ」

「…………」

「それは僕にとって、大きな意味のあることだ。彼女を殺すなんてとんでもない。是非ともピリスくんには、たくさんの【竜落子ドラグリーズ】を──」

　そこでクロムクラッハの声が止まった。

　アトリが地面を蹴けり、彼へと斬きりかかっていたからだ。

　敵の頸けい部ぶを狙ねらって、クノイチの容赦ない白はく刃じんが飛ぶ。相手が身を屈かがめたことで初撃を外したものの、彼女の攻撃は止まらなかった。

　疾走する超速の刃が、敵のあらゆる急所を襲う。

　常じよう軌きを逸いつしたその速度に、さすがの竜人レドルグも全てに対応できなかった。致命傷とまではいかないが、その頰ほおに、首筋に、手足に、浅い裂傷がどんどん刻まれていく。

「やれやれ、まだ話の途中なんだけどなあ」

「もう充分だ。死ね」

　アトリの猛もう攻こうが苛烈さを増していく。

　とはいえ、彼女も決して体調が万全なわけじゃない。サビトと同様、度重なる亜人との戦闘による疲労が蓄積しているはず。

（仕方ねえ。加勢に入るか）

　戦いの様子を観察しつつ、割り入る機会を探る。同時に隣のメルに、「お前は下がっていろ」と声をかける。

　彼女は戦わなくていい。ここは自分たちが請け負う。どうしてもレイオーネの仇あだ討うちがしたいと言うなら、とどめだけは刺させてやればいい。

（敵の戦闘力は、そこまで高くねえ。視線を合わせることだけに注意すりゃ……）

　──と、その時。サビトはクロムクラッハに、一つの違和感を見み出いだした。

　最初は見間違いかと思ったが、懸念は当たっていた。すかさず加勢の予定を中断し、アトリに鋭するどく叫ぶ。

「アトリ！　一度戻れ！」

　サビトの声に反応し、クノイチがたちまち跳躍する。そのままサビトたちの側へ着地するなり、彼女はジロリと不満げな目を向けてきた。

「サビト、どうして下がらせた」

「先にお前が気付くべきだろうが。よく見ろ、あの野郎を」

　アトリが怪け訝げんな表情のまま、サビトの視線に倣う。程なく「む？」と唸うなったことから、彼女も気付いたようだ。

　クロムクラッハの傷が──消えていたのだ。

　アトリにつけられた全身の裂傷が、ほとんど治っている。僅わずかに残った傷すらも、古いものから順に、みるみる塞ふさがっていく。

「治ち癒ゆ、している……？」

　アトリに続いて、メルも驚きよう愕がくの声を上げた。

　そう。それはまぎれもなく、メルの魔法能力だった。

　彼女に【竜落子ドラグリーズ】として備そなわった、驚異的な治癒効果……それと同じ現象だった。

「サビトくん、止めてくれて助かったよ。即死以外の負傷なら構わないんだけど、やっぱり痛いものは痛いからね」

　苦笑しながら肩をすくめた青年に、メルが独り言のように呟つぶやいた。

「あ、あり得ない……竜人族レドルグが使える魔法属性は、一つだけのはず……」

　複数の魔法属性を操れるのは、「竜人レドルグの王」の子孫であるシノビだけ。サビトもそう聞かされている。しかし、クロムクラッハは二つの魔法を使った。

　例えば、ナトゥアで戦った【竜公アポステル】ゴルニシチ。彼もまた、「死体統御」と「食らった者に化ける」という別能力を有していた。が、「死体を弄もてあそぶ」という意味では根っこは同じと言える。

「石化」と「治ち癒ゆ」。そこに共通点らしき属性は見当たらない。そもそも、その二つが同属性のものなら、メルにだって石化魔法が使えるはずだ。

「メル。確認するが、お前は治癒以外の魔法が使えるのか」

「いいえ。もちろん無理です。私の能力は、『自分と伴侶の負傷を治す』ことだけ……何より、治癒魔法を使う竜人レドルグなどいないと、セルサーレも言って……」

　こちらの惑わく乱らんを楽しげに観察しつつ、【巡見者ミグラテル】が低く笑う。

「セルサーレくんの言ったことは間違っちゃいない。治癒魔法を使える竜人レドルグは、確かに存在しないよ。でも僕には使える。石化魔法も、治癒魔法も、そして──」

　その言い終わりを待たず、アトリが指先で印を描いた。

「《雷らい仙せん・旋せん戟げき》」

　問答無用とばかりに、螺ら旋せん状じようの紫し電でんがクロムクラッハの頭上に落ちる。

　バリバリと轟ごう音おんを立て、雷の直撃が竜人レドルグを貫いた。つくづくせっかちな幼おさな馴な染じみだったが、有効打には違いない。

（よし、今だ！）

　好機とばかりに駆け出した矢先。しかし二人のシノビは、すぐに足を止めた。

　──敵は、無傷だった。何事もなく、悠然と、同じ場所に立っていた。

（ば、馬鹿な！　落雷をまともに受けて、無事でいられるわけがねえ！）

　それはもう、治癒云うん々ぬんという以前の問題だった。

　クロムクラッハは、確かに《雷らい仙せん》を食らった。にも拘かかわらず、傷自体を負っていなかった。何な故ぜだ？　どうやって身を守った？

「悪いけど、僕に魔法は効かない」

「…………」

「話は最後まで聞いた方がいいよ。魔法を任意に『無効化』させる能力──僕はそういう魔法も持っているんだ」

　信じ難がたいセリフを吐き、【巡見者ミグラテル】が歩き出す。ゆっくりとこちらへ迫せまってくる。

「特別にこれも教えてあげよう。どうして僕が、誰にも見付からず聖せい堂どうに潜伏し続けられたか。どうして先ほど、君たちに気付かれず接近してこれたか」

　森閑とした一帯に、クロムクラッハの不吉な声だけが響き渡る。

「それはね。僕が『小型化』の魔法を使えるからだよ。その能力を、ピリスくんから頂いたからだよ」

　もはやどう反応していいのかも分からなかった。

　石化、治癒、無効化、そして小型化……こいつはシノビと同じく、複数属性の魔法を駆使できるということだ。それが決してハッタリではないということだ。

　慄然とする三人の中で、辛うじて口を開いたのはメルだった。

「ピリスさんから頂いた、とは……どういうことですか」

「ピリスくんだけじゃない。その昔、赤子だった君からも頂いたよ。治癒魔法をね」

「まさか、貴方あなたの能力は……」

　にわかに青年の足が止まる。

　そこで再び彼は、いとも容易たやすく、己の「本当の魔法能力」をバラしてきた。

「そう。他者の魔法をコピーし、自分のものとできる能力・『偸ちゆう盗とう』。それが僕、クロムクラッハの──本来の魔法能力だ」





　　　　４






　メルの父を称する、【巡見者ミグラテル】クロムクラッハと名乗る竜人レドルグ。

　その存在が目の前に現れてから、おそらくまだ十五分と経たっていない。だが、たったそれだけの時間が、メルには途方もない長さに感じられていた。

「サビト……アトリ……」

　クロムクラッハが、自身の魔法能力を暴ばく露ろして間もなく──戦闘は始まった。

　それはきっと、会話時間よりも遥はるかに短い束つかの間ま。五分、いや三分にも満たなかったかもしれない。しかし。

　……その僅わずかな時間で、勝敗は完全に決してしまった。

　これまで四体もの【竜公アポステル】を葬ほうむってきた二人のシノビが、なす術すべもなく地面に伏ふしている。互いに力を合わせ、切り札の《霊りよう仙せん》まで使い、あらゆる手段を講じながら……それでもなお彼らは敗北した。

　それはまさに、メルにとって悪夢のような光景だった。

「思った通り、二人ともかなり疲ひ労ろう困こん憊ぱいって感じだね。根気よくチャンスを待った甲か斐いがあったよ」

　メルの足下に倒れるサビトとアトリ。それを前方より眺ながめつつ、嘲あざ笑わらうように歯を見せるクロムクラッハ。

　だが竜人レドルグの言葉は、メルの耳にほとんど入ってこなかった。

　ただ呆ぼう然ぜんと、剣けんを構えることも忘れ、虫の息となっている伴侶たちを見詰めることしかできなかった。

（そんな……）

　二人に負傷は見当たらない。それはもちろん、彼らが深刻なダメージを受けるたびに、メルが治ち癒ゆを行ったからだ。

　サビトとアトリは何度も立ち上がり、敵へ向かっていった。が、それでも最後まで、敵の顔から余裕を消すことすらできなかった。

　無理もない。相手は特異忍法が通じず、直接攻撃さえも瞬またたく間に回復させてしまうのだから。しかも二人は、本調子ではなかったのだから。

（どうして、止めなかったの……？）

　彼らの動きが精彩を欠いていたのは、分かっていたはず。亜人の大軍との連戦による疲れは、フォロー役だったメルにすらあったではないか。

　セルサーレ、ペルダ、ゴルニシチ、バークナー……それでなくともサビトとアトリは、強大な【竜公アポステル】たちと連戦を続けてきた。それがどれだけ異常なことか……側にいた自分が一番知っていたはずだ！

（私は……伴侶失格です）

　これはメルの落ち度だ。二人をこんな姿にしたのは、他ならぬ自分自身だ。

　自責と悔恨にうちひしがれていると、再び前方の薄うす闇やみから竜人レドルグの声がした。

「メリュジオヌ。君はなかなか良い伴侶に恵まれたね」

「…………」

「極東の『禁足地』より来た、王の子孫である【竜落子ドラグリーズ】たち……ニンジャ・シノビなどと呼ばれる彼らは、本来なら契約によってしか動かない存在だという。そんなニンジャを二人もモノにするなんて、さすがは我が娘だ」

「やめて下さい。私は貴方あなたを、父だとは思っていません」

　愛あい剣けんを構え、伴侶らを守るように進み出る。

　見み据すえる先のクロムクラッハは──現れたときとは姿が変わっていた。本格的な戦いが開始されるなり、彼は「竜化」したのだ。

　全身を覆おおう白銀の鱗うろこ。額から屹きつ立りつする一本角づの。蛇のごとき尻尾しつぽに、蝙こう蝠もりのごとき双翼……それらを有しながらも、しかし彼は人の形をしていた。

　人竜型。そんな形態のドラゴンがいるなんて、今までメルも知らなかった。この男は全てが異質だ。竜体も、能力も、肩書きも、その強さも。

「やれやれ、どうやら僕の娘は反抗期のようだ。と、それより……さっきから微妙に気になってたんだけどさ」

　深しん紅くに染まった爬は虫ちゆう類るいのごとき凶眼が、メルが持つ愛剣へと向けられる。

「やっぱりレイオーネの剣は、君が持ってたんだね」

「……この剣を、知っているのですか」

「王族である証あかしの剣だろ？　レイオーネはそれを、いつも肌はだ身み離さず持っていたよ」

　思わず構えた剣を見ると、その剣身に自分の顔が映っていた。

　切れ味も鋭するどく、軽量で扱いやすい、別の意味でのメルの相棒……この剣に幾度助けられてきたか分からない。

「僕がその剣に触れることを、レイオーネはとても嫌がった。よほど大切な物だったんだろうけど、ちょっと釈然としないなあ……夫は駄目で、娘は触っていいなんてさ」

　ことさらに嘆たん息そくしてみせ、クロムクラッハが「ところで」とまた話題を変える。

　この男は饒じよう舌ぜつではあるが、気分のままに喋しやべるので論点が摑つかみづらい。まるで子供と話しているような感覚になる。

「メリュジオヌ。繰り返すけど、レイオーネが君を連れて逃げたことは知っていた。しかし、僕はそれを黙認した。何な故ぜだか分かるかい？」

「……何な故ぜだと言うのですか」

　向こうに会話をする気があるうちは、付き合うのが良策だろう。

　その間に、サビトとアトリを少しでも休ませたい。せめて逃げる体力だけでも取り戻せるように。

　そして、どのみちメルは聞かなければならない。自分の過去を。相手の思惑を。そこにクロムクラッハを倒すための、何らかの手掛かりがないとも限らないのだから。

「君を放置した理由は、僕の魔法能力にある」

「どういうことですか」

「僕の『偸盗』という能力には、残念ながら一つの制限があるんだ。魔法を奪うばえるのは、【竜落子ドラグリーズ】からだけ……という制限がね」

　魔法を奪えるのは、【竜落子ドラグリーズ】からだけ。それは聞き逃せない情報だ。

　メルの治ち癒ゆ魔法。ピリスの小型化魔法。つまりそれらと同様に、石化魔法と無効化魔法も、かつて他の【竜落子ドラグリーズ】から奪ったものということか。

「とはいえ知っての通り、【竜落子ドラグリーズ】というのは滅めつ多たに生まれてくるものじゃない。僕がこれまで出会えた【竜落子ドラグリーズ】は、この百年間でたった四人だけだ。しかも内の二人は、君とピリスくんって有り様さ」

「つまり貴方あなたの使える魔法は、四つということですか」

「そう。今はまだ、ね」

　人型の竜人レドルグが、ニヤリと口くち端はを歪ゆがませる。巨大な牙きばが覗のぞき見みえた。

「魔法コレクターを目指そうにも、肝心の【竜落子ドラグリーズ】がいなければ、僕の能力は宝の持ち腐れだ。だから君を放置したんだ。いつか君が、たくさん【竜落子ドラグリーズ】を生んでくれることを期待して」

　竜人レドルグの子が【竜落子ドラグリーズ】である確率は、限りなく低い。

　だが【竜落子ドラグリーズ】からは、高い確率で【竜落子ドラグリーズ】が生まれるという。

　だから彼は、メルを看かん過かした。ピリスが人間に受け入れられたことを喜んだ。二人の生んだ子供が【竜落子ドラグリーズ】なら──その子から魔法能力を奪うために。

「そしてメリュジオヌ。君は子供を生む前に、一つの多大なる親孝行をしてくれた。貴重な【竜落子ドラグリーズ】を、それも複数の魔法を駆使する『王』の子孫を──二人も連れてきてくれたんだからね」

　竜人レドルグの不穏な発言に、メルの胸が大きくざわめく。

（まさか）

　クロムクラッハが、どうしてこのタイミングで姿を現したか……彼は先ほど、「根気よくチャンスを待っていた」と言った。

　もしやこの男が会いにきたのは、メルではなく──二人のシノビなのでは？　多数の忍法を有する【竜落子ドラグリーズ】たちだったのでは？

　メルの危惧を裏付けるように、クロムクラッハが嬉うれしげに語る。

「落雷、火炎、氷刃、突風……水上をスイスイ移動するアレは、さすがに魔法じゃないかな？　ともあれ今日、僕のコレクションは一気に増える。これほどいい夜はないよ」

　やはりそうか。敵はサビトたちから魔法を奪うばうつもりなのだ。そのために二人が疲ひ弊へいするのを待っていたのだ！

「中でも、何と言っても魅力的なのは──化身の魔法だ」

　直後。クロムクラッハの姿が、メルの眼前にあった。

「！」

　反応する暇もなく、物もの凄すごい衝撃に吹き飛ばされる。三メートルほど後方の樹じゆ木もくへ背中から叩たたきつけられ、たちまち呼吸が止まる。

「う、ぐっ……！」

　微かすかに眩くらんだ視界の先で、クロムクラッハがサビトの頭を鷲わし摑づかみにしていた。

　もしや、ああやって能力をコピーするのか。

　ピリスへの用件だったという「頭を撫なでる」行為とは、このことだったのか！

「白はく狼ろうに白鴉、だったかな？　僕も是非なってみたいもんだ」

　クロムクラッハがほくそ笑み、サビトを摑つかむ手に力を込める。その瞬間。

　ダラリと垂たれ下がっていたサビトの右腕が、いきなり翻ひるがえった。

　いつの間にか握っていた苦く無ないを、敵の片目に深々と突き立てる。意識を失っていると思っていたが、サビトはまだ攻撃の機を狙ねらっていたのか。

「痛いじゃないか、サビトくん」

　初めて不快げな声音になり、クロムクラッハが目から苦無を引き抜く。それを放り捨てるなり、そのまま竜人レドルグの拳が、サビトへと振り下ろされた。

　ボキリ、という嫌な音が響く。それも立て続けに。

　サビトの右腕が、左腕が、右足が、左足が、容赦ない鉄拳によって順番に砕かれていく音だった。

「や、やめて！」

　肺に溜たまった空気を全て吐き出すように、メルは力の限りに叫んだ。

「無駄に抵抗するからだよ。全く、手癖の悪い新郎だ」

　ややあって、クロムクラッハの右目が開く。

　苦無による傷は、跡形もなく完治していた。まさか治ち癒ゆ能力というものが、これほど厄介なものだなんて……これまで考えたこともなかった。

「さて、では改めて……ん？」

　しばしサビトの頭部を摑んでいたクロムクラッハが、にわかに顔をしかめる。

　やがてサビトを放り出し、今度はアトリの額を摑む。しかしその表情は、相変わらず曇くもったままだった。

「おかしいな、盗めないぞ……君たち、もしや魔法をイジってるのかい？」

　クロムクラッハがそんなことをしている間に、メルは辛うじて立ち上がっていた。

（サビトたちの魔法が、コピーできない……？）

　もしそうだとしたら、メルはその原因に心当たりがある。

　シノビは魔法を術式化して、忍法という形に昇華している。彼らが発動に「印」を必要とするのは、そのためだ。

　シノビの忍法とは、もはや従来の魔法とは別種のもの……クロムクラッハが盗めないとすれば、それしか考えられない。否、もしかしてシノビが魔法を「イジった」のには、こういうケースに備そなえる意味合いもあったということは……？

　いずれにせよ、これは不幸中の幸いと言うべきだろう。

　もし敵に全ての忍法を奪うばわれていたら、とりわけ《霊りよう仙せん》を奪われていたら……事態は絶望的になっていた。

「チェッ。何だよ、ガッカリだなあ……せっかく竜体になって頑張ったのに」

　クロムクラッハが、粗雑にアトリを放り捨てる。次いで憂さ晴らしのように片足を上げ──その踵かかとをクノイチの腹部へと落とす。

「がっ！」

　今までグッタリとしていたアトリが、目を見開いて血を吐いた。まずい。おそらく内臓が骨ごと潰されている！

「安心したまえメリュジオヌ。僕にはここで、君たちを殺す気はない」

　アトリを踏みつけたまま、竜人レドルグがこちらを見る。

　そうだとしても、治ち癒ゆを急がねばならない。激痛の中にいる伴侶たちを思うと、心が引ひき裂さかれそうだった。

「魔法を奪えなかったのは残念だけど、ここに来た目的はもう一つある。そちらを済ませておこうか」

「その前に二人を治癒させて下さい！　そのままでは……」

「駄目。それは僕の条件を吞のんでからだ」

　状況を楽しむように、クロムクラッハが嗜し虐ぎやく的に笑った。

「条件とは何ですか！」

「なに、ちょっとした遊びだよ」

　そこで竜人レドルグは、おもむろに膝ひざを折った。右腕にサビトを、左腕にアトリを摑つかみ、そして再び立ち上がる。

　二人のシノビは無反応だった。片や手足を砕かれ、片や腹部を破壊されているのだ。もう抗あらがう力など、残っているわけがなかった。

「メリュジオヌ。ここでまた、改めて質問だ。どうして僕が迂う闊かつにも、自分の能力をバラしたか分かるかい？　コピーできるのは【竜落子ドラグリーズ】からだけ、使える魔法は四つだけ……そんな大事なこと、どうして僕はペラペラと喋しやべっちゃったんだろうね？」

「…………」

「それはね。喋ったところで何の問題もないからだよ。もう君たちは、僕に手を出すことができなくなるからだよ」

「前置きは不要です。二人を殺す気がないのなら、早く治させて下さい！」

　鬼気迫せまる表情で叫ぶメルに、クロムクラッハは両手のシノビたちを見せつけてくる。

「なら単刀直入に言うよ。メリュジオヌ、今から僕と──『結魂メナージの儀』を交わしたまえ」

「！」

　唐突に突きつけられたその「条件」に、メルは如によ実じつに狼ろう狽ばいしてしまった。

「メ、『結魂メナージ』……？」

　それは、本来メル自身にしか行使できない治ち癒ゆ魔法を、他者にも施すための儀式。

　伴侶という間柄になり、互いの命を共有するという、諸もろ刃はの誓約。

　それを交わしてしまえば、彼の言う通り、メルたちはクロムクラッハを殺せなくなる。それはメルたち自身の死をも意味しているのだから。

「君の魔法にそういう応用法があることは、もちろん僕だって知っている。自身の魔法がどういうものなのかは、本能で理解できるからね。それはコピーした魔法であっても例外じゃない」

「貴方あなたは、何を言っているのですか……伴侶になるなんて……」

「まあ、僕たちが結婚ってのは少し変かな？　でも、運命共同体の親子なんて素敵だと思わないかい？」

「『結魂メナージ』で繫つながれば、確かに私たちは貴方に手が出せなくなります。でも、私たちの誰かが死ねば、貴方も死ぬことに──」

「それは違う。たとえ君たちが死のうと、僕が呪縛で死ぬことはない」

　先ほど言った「運命共同体」という言葉を、竜人レドルグがたちどころに否定してくる。

「忘れたのかい？　君たちと違って、僕には無効化の魔法があることを。だから君たちが死んでも、僕まで死ぬことはない。逆に僕が死ねば、無効化を持たない君たちは死ぬ」

「な……」

「理解したかい？　メリュジオヌの伴侶となることに、僕は何のリスクもないんだよ。この二人と違ってね」

　……考えられる最悪の展開だった。

　それはすなわち、メルたち全員の命が、クロムクラッハに一方的に握られることを意味する。こちらが死んでも、この竜人レドルグは平然と生きていることを意味する。

　メルが伴侶にもたらす呪縛とは、魔法の力によって発動するものだ。確かに無効化魔法を持つクロムクラッハなら、その呪縛から逃れることができるのでは……いや、きっとできるのだろう。

「さあ、返事を聞かせておくれメリュジオヌ。早くしないと時間切れになるよ？」

「く……」

「断るというなら、僕はそれでも構わない。この二人のどちらかにとどめを刺せば、そこで君たちは終わりだ。竜人族レドルグに弓を引く三人の反逆者を、たまたま【巡見者ミグラテル】が見付け、排除した……ただそれだけの話となる」

　竜腕が、サビトとアトリの首をメリメリと締め上げる。あともう少しだけでも力を入れられたら──おしまいだ。

「ただ、やっぱり僕としては、可愛かわいい一人娘が死ぬところなんて見たくないなあ」

　心にもないことを。

　この男には、愛情など存在しない。メルに対しても、レイオーネに対しても、きっと道具や玩具おもちやとしての認識くらいしか持ち合わせてはいない。

（でも、迷っている時間はありません）

　クロムクラッハの要求を断れば、どのみちメルたちはここで全滅する。単に死ぬのが早いか遅いかだけの選択である。

　ならば生き延びる手段を取らねばならない。待っている未来が同じ破は滅めつだとしても、だからといって大人しく諦あきらめることはできない。

　あとのことは、あとで考えればいい。返答など──とっくに決まっているのだ。

「……分かりました。貴方あなたと『結魂メナージ』を結びます」

「うん、いい返事だねメリュジオヌ」

　サビトとアトリを放し、クロムクラッハが満足そうに頷うなずく。

「賢い返事だったかは、分からないけどね」




　その夜。月の光も差さない、深い森の中で。

　メルは三人目の伴侶を得た。

　竜人レドルグであり、父であり、仇かたきであり、魔法コレクターである【巡見者ミグラテル】……

　それは最悪の相手であり。

　そして最低のキスだった。





　　　　５






　木々の隙すき間まから差し込む陽光が眩まぶしくて、サビトは片目だけを微かすかに開けた。

　まだ覚醒し切っていない頭に、小鳥のさえずりと川のせせらぎが届いてくる。漂う草木と土の匂いは芳かぐわしく、頰ほおを撫なでる微風はとても涼やかだ。

（ここは……どこだっけ）

　そんなことを一瞬だけ考え、サビトは程なく思い出した。思い出したくもなかったが、脳ミソがそれを許してくれなかった。

（俺は、死ななかったのか……）

　自分が生きているということは、メルとアトリも無事なのだろう。

　二人の姿を確認しようと体を起こしかけたものの、力が入らなかった。手足が鉛なまりのように重く、喉のどが尋常じゃないほど渇いていた。

（クロ公の奴やつ、何で俺たちを殺さなかった？）

　辛うじて上体だけを起こし、しばし胡座あぐらをかいて途方に暮れていると。

「──あ、サビト。目が覚めたんですね」

　横合いから足音が迫せまり、そんな声が飛んできた。

　見ると、銀髪少女が甲かつ冑ちゆうを鳴らし、いそいそとやってきている。片手に水筒を持っているところを見ると、小川まで水を汲くみに行っていたようだ。

「メル。無事だったか」

「はい……クロムクラッハは、あれから間もなく去っていきました。だからサビトも楽にしていて下さい。今日は一日、体力の回復に当てましょう」

　水筒をこちらへ手渡しながら、メルが隣に座る。心なしか、その顔がやつれていた。

「アトリはどうした」

「小川で水浴びをしています。昨夜は土まみれになってしまいましたからね……アトリが戻ってきたら、サビトも川でサッパリしてきて下さい」

　同じように疲ひ弊へいしていたはずなのに、サビトより早く目を覚ますとは……相変わらず早起きなクノイチである。

「しかし……見事に手も足も出なかったな。お前の治ち癒ゆがなけりゃ、五回は死んでたぜ」

　あそこまで完敗だと、もはや笑うしかない。

【巡見者ミグラテル】クロムクラッハ──さほど戦闘力はないように思えたが、竜体となった彼の強さは桁外れだった。

　アレに作戦もなく挑んだ無謀さは、深く反省せねばならない。おそらくアトリも頭を冷やしているものと思われる。

「……サビト。ごめんなさい」

　と、やにわにメルが神しん妙みような表情になり、頭を下げてきた。両手でサビトの掌てのひらをギュッと握ると、そのまま自分の豊満な胸に抱き締める。

「何でお前が謝ってんだよ。詫わびなきゃならないのは、不ふ甲が斐いないこっちだ」

「いいえ。私はあの戦いを、最後まで止めませんでした。それどころか、二人の負傷を何度も治し、何度も立ち向かわせました」

「それがどうした。それが俺の役目だし、お前の役目だろ」

「そんな役目なんて、放棄するべきだったのですっ。私はあの時、撤退を指示するべきだったのです！」

「あのなあ……」

　それは単なる理想論だ。三人揃そろっての逃亡が成功するほど、クロムクラッハは甘い相手じゃない。たとえ一時的に逃げおおせたとしても、すぐにまた捕まっていたのは目に見えている。

　戦うしかなかった。仮に敵が「逃げれば聖せい堂どうの人間を皆殺しにする」とでも告つげてきたら、結局どうしようもなかったのだから。

「私は……伴侶失格です」

　とうとう目に涙まで滲にじませてしまったメルを、サビトは引き寄せて胸に抱いた。

　きっと彼女は、混乱したままなんだろう。いきなり父たる竜人レドルグと出会い、母を食らったと聞かされ、自身の治ち癒ゆ魔法まで奪うばわれていたことに、まだ平静を失っているのだ。

「失格なんかじゃねえよ。お前がいい女房なのは、旦だん那なの俺がよく知ってる」

「……いいえ。私はサビトとアトリに対し、とてつもない不義を行ってしまいました。私は、あのクロムクラッハと『結魂メナージの儀』を……」

「『結魂メナージ』？　クロ公が伴侶になったってのか？」

「はい。ただし、無効化の魔法を持つあの男は、誓約による死の呪縛を受けません。私たちは一方的に、命を握られる形となってしまいました」

　……なるほど。だからクロムクラッハは、あっさりと引いたわけだ。だからサビトたちは、生き延びることができたのだ。

「あの場で全滅しないためには、要求を吞のむしかありませんでした。でも、そんなことは言い訳になりません。私は、取り返しのつかないことを……」

「いいんだよそれで。お前の言う通り、全滅してるよりはよっぽどマシだ」

「でもっ」

「その判断は間違ってねえ。むしろ俺とアトリは、またお前に助けられちまった」

「やめて下さい！　どうして責めてくれないんですか！　何て馬鹿なことをしたんだと、いっそ殴ってくれたら──」

　なおも言い募るメルの唇くちびるを、唇で塞ふさいで黙らせる。

「！」

　彼女は一瞬だけ全身をビクリとさせたが、すぐに大人しくなって接せつ吻ぷんを受け入れた。

「…………」

「…………」

　頭上でザワザワと風に揺れる枝葉の音を聞きながら、しばし唇を重ね続ける。

　治癒以外でメルと『きす』をしたのは、ナトゥアの町以来だろうか。いや、彼女がルフェルド救出にいく際、鼻にチュッとされたことがあった。自分は白はく狼ろうの姿だったが。

　片目を開けてチラリと瞥べつ見けんすると、メルは目を閉じたままだった。荒療治かとも思ったが、何とか功を奏したようだ。

「……ほひふいはか、へる」

「キスしたまま喋しやべらないの」

　接吻状態で問いかけてみたところ、途端にメルが顔を離してそんな不満を述べてきた。頰ほおをプクリと膨らませているが、顔がほのかに赤かった。

「もう一度訊きく。落ち着いたか、メル」

「はい、お陰様で……最後がちょっと残念でしたけど」

「生まれつき詰めが甘くてな」

「威張らないで下さい。でも、ありがとうございます。少しだけ元気になれました」

　幸いにもメルは笑顔になり、何な故ぜかサビトの上に乗ってきた。座ったままの「お姫様抱っこ」のような形になる。

「サビトのキスにも、治ち癒ゆ効果があるのかもしれませんね。私の心に限って」

「そ、そうか」

「改めて思いました。あそこで全滅を選ばなくてよかったと……もし死んでいたら、今のキスはなかったんですから」

「俺はそれを伝えたかったのだ。よく意図を察したな」

「フフ、噓うそばっかり。それと、また口調がヨソ行きになってますよ」

　メルが悪戯いたずらっぽく目を細め、指でサビトの唇くちびるを撫なでてくる。いちいち細かい女房だったが、とりあえず普段の彼女に戻ったようだ。

「ねえ、サビト」

「何だ」

「もうちょっとだけ……元気を分けてもらっていいですか？」

　直後、両手をサビトの首に回したまま、いきなりメルがチュッチュッと接せつ吻ぷんを連発してきた。口、頰ほお、額、目……ところ構わずキスの嵐が浴びせられる。

　しばらく待ってみたが、キスは一向に終わらなかった。もしやメルは、まだ混乱状態のままなのだろうか？

「お、おい、もういいだろ」

「ダメです」

「もう一ヵ月分はしたぞ。やり過ぎると有り難がたみがなくなるぞっ」

「そんなこと言う子には、こうです」

　そう言って、今度はメルが耳たぶに吸いついてくる。そのまま軽く嚙かまれた瞬間、思わずサビトの口から「あん」という気色の悪い声が出た。

「フフ、サビトは耳が弱いのですか？　私と一緒ですね」

　抱っこから馬乗り状態へと移行した彼女が、吐息のように囁ささやいてくる。

　その桜色をした小さな唇には、微かすかに土がついていた。汚れたサビトの顔にキスをしたせいだが、何だかそれが妙に艶なまめかしかった。

「次は、サビトからキスして下さい。ね？」

「ど、どこに……？」

「どこでもいいです。サビトのキスしたい場所に」

「どこ、でも……」

「あら？　私のお尻しりに、何か固いものが……ズボンに苦無を入れてますか？」

「い、いや。それは苦無ではない」

「え？」

「ジャジャマルが起きただけだ。気にするな」

「？」

　小首を傾かしげるメルをよそに、とにかく深呼吸を繰り返し、頭と股間で膨らみ続けていく劣情を鎮める。

　……続けたいのはやまやまだが、ここらが潮時だろう。何より、斜め前方の茂みから注がれてくる「視線」が、さっきからチクチク痛くて仕方がない。

「おい、出てこいアトリ。いつまでノゾキしてんだ」

　サビトの言葉に、メルが「えっ」と目を見開く。

　同時に、茂みから一つの影が音もなく立ち上がった。気まずそうに視線を泳がせ、小さくコホンと咳せき払ばらいしてみせた長身瘦そう軀く──言うまでもなくアトリだった。

「ア、アトリっ？　あ、あの、これはその……」

　サビトに乗ったまま激しく狼ろう狽ばいするメルに、アトリは慌てて手を振った。見ると、メルに負けじと顔が真っ赤だった。

「いえ、いいのです。戻ってきたところ、何やら行為が始まっていましたので……」

「ち、ち、違うんです！　ちょっと戯れていただけなんです！」

「今にも結合しそうな勢いでしたので……」

「結合って言わないで！」

「ひとまず様子を見て、参加する機会を窺うかがっておりました」

「止める機会を窺って下さい！」












　メルが両手で顔を覆おおい、羞恥からか体を激しく左右にくねらせる。彼女の尻しりの下で、ジャジャマルが悲ひ鳴めいを上げていた。

「ですのでメル様、私のことはどうかお気になさらず……存分に元気を注入してもらって下さい」

「いっそ殴って！」

　ひときわ大きなメルの叫びに、頭上の木から鳥たちが一斉に飛び去った。












エピローグ







　その後。再びメルが立ち直るまでに、サビトは小川で体を洗い、ついでに三匹の魚を持ち帰った。

　三人揃そろったところで、腹ごしらえを兼ねつつ、改めてメルから状況の説明を受ける。分かってはいたが、報告はことごとく気が滅入るものだった。

　──三人の命が、クロムクラッハと『結魂メナージ』によって繫つながってしまった。

　──しかも敵は無効化能力があるので、運命共同体の呪縛から逃れることができる。

　──そして敵には、特異忍法が通じない。治ち癒ゆ能力まで持っている。

　──奇跡的に倒せたとしても、彼を殺した時点でサビトたちも死んでしまう。

（聞けば聞くほど、『詰み』の状態だな……）

　それらも痛恨の事態だったが、泣きっ面に蜂とも言える出来事がもう一つあった。

　それは──クロムクラッハが去り際に、メルへ突きつけた「ある一言」だ。

「メリュジオヌ。これで君たちは、もう僕を殺せない。それどころか、僕に逆らうことさえできない。そこで君たちに一つ命令する。ナトゥアの町に戻ったら──住民を残らず殺したまえ」

　メルが言うには、その命令を遂すい行こうする期限として、敵から三十日の猶予を与えられたとのこと。つくづくふざけた男だ。遊び半分で、娘に大量殺さつ戮りくをさせようとするとは……

「こんな事態になり、本当に申し訳ありません……」

　悄しよう然ぜんと項垂うなだれるメルに向け、アトリがきっぱりと首を振った。

「いいえ。この状況は、我らの未熟が招いたもの。どうか気に病まれませぬよう」

「でも……」

「生きていればこそ、開ける活路もあるというものです。とにかく今は心身を休めて……と言いたいところですが」

　そこでクノイチから、辟へき易えきとした溜ため息いきが漏もれる。その意味がサビトにも分かった。

　──森の東より、こちらへ迫せまってくる多数の気配がある。数は三百ほど。またしても亜人の残党だった。

「チッ、ちょっとは休ませろっての……」

　ボヤきながらも急いで魚を食べ終え、水筒の水を一気に飲み干す。体力は全く回復していなかったが、さりとて奴やつらを野放しにもできない。

　重い腰を上げ、マフラーで口と鼻を覆おおいつつ、二人の妻に告つげる。

「仕方ねえ、片付けるぞ。そのあとは予定通り、ナトゥアに向かう」

「ナトゥアに行って……どうするんですか」

　不安げに訊きいてきたメルに、サビトは即座に答えた。

「住民を皆殺しに……は、もちろんしねえ。だが、どのみち俺たちはナトゥアに戻る必要がある」

　いずれにせよ、町が危険なことに変わりはない。まだ数千は残っているだろう亜人たちは、南方へと向かっている。三十日後には、クロムクラッハだって町に現れるだろう。

　あの【巡見者ミグラテル】と対決する道を選ぶなら──ナトゥアで迎え撃つしかない。

（まあ、クロ公と決着をつけるってことは、勝っても負けても俺たちは死ぬんだが……）

　いや、考えるのはよそう。今はこれまで通り、やるべきことをやるだけだ。

　亜人を倒し、少しでも人間を有利に導く。あと三十日の命かもしれないなら、なおさらボヤボヤしてはいられない。……竜狩りの試験は、もう終了だ。

（結局、俺もアトリも──頭領にはなれそうにねえな）

　押し寄せてくる敵軍の足音。その機先を制するように。

　サビトたちは森を駆けた。





あとがき




　皆様、ご機嫌いかがでしょうか。この度は『結局、ニンジャとドラゴンはどっちが強いの？３』を手に取って頂きまして、まことにありがとうございます。伊達康です。

　当シリーズも三巻目となり、一部では「ニンドラ」と呼んで頂いていると小耳に挟はさみました。早速ネット検索してみると、「ニンニンジャー＆仮面ライダードライブ（略・ニンドラ）」しか出てこなかったのですが、パソコンが壊れたのでしょうか。

　それはともかく、本編はモヤモヤとしたまま引きとなってしまいました。気になる方も気にならない方も、引き続き宜しくお付き合い頂けましたら幸いです！

　今回も短いあとがきで恐縮ですが、最後に謝辞を。




　担当さんをはじめとするＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。

　素敵なキャラを描いて頂いた、そりむらようじ様。出版に携わって頂いた多くの関係者の皆様。そして何より、読者の皆様。

　感謝の心を忘れず、これからも精進して参ります。今後とも宜しくお願い致します。





伊達　康
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